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このマニュアルの表記について

◆手順は左、補足説明は右に

このマニュアルでは、操作手順は順番に画面を示しながら説明しています。実際のパソコンの画面を

確かめながら操作を進めてください。パソコンの画面でむやみにマウスを操作すると、思わぬ画面が

表示されることがあります。このマニュアルで、どこを操作すればよいのか必ず確認してください。ま

た、ページの右側の注意には、操作に関連する補足説明や参照情報などが記載されています。はじめて

パソコンを扱うかたは、右側の説明もよく読んでください。

◆このマニュアルでは、パソコンを安全にお使いいただくための注意事項を次のように
記載しています

記載内容を守っていただけない場合、どの程度の影響があるかを表しています。

人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示します。

人が傷害を負う可能性が想定される内容、および、物的損害の発生が想定され

る内容を示します。

障害や事故の発生を防止するための禁止事項は、次のマークで表しています。

一般禁止

　　　　　　　　　　その行為を禁止します。

接触禁止

　　　　　　　　　　特定場所に触れることで傷害を負う可能性を示します。

水ぬれ禁止

　　　　　　　　　　水がかかる場所で使用したり、水にぬらすなどして使用すると漏電による感電

や発火の可能性を示します。

火気禁止

　　　　　　　　　　外部の火気によって製品が発火する可能性を示します。

分解禁止

　　　　　　　　　　分解することで感電などの傷害を負う可能性を示します。

ぬれ手禁止

　　　　　　　　　　ぬれた手で扱うと感電する可能性を示します。

障害や事故の発生を防止するための指示事項は、次のマークで表しています。

使用者に対して指示に基づく行為を強制するものです。

電源コードのプラグを抜くように指示するものです。

アース線を必ず接続するように指示するものです。

警告

注意
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◆このマニュアルで使用している記号や表記には、次のような意味があります

してはいけないことや、注意していただきたいことを説明しています。よく読ん

で注意を守ってください。場合によっては、作ったデータの消失、使用しているソ

フトの破壊、パソコンの破損の可能性があります。

マニュアルの中で関連する情報が書かれている所を示しています。

パソコンで起きている問題点に対して対処のしかたがいくつかあるときは、この記

号の確認事項をチェックして、あてはまるものを探してください。

参考になる事柄です。

◆このマニュアルの表記では、次のようなルールを使っています

【　】 【　】で囲んである文字は、キーボードのキーを指します。

DVD/CDドライブ DVDスーパーマルチドライブ、マルチプレードライブ、およびCD-ROMドライブ

のいずれかを指します。

電子マニュアル「サポートナビゲーター」を起動して、各項目を参照することを示

します。「サポートナビゲーター」は、デスクトップの （サポートナビゲーター

（電子マニュアル））をダブルクリックして起動します。

「サポートナビゲーター」を起動して、ソフトの操作方法などを参照することを示

します。

「サポートナビ
ゲーター」

「サポートナビ
ゲーター」-
「使いこなす」
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◆このマニュアルでは、各モデル（機種）を次のような呼び方で区別しています

『セットアップマニュアル』をご覧になり、ご購入された製品の型名とマニュアルで表記されるモデル名
を確認してください。

液晶ディスプレイ 液晶ディスプレイがセットになっているモデルのことです。
セットモデル

DVDスーパーマルチ DVD スーパーマルチドライブ（DVD-R/RW with DVD+R/RWドライブ
ドライブモデル （DVD-R/+R 2層書込み））を搭載しているモデルのことです。

マルチプレー マルチプレードライブ（CD-R/RW with DVD-ROMドライブ）を搭載している
ドライブモデル モデルのことです。

CD-ROMモデル CD-ROMドライブを搭載しているモデルのことです。

Windows XP Microsoft® Windows®XP Home Edition があらかじめインストールされて
Home Edition いるモデルのことです。

モデル

Windows XP Microsoft® Windows®XP Professional があらかじめインストールされて
Professional いるモデルのことです。

モデル

Office 2007モデル Office Personal 2007またはOffice Personal 2007とPowerPoint
2007が添付されているモデルのことです。

Office Personal Office Personal 2007が添付されているモデルのことです。
2007モデル

Office Personal Office Personal 2007とPowerPoint 2007が添付されているモデルのこと
2007 with です。

PowerPointモデル

トリプルワイヤレスLAN IEEE802.11a（5GHz）とIEEE802.11b/g（2.4GHz）の両方の規格に対応
（Super AG 対応） した通信機器と接続でき、Atheros Communications 社が開発したワイヤレ

モデル ス通信の高速化技術「Super AG」に対応したワイヤレスLAN インターフェイス
を内蔵しているモデルのことです。
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◆本文中の画面やイラスト、ホームページについて

本文中の画面やイラスト、ホームページは、モデルによって異なることがあります。また、実際の画面と異

なることがあります。

記載しているホームページの内容やアドレスは、本冊子制作時点のものです。

◆このマニュアルで使用しているソフトウェア名などの正式名称

（本文中の表記）

Windows、
Windows XP、
Windows XP
Home Edition

Windows、
Windows XP、
Windows XP
Professional

Office Personal
2007

Office Personal
2007 with
PowerPoint

2007

ウイルスバスター

（正式名称）　　　

Microsoft® Windows® XP Home Edition operating system 日本語版

Service Pack 2

Microsoft® Windows® XP Professional operating system 日本語版

Service Pack 2

Microsoft® Office Personal 2007（Microsoft® Office Word 2007、

Microsoft® Office Excel® 2007、Microsoft® Office Outlook® 2007、

（Microsoft® Office ナビ 2007））

Microsoft® Office Personal 2007 with Microsoft® Office

PowerPoint® 2007

ウイルスバスター™ 2007 トレンド フレックス セキュリティ
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（1）本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁じられています。
（2）本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。
（3）本書の内容については万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載もれな

どお気づきのことがありましたら、NEC 121コンタクトセンターへご連絡ください。落丁、
乱丁本はお取り替えいたします。

（4）当社では、本装置の運用を理由とする損失、逸失利益等の請求につきましては、（3）項にかかわ
らずいかなる責任も負いかねますので、予めご了承ください。

（5）本装置は、医療機器、原子力設備や機器、航空宇宙機器、輸送設備や機器など、人命に関わる設
備や機器、および高度な信頼性を必要とする設備や機器などへの組み込みや制御等の使用は
意図されておりません。これら設備や機器、制御システムなどに本装置を使用され、人身事故、
財産損害などが生じても、当社はいかなる責任も負いかねます。

（6）海外NECでは、本製品の保守・修理対応をしておりませんので、ご承知ください。

（7）本機の内蔵ハードディスクにインストールされているMicrosoft® Windows® XP Home

Edition、Microsoft® Windows® XP Professional、またはMicrosoft® Windows® XP Media
Center Edition および本機に添付のCD-ROM、DVD-ROM は、本機のみでご使用ください。

（8）ソフトウェアの全部または一部を著作権の許可なく複製したり、複製物を頒布したりすると、
著作権の侵害となります。

（9）ハードウェアの保守情報をセーブしています。

Microsoft、Windows、Internet Explorer、Office ロゴ、Outlook、Excel、Power Pointは、米国Microsoft
Corporation の米国およびその他の国における商標または登録商標です。
インテル、Intel、Pentium、Celeron、Intel Coreはアメリカ合衆国およびその他の国における Intel Cor-
poration またはその子会社の商標または登録商標です。
TRENDMICRO 及びウイルスバスターは、トレンドマイクロ株式会社の登録商標です。
PS/2 は IBM 社が所有している商標です。

SDおよびminiSDロゴ、および ロゴは商標です。

miniSDTMおよびmicroSDTMはSDアソシエーションの商標です。
“MagicGate Memory Stick”（“マジックゲートメモリースティック”）および“Memory Stick”（“メモリース

ティック”）、 、 、 、 、 、“MagicGate”

（“マジックゲート”）、 、OpenMGはソニー株式会社の商標です。

、「xD- ピクチャーカードTM」は富士写真フイルム（株）の商標です。

SmartMedia（スマートメディア）は、株式会社 東芝の登録商標です。
CompactFlash（コンパクトフラッシュ）は、SanDisk Corporation社の登録商標です。
Microdriveは、IBMの商標です。IBMは、IBM Corporation社の登録商標です。
Standby Rescue Multi は、株式会社ネットジャパンの商標です。
121 ポップリンクは、日本電気株式会社の登録商標です。

その他、本マニュアルに記載されている会社名、商品名は、各社の商標または登録商標です。

ご注意
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■高調波電流規制について
この装置の本体は、高調波電流規格JIS C 61000-3-2 適合品です。
本体の電源の入力波形は正弦波をサポートしています。

■電波障害自主規制について
この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラスB 情報技術
装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレ
ビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。このあとの「安
全にお使いいただくために」に従って正しい取り扱いをしてください。

■瞬時電圧低下について
［ValueOne Gシリーズ、LaVie Gシリーズでバッテリパックを取り付けていない場合］
本装置は落雷等による電源の瞬時電圧低下に対し不都合を生じることがあります。電源の瞬時電
圧低下対策としては、交流無停電電源装置等を使用されることをおすすめします。（社団法人　電
子情報技術産業協会のパーソナルコンピュータの瞬時電圧低下対策に基づく表示）
［LaVie Gシリーズで充電されたバッテリパックを取り付けている場合］
本装置は、社団法人　電子情報技術産業協会の定めたパーソナルコンピュータの瞬時電圧低下対
策規格を満足しております。しかし、本規格の基準を上回る瞬時電圧低下に対しては、不都合が生
じることがあります。

■レーザ安全基準について
このパソコンには、レーザ製品の安全基準（JIS C-6802、IEC60825）のクラスⅠレーザ製品
であるDVD/CDドライブが搭載されています。

各種規制について
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© NEC Corporation, NEC Personal Products, Ltd. 2007
日本電気株式会社、NECパーソナルプロダクツ株式会社の許可なく複製・改変などを行うことはできません。

■輸出に関する注意事項
本製品（ソフトウェアを含む）は日本国内仕様であり、外国の規格等には準拠していません。
本製品を日本国外で使用された場合、当社は一切責任を負いかねます。
従いまして、当社は本製品に関し海外での保守サービスおよび技術サポート等は行っていません。

本製品の輸出（個人による携行を含む）については、外国為替及び外国貿易法に基づいて経済産業省の許可が必要と
なる場合があります。
必要な許可を取得せずに輸出すると同法により罰せられます。
輸出に際しての許可の要否については、ご購入頂いた販売店または当社営業拠点にお問い合わせください。

■Notes on export
This product (including software) is designed under Japanese domestic specifications and does not
conform to overseas standards. NEC*1 will not be held responsible for any consequences resulting
from use of this product outside Japan. NEC*1 does not provide maintenance service nor technical
support for this product outside Japan.

Export of this product (including carrying it as personal baggage) may require a permit from the
Ministry of Economy, Trade and Industry under an export control law. Export without necessary per-
mit is punishable under the said law. Customer shall inquire of NEC sales office whether a permit is
required for export or not.

*1: NEC Corporation, NEC Personal Products, Ltd.
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●煙や異臭、異常な音、手で触れないほど熱いときは、すぐに本機の
電源を切り、電源コードのプラグをコンセントから抜いてください。
バッテリパックを装着しているときは、安全を確認してから取り外
してください。
そのまま使用すると、火災、やけど、感電のおそれがあります。内部の点検・
調整は、下記にお問い合わせください。

0120-977-633

●雷が鳴り出したら、本機や本機に接続されているケーブル類（電源
コード、ACアダプタ、USBケーブルなど）に触れたりしないでく
ださい。また、機器の接続や取り外しを行わないでください。
落雷による感電のおそれがあります。

●ビニール袋などの梱包材料は、お子さま、特に乳幼児の手の届かな
い安全な所に保管してください。
窒息事故などを起こすおそれがあります。

●不安定な場所に置かないでください。また、地震等によって落下や
転倒しやすい場所には置かないでください。
落下、転倒してけがをするおそれがあります。

●本機を改造、分解しないでください。
感電、発煙、発火の原因になります。

●本製品を火中に投入、加熱、あるいは端子をショートさせたりしな
いでください。
発熱、発火、破裂の原因になります。

●本製品の内部に次のような異物を入れないでください。
・金属物　　　　　　・水などの液体
・燃えやすい物質　　・薬品
回路がショートして火災の原因になります。

●装置の通風孔をふさがないでください。
内部に熱がこもり、発煙、発火の原因になることがあります。

安全上のご注意（警告事項）

■本体使用上の警告

安全にお使いいただくために
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●電源はAC100V（50/60Hz）を使用してください。
異なる電圧で使用すると、感電、発煙、火災の原因になります。

※ACアダプタ自体は、入力電圧AC240Vまでの安全認定を取得していますが、
添付の電源コードはAC100V用（日本仕様）です。

●電源コード、ACアダプタを取り扱う際は、次の点をお守りください。
・落下させたり衝撃を与えない
・折れ曲がった状態や束ねた状態で使用しない
・つけ根部分を無理に曲げない
・重いものを載せない
・布などでくるまない
・屋外で使用しない
・水などの液体がかかる場所では使用しない
発煙、発火、火災、感電の原因になります。

●破損した電源コードは使用しないでください。
電源コードが破損した場合に、テープなどで修復して使用しないでください。
修復した部分が過熱し、火災や感電の原因になります。

●電源コード、ACアダプタのプラグにホコリがたまったままの状態で
本機を使用しないでください。
電源コード、ACアダプタのプラグにホコリがたまったまま使用していると、プ
ラグのピンの間で放電（トラッキング現象）が起こり、火災の原因になります。

●電源コードは、装置添付のものを使用し、そのプラグを、壁や床に
設置されている定格100Vのコンセントに直接差し込んでくださ
い。また、装置添付の電源コードを他の機器には使用しないでくだ
さい。
やむを得ず、お客様の責任で延長コード等をご利用になる場合は、二重絶縁
（二重被覆）のものを定格の範囲内で使用し、以下の項目に十分注意するよう
にしてください。
・落下させたり衝撃を与えない
・折れ曲がった状態で使用しない
・つけ根部分を無理に曲げない
・重いものを載せない
・布などでくるまない
・屋外で使用しない
・水などの液体がかかる場所では使用しない
・破損したコードを使わない
・プラグにホコリがたまったままの状態で使用しない
・奥までしっかり差し込む
・プラグ部をコンセントに正しく挿入する
・コンセントから抜くときは、必ずプラグ部を持って抜く
・ぬれた手で触らない
延長コード等は、使用方法によっては発煙、発火、火災、感電の原因になるこ
とがありますので十分ご注意ください。

■電源、電源コード、ACアダプタ使用上の警告



11

●タコ足配線にしないでください。
電源コードをタコ足配線にすると、コンセントが過熱し、火災の原因になりま
す。

●長期間使用しないときは、電源プラグを抜いてください。
絶縁劣化による漏電火災の原因になります。

・ValueOne Gシリーズの場合

●アース線は、絶対にガス管につながないでください。
火災の原因になります。

●アース線の金属部をコンセントとプラグの間にはさまないでくださ
い。
またアース線の金属部をコンセントの差込口に差し込まないでくだ
さい。
感電の原因になります。

●本体またはスピーカのACアダプタは、指定のACアダプタを使用
し、ACアダプタを分解、改造しないでください。
指定以外のACアダプタを使用したり、分解、改造して使用すると、感電、発
煙、発火の原因になります。

●電源コード、ACアダプタ等の接続の際は、次の点をお守りくださ
い。
・差込部は正しい向きで接続する
・奥までしっかり差し込む
・プラグ部をコンセントに正しく挿入する
・コンセントから抜くときは、必ずプラグ部を持って抜く

発煙、発火、火災、感電の原因になります。
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・LaVie Gシリーズの場合

●指定のACアダプタを使用し、ACアダプタを分解、改造しないでく
ださい。
指定以外のACアダプタを使用したり、分解、改造して使用すると、感電、発
煙、発火の原因になります。
ACアダプタの型番については、添付のマニュアルをご覧ください。

●電源コード、ACアダプタ、ウォールマウントプラグ等の接続の際
は、次の点をお守りください。
・差込部は正しい向きで接続する
・電源コードをACアダプタに接続する際は、奥までしっかり差し込む
・ウォールマウントプラグをACアダプタに接続する際は、奥までしっかり差
し込む

・プラグ部をコンセントに正しく挿入する
・コンセントから抜くときは、必ずプラグ部を持って抜く

発煙、発火、火災、感電の原因になります。

●ACアダプタとパソコンの接続部（DCジャック部）については、次
の点をお守りください。
・接続部をこじらない
・運搬、移動時は接続を外す
・接続コードを傷付けない

発煙、発火、やけどのおそれがあります。
また、故障等で過熱している場合もありますので、接続部に触るときは十分ご
注意ください。
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●バッテリパックは指定の方法以外で充電しないでください。
マニュアルに記載されている指定方法にて充電してください。指定以外の方
法で充電すると、発熱、発火、液もれすることがあります。

●バッテリパックは火の中に入れないでください。
火の中に入れたり加熱したりすると、爆発したり、破裂したりすることがあ
ります。

●バッテリパックに衝撃を与えないでください。
衝撃を与えると破裂したり、液もれすることがあります。

●バッテリパックを分解、改造しないでください。
分解、改造すると、破裂したり、液もれすることがあります。弊社指定以外
のバッテリパックや、分解、改造したバッテリパック（弊社で修理対応した
ものを除く）は、品質、性能、安全性について保証の対象外となります。

●電池は、お子さま、特に乳幼児の手の届かない所へ保管してくださ
い。
電池内部には有害物質が含まれているため誤って飲み込んだり、なめたりす
ると危険です。万一飲み込んだ場合は、直ちに医師にご相談ください。

●電池をショート、加熱、または火の中に入れないでください。
ショート、加熱、または火の中に入れると、電池が発熱、破裂して、けがや
火災の原因になります。万一、内部の液がもれて目に入ったり、液に触れた
場合は、水でよく洗い流した後、直ちに医師にご相談ください。

●必ず指定の電池を使用し、（＋）、（－）を正しく入れてください。
指定以外の電池を使用したり、電池を正しく入れないと、破裂して、けがや
火災の原因になります。また、使い切った電池はすぐに機器から取り出して
ください。

●電池を充電、直接はんだ付けしないでください。
充電、直接はんだ付けすると、破裂して、けがや火災の原因になります。

■バッテリパック・電池使用上の警告（LaVie Gシリーズの場合）
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●周辺機器は、マニュアルに記載の手順に従って正しく取り付けてく
ださい。
正しく取り付けられていないと、発煙、発火の原因になります。

■周辺機器使用上の警告

●埋め込み型心臓ペースメーカーを装着されている方は、本製品を
ペースメーカー装着部から30cm以上離してご使用ください。
電波により影響を受けるおそれがあります。

●満員電車の中など、人と人とが近接する状態となる可能性のある場
所では、本製品の電源を切るか、無線LAN、Bluetoothなどの無線
機能をオフにしてください。
これは心臓ペースメーカーや補聴器などの医療機器を使用している方と近接す
る可能性があり、万が一にでもそれらの機器に影響を与えることを防ぐためで
す。

●医療機関側が本製品の使用を禁止した区域では、本製品の電源を切
るか、無線LAN、Bluetoothなどの無線機能をオフにしてください。
また、医療機関側が本製品の使用を認めた区域でも、近くで医療機
器が使用されている場合には、本製品の電源を切るか、無線LAN、
Bluetoothなどの無線機能をオフにしてください。
医療機器に影響を与え、事故の原因になることがあります。詳しい内容につい
ては、各医療機関にお問い合わせください。

●現在各航空会社では、航空機の飛行状態などに応じて、機内での無
線機器・電子機器などの使用を禁止しており、本製品もその該当機
器となります。電子機器に影響を与え、事故の原因となることがあ
りますので、機内では本製品の電源を切るか、無線LAN、Bluetooth
などの無線機能をオフにしてください。
電子機器に影響を与え、事故の原因になることがあります。詳しい内容につい
ては、各航空会社にお問い合わせください。

●本製品の無線機能を使用中に他の機器に電波障害を引き起こした場
合、すみやかに無線機能をオフにするか、本製品の使用を中止して
ください。
機器に影響を与え、誤動作による事故の原因になるおそれがあります。

■無線（ワイヤレス）機能使用上の警告（LaVie Gシリーズの場合）
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●本製品を次のような場所では使用・保管しないでください。
・風呂場など湿気の多い場所
・調理台や加湿器のそばなど水、湿気、湯気、塵、油煙などの多い場所

感電の原因になります。万一液体が入った場合は、電源をオフにしてNEC 121
コンタクトセンターにお問い合わせください。乾いているようでも本機内部に
水分が残っていることがあります。

●通風孔からの送風に注意してください。
通風孔からの排気は室温よりも高い温度となっております。通風孔からの送風
に長時間当たることにより、低温やけどのおそれがありますので、肌の弱い方
などは特にご注意ください。

●DVD/CDドライブのトレイはイジェクトボタンを押さなくても、ソ
フトウェアの動作などで本体から出てくることがあるため注意して
ください。
DVD/CDドライブのトレイにぶつかったり手や足をひっかけたりすると、けが
の原因になります。

●DVD/CDドライブは絶対に分解しないでください。
故障、発熱、破損、感電の原因になります。

●DVD/CDドライブなどのレーザー光源を直接見ないでください。
目の痛みなど、視力障害を起こすおそれがあります。

●添付のCD-ROM・DVD-ROMディスクは、CD-ROM・DVD-ROM
対応プレイヤー以外では絶対に使用しないでください。
大音量によって耳に障害を被ったり、スピーカやCD-ROM・DVD-ROMディス
クを破損する原因になります。

●フロッピーディスクイジェクトボタンは指の腹の部分で押してくだ
さい。
爪の先でフロッピーディスクイジェクトボタンを押すと、爪と指先の間にフ
ロッピーディスクイジェクトボタンが入ってけがの原因になります。

●先のとがったもので液晶ディスプレイ表面に傷を付けないでくださ
い。

●液晶ディスプレイ表面や外枠部分を強く押さないでください。
●液晶ディスプレイ内部の液体を口に入れないでください。また、内
部の液体に触れないでください。
液晶ディスプレイが破損して内部の液体が口に入った場合は、すぐにうがいを
してください。また、皮膚に付着したり目に入ったりした場合は、すぐに流水
で15分以上洗浄し、直ちに医師にご相談ください。

安全上のご注意（注意事項）

■本体使用上の注意
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●前面カバーを開けた状態で使用する場合は、十分注意してください。
前面カバーに強くぶつかったときにけがの原因になることがあります。
ケーブル等を接続したり、一部のPCカード等を取り付けたりした状態では、カ
バーを閉じられません。この場合はカバーを開けたまま使用してください。

●本製品を設置したり移動する場合は、指などをはさまないよう十分
注意してください。
設置や移動の際、本製品と床、壁などとの間に指などをはさむと、けがの原因
になることがあります。

・ValueOne Gシリーズの場合

●本機の使用中や使用直後、バッテリパックの充電中は、温度が高く
なる部分がありますので注意してください。
特に、本体底面、本体背面のコネクタ、液晶ディスプレイの周辺、キーボード
のキー、コードを固定するねじ類、ファンの吹き出し口、ACアダプタの表面、
PCカード、PCカードスロット、コンパクトフラッシュカードの周辺、バッテ
リパックやバッテリパックの周辺などが高温になる場合があり、やけどなどの
おそれがあります。

●液晶ディスプレイを閉じた状態で使用しないでください。
内部温度が高くなり、故障、発熱の原因となります。

●ひざの上で長時間使用しないでください。
使用中本機底面が熱くなり、低温やけどを起こす可能性があります。
低温やけどは、長時間にわたり一定箇所に発熱体が触れたままになっていると
きなどに肌に紅斑（こうはん）、水泡（すいほう）などの症状を起こすやけど
のことです。肌の弱い方などは、特にご注意ください。

●使用するソフトによっては、パームレスト部（手をのせる
部分）やキーボードのキーが多少熱く感じられることがあ
ります。
長時間にわたるキーボード等の操作をする場合は、低温やけどのおそれがあり
ますので、肌の弱い方などは特にご注意ください。

●光センサーマウスの底面の光を直接見ないでください。
目の痛みなど、視力障害を起こすおそれがあります。

・LaVie Gシリーズの場合
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■電源、電源コード、ACアダプタ使用上の注意

●ぬれた手で触らないでください。
電源コードがコンセントに接続されているときにぬれた手で本体やACアダプ
タなどに触ると、感電の原因になります。

●お手入れの前には、必ず本機や周辺機器の電源を切り、電源コード
をコンセントから抜いてください。
電源を切らずにお手入れをはじめると、感電の原因になります。

・ValueOne Gシリーズの場合

●電源コードがコンセントに接続されているときは、本体のカバー類
を外さないでください。
感電の原因になります。

●本体へ必ずアース線を接続してください。
アース線を接続しないと、感電の原因になります。

●アース線の接続や取り外しを行うときは、必ず本体および周辺機器
の電源コードをコンセントから抜いてください。
感電の原因になります。

・LaVie Gシリーズの場合

●電源コードがコンセントに接続されているときやバッテリが取り付
けられているときはメモリのカバーを外さないでください。
感電の原因になります。
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●電池を分解しないでください。
有害物質が出て、人体に悪影響を及ぼすことがあります。

●電池は直射日光・高温・高湿の場所を避けて保管してください。
液もれの原因になります。また、電池の性能や寿命を低下させることがありま
す。

●電池の内部の液がもれたときは、液に触れないでください。
やけどのおそれがあります。万一液に触れた場合は、水でよく洗い流した後、
直ちに医師の診断を受けてください。

●種類の違う電池、または新しい電池と古い電池を混ぜて使用しない
でください。
液もれ、破裂などにより、やけど、けがの原因になることがあります。

●バッテリパックの取り付け／取り外しをおこなう場合には、指をは
さまないよう注意してください。
けがの原因になります。

●端子ショート、水もれ、高温環境での放置などは避けてください。
故障の原因になります。

■バッテリパック・電池使用上の注意（LaVie Gシリーズの場合）

不要になった二次電池は、貴重な資源を守るために廃
棄しないでリサイクルにご協力ください。

Ni-MH
または
Li-ion

●補聴器を装着されている方は、本製品の使用により、補聴器にノイ
ズなどを引き起こす可能性がありますので、ご使用前にご確認くだ
さい。
聴力に悪い影響を与えることがあります。

■無線（ワイヤレス）機能使用上の注意（LaVie Gシリーズの場合）
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■周辺機器使用上の注意

・ValueOne Gシリーズの場合

●周辺機器の取り付け／取り外しを行うとき、特に本体内部に手を入
れるときは、指をはさんだり、ぶつけたり、切ったりしないように
注意してください。
けがの原因になります。

●このパソコンの使用直後に本機のカバーを開けて、周辺機器の取り
付けや取り外しをするときは、CPUやCPUの周辺、ヒートシンク
（放熱板）に触れないでください。
CPU、CPUの周辺、ヒートシンク（放熱板）が高温になっていますので、手を
触れるとやけどをするおそれがあります。電源を切った後、30分以上たってか
らおこなうことをおすすめします。

・LaVie Gシリーズの場合

●増設RAMボードの取り付け／取り外しをおこなうときは、指をは
さんだり、ぶつけたり、切ったりしないように注意してください。
けがの原因になります。

●このパソコンの使用直後にメモリの取り付けや取り外しをするとき
は、キーボード、キーボードの下の金属板に触れないでください。
キーボード、キーボードの下の金属板が高温になっていますので、手を触れる
とやけどをするおそれがあります。電源を切った後、30分以上たってからおこ
なうことをおすすめします。
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■健康上の注意

●ディスプレイを長時間継続して見ないでください。
ディスプレイなどの画面を長時間継続して見続けると、目が疲れたり、視力が
低下することがあります。ディスプレイなどの画面を見続けて、身体の一部に
痛みや不快感が生じたときは、すぐに本機の使用をやめて休息してください。
万一、休息しても痛みや不快感が取れないときは、直ちに医師にご相談ください。

●ヘッドフォンやヘッドフォンマイクを使う場合は、音量を上げすぎ
ないように注意してください。
大きな音量で長時間使うと、聴力に悪い影響を与えることがあります。

●ヘッドフォンやヘッドフォンマイクを装着した状態でプラグの抜き
挿し、本機の電源のオン／オフ、省電力状態／復帰の操作をしない
でください。
聴力に悪い影響を与えることがあります。

・ValueOne Gシリーズの場合

・LaVie Gシリーズの場合

●キーボードやマウスを長時間継続して使用しないでください。
キーボードやマウスを長時間継続して使用すると、腕や手首が痛くなることが
あります。キーボードやマウスを使用中、身体の一部に痛みや不快感が生じた
ときは、すぐに本機の使用をやめて休息してください。
万一、休息しても痛みや不快感が取れないときは、直ちに医師にご相談ください。

●キーボードやNXパッド、マウスを長時間継続して使用しないでく
ださい。
キーボードやNXパッド、マウスを長時間継続して使用すると、腕や手首が痛
くなることがあります。キーボードやNXパッド、マウスを使用中、身体の一
部に痛みや不快感が生じたときは、すぐに本機の使用をやめて休息してくださ
い。
万一、休息しても痛みや不快感が取れないときは、直ちに医師にご相談くださ
い。
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製品保護上のご注意

■本機の取り扱い上の注意

●次のような場所では、使用／保管しないでください。
誤動作や故障の原因になることがあります。

ホコリが多い場所／衝撃や振動が加わる場所／不安定な場所／暖房器具の近く／磁気を発するもの（扇風機や大
型のスピーカ、温風式こたつなど）の近く／長時間直射日光が当たる場所／落下の可能性がある場所／テレビ、
ラジオ、コードレス電話などの近く／熱のこもる場所／水分や湿気の多い場所／夏の閉めきった自動車内

●本機は屋内で使用してください。

●次の環境で使用してください。
温度10℃～35℃、湿度20％～80％（結露しないこと）

●本機を使用する際は、次のことに気をつけてください。
・ 落としたりぶつけたりしないよう、平らで十分な強度がある場所で使用してください。
・ 結露した状態で使用しないでください。寒い場所から暖かい場所へ急に持ち込むと、水滴が付着（結露）し、
誤動作、故障の原因になることがあります。

・ 本機の上にものを載せないでください。また、書類や布などで通風孔をふさがないでください。
・ 本機のそばで、飲食や喫煙をしないでください。
・ 本機を改造しないでください。当社の保証やサービスの対象外となることがあります。
・ DVDやCDなどのディスクにデータを記録中は、本機に振動や衝撃を与えないでください。
・ 静電気に注意してください。本機は静電気によって故障、破損することがあります。本機に触れる前にアルミ
サッシやドアのノブなどの身近な金属に手を触れるなどして身体の静電気を取り除くようにしてください。

・ 先のとがったもので傷付けないでください。

●本機を移動するときには、必ず電源を切り、電源コード、ACアダプタのプラグをコンセントから
抜いてください。
LaVie Gシリーズを輸送する場合には、ノートパソコン用のキャリングバックやご購入時の梱包箱を利用してく
ださい。

●本機を移動するときには、DVDやCDなどのディスクを取り出してください。
本機の故障や、DVDやCDなどのディスクの破損の原因になります。

●長時間使用しないときは、電源コード、ACアダプタのプラグをコンセントから抜いてください。
旅行などで長時間お使いにならないときは、安全のため、電源コードのプラグをコンセントから抜いてください。

●本機に接続されている周辺機器を取り外すときには、必ず接続ケーブルのプラグ部分を持って抜い
てください。また、プラグを抜く際は、無理に引き抜いたりこじったりしないでください。
ケーブルを引っぱって取り外したり、プラグを無理に引き抜いたりすると、故障の原因になることがあります。

●ケーブル類は整理してください。
ケーブルを整理しておかないと、つまずいたりひっかけたりして、本機の故障の原因になります。

・LaVie Gシリーズの場合

●本機の液晶ディスプレイに画面を表示させていると、液晶ディスプレイの周りの一部分があたたか
くなることがあります。
これは、表示用電源の熱によるものであり、故障や異常ではありません。本機の電源を切るか液晶ディスプレイ
を閉じると、表示用電源が切れて温度が下がります。
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■データのバックアップについて

●バックアップとは

パソコンに保存されているデータをDVDやCDなどのディスク／フロッピーディスク／外付けハードディスクなどに複
製（コピー）することを「バックアップを取る」といいます。
パソコンの故障などの異常が起きてご購入後に作成したデータが消えてしまった場合、そのデータをもとに戻すことはで
きません。
万一の事態に備えて定期的にデータのバックアップをおこない、大切なデータを保護しましょう。

●バックアップを取るタイミング

特に大切なデータは、作成したり更新したりするたびにバックアップを取ることをおすすめします。また、日時や曜日を
決めて定期的にバックアップを取るのもよいでしょう。

■お客様が作成されたデータの保存に関するご注意

お客様が作成されたデータ（画像データ、映像データ、文書データなど）やプログラム、設定内容が記憶装置（ハードディ
スクなど）に記憶されている場合はお客様の責任においてバックアップをお取りくださいますようお願いします。お客様
が作成されましたデータなどは普段からこまめにバックアップをお取りになることをおすすめします。
本商品の故障や誤動作などにより、記憶装置に記憶された内容が消失したり、使用できない場合がございますが、当社で
はその損害の責任を一切負いかねますので、あらかじめご了承ください。

■コンピュータウイルスの予防について

●コンピュータウイルスとは

コンピュータウイルスとは、パソコンの動作に悪影響を与える不正なプログラムのことで、インターネットや電子メール
などを通じて感染する可能性があります。コンピュータウイルスに感染すると、感染したパソコンのプログラムやデータ
が破壊されるばかりでなく、他のパソコンへの感染元となってしまう可能性もあります。
モデルによってはコンピュータウイルスの予防と駆除をするためのソフトが添付されていますので、定期的なチェックを
おこなうことをおすすめします。
また、日々増え続けるウイルスに対応するためには、「ウイルス定義ファイル」の更新が必要です。

■ハードディスク取り扱い上の注意

●振動する場所や不安定な場所では使用しないでください。

●電源を入れたまま本機を動かさないでください。

●本機のハードディスク動作中は本機に衝撃や振動を与えないよう、特に注意してください。
ハードディスク動作中に外部から強い衝撃を加えると、データが失われるだけでなく、ハードディスクが故障す
ることがあります。

●本機のハードディスク動作中は、電源を切ったり再起動しないよう、特に注意してください。
ハードディスク動作中に電源を切ったり再起動すると、ハードディスクが故障することがあります。
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■DVD、CD取り扱い上の注意

● DVDやCDなどのディスクを取り扱う際は次のことに気をつけてください。

・データ面（文字などが印刷されていない面）に手を触れないでください。
・ディスクにラベルを貼ったり、傷を付けたりしないでください。
・ディスクに文字を書く場合はディスク印刷面（レーベル面）に書いてください。ボールペンや鉛筆などペン先が
硬いものは避け、フェルトペンなどペン先が柔らかい油性の筆記用具で手書きをするか、インクジェットプリン
タ対応のディスクを使用して、インクジェットプリンタで直接印刷してください。

・上に重いものを載せたり、曲げたり、落としたりしないでください。
・汚れたDVDやCDなどのディスクは使わないでください。
・汚れたときは、やわらかい布で内側から外側に向けてふいてください。
・清掃の際はCD専用のスプレーをお使いください。
・ベンジン、シンナーなどでふかないようにしてください。
・ゴミやホコリの多い場所での使用は避けてください。
・使わないときは収納箱に入れて保管してください。
・直射日光の当たる場所や、温度の高い場所に保管しないでください。

■フロッピーディスク取り扱い上の注意

●フロッピーディスクを取り扱う際は次のことに気をつけてください。

・フロッピーディスクを磁石に近づけないでください。フロッピーディスクが壊れると大切なデータやソフトウェ
アが使えなくなります。磁石はテレビやスピーカにも使われています。これらの上にフロッピーディスクを置
いたりしないようにしてください。

・シャッターを開けて、中のディスクに触れないでください。
・汚れたフロッピーディスクは使わないでください。
・フロッピーディスクにラベルを貼り付けた状態でラベルに鉛筆で記入したり、消しゴムを使ったりしないでく
ださい。

・上に重いものを載せたり、曲げたりしないでください。
・ラベルは正しい位置に貼ってください。
・飲食、喫煙しながら使わないでください。
・溶剤類、飲み物などを近づけないでください。
・クリップなどではさんだり、投げたり、落としたりしないでください。
・ゴミやホコリが多い場所での使用は避けてください。
・使わないときは収納箱に入れて保管してください。
・直射日光の当たる場所、暖房器具の近くなど温度が高くなる所、ゴミやホコリが多い所に置かないでください。
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■メモリーカード取り扱い上の注意

●メモリーカードを取り扱う際は次のことに気をつけてください。

・メモリーカードに添付の取扱説明書をよく読んでから使用してください。
・静電気による故障を防ぐため、静電気を放電してからメモリーカードを取り扱ってください。
・小型のメモリーカードなど、アダプタが必要なカードは、必ずアダプタを装着してください。
・メモリーカードは、方向を確かめて取り付けてください。
・メモリーカードスロットには、対応以外のメモリーカードを挿入しないでください。
・メモリーカードの読み込み／書き込み中は、本体や周辺機器のメモリーカードスロットからメモリーカードを
取り出さないでください。

・メモリーカードやメモリーカードスロットの金属端子部分を触らないでください。
・汚れたメモリーカードは、汚れをとってから本体や周辺機器のメモリーカードスロットに取り付けてください。
・分解しないでください。
・上に重いものを載せたり、曲げたりしないでください。
・溶剤類、飲み物などを近づけないでください。
・クリップなどではさんだり、投げたり、落としたりしないでください。
・ゴミやホコリが多い場所での使用は避けてください。
・使わないときは収納箱に入れて保管してください。
・直射日光の当たる場所、暖房器具の近くなど温度が高くなる所、ゴミやホコリが多い所に置かないでください。
・長期期間使用しないときは、メモリーカードやアダプタを、メモリーカードスロットに取り付けたままにしな
いでください。

・メモリーカードには、添付の指定ラベル以外を貼らないでください。
・メモリーカードには、指定の貼付箇所以外にラベルを貼らないでください。
・大切なデータはハードディスクなどにコピーして、バックアップを取ってください。

●バッテリパックは消耗品です。
バッテリ駆動時間が短くなってきた場合には、弊社指定の新しいバッテリパックと交換してください。

■バッテリパック取り扱い上の注意（LaVie Gシリーズの場合）

バッテリについてはJEITA（社団法人 電子情報技術産業協会）の「バッテリ関連Q&A集」もあ
わせてご覧ください。

    http://it.jeita.or.jp/perinfo/committee/pc/battery/menu1.htm
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健康のために
パソコンを使った作業では、長時間同じ姿勢になりやすいため、他の一般事務作業にくらべて次のような症状が起こりやすい

と言われています。
・眼が疲れたり、重く感じる
・ものがぼやけてみえる
・疲れやすい
・頚（くび）から肩、手の指にかけて、しびれたり全体的に痛みを感じたりする

このような症状の感じかたは、作業時間や使用状況などにより個人差が大きいと言われています。次のことを心がけるように

しましょう。

・1時間の作業につき10～15分の休息時間をとる
・休憩時には、軽い体操をするなど、気分転換をはかる

万一、疲労が翌日まで残るような場合は、早めに医師に相談してください。

■良い作業姿勢をとりましょう

パソコンを使用する際の良い姿勢は、余分な力が入らない、リラックスできる姿勢と言われています。

・背もたれに背中が支えられるよう背すじを伸ばして椅子に座る
・両手を床とほぼ平行にキーボードに置く
・画面を目の高さより低くし、視線がやや下向きになるようにする

視線が目の高さよりやや下向き

背すじを伸ばす

両手を床とほぼ平行に
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■機器をこまめに調節しましょう

機器の調節ができる場合は、使いやすい状態にこまめに調節してください。

●ディスプレイの角度調節

ValueOne Gシリーズでディスプレイを選択した場合、ディスプレイは上下の角度調節ができます。詳しくはディスプ
レイに添付のマニュアルをご覧ください。
LaVie Gシリーズの液晶ディスプレイは、角度調節ができます。まぶしい光が画面に映り込むのを防いだり、表示内容
を見やすくするために、ディスプレイの角度を調節することは大変重要です。

●画面の輝度（明るさ）・コントラスト（濃淡）調節

個人差、周囲の明るさなどによって、画面の最適な輝度・コントラストは異なります。そのため、画面の輝度・コントラ
ストは、状況に応じて見やすいようにこまめに調節することが必要です。
詳しくは、ディスプレイに添付のマニュアルまたはパソコン本体のマニュアルをご覧ください。

●キーボードの角度調節

機種によっては、キーボードの角度調節ができるようになっています。好みによって、入力しやすいようにキーボードの
角度を変えることは、肩や腕への負担を軽減するのに大変有効です。
キーボードの角度調節をするときには、足を必ず両方とも立てて使用してください。

■機器を清掃しましょう

ディスプレイの画面は、ホコリなどで汚れると表示内容が見にくくなる原因になりますので、定期的に清掃する必要があ
ります。

■本機のお手入れ

本機のお手入れの方法については、このマニュアルの付録をご覧ください。



『セットアップマニュアル』を使ってセットアッ

プが終わったら、いよいよ本格的にパソコンを

使い始めます。

P A R T

1
このパソコンについて
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パソコンを使う準備をする
このパソコンの添付品の確認、接続、およびセットアップに

ついては、『セットアップマニュアル』をご覧ください。

ここでは、このパソコンの電源スイッチ、DVD/CDドラ

イブなどについて紹介します。

・ValueOne Gシリーズの場合

パソコン本体の電源を入れたり、省電
力状態から復帰するときに押すボタン
です。

電源スイッチ

音量を調節できます。

音量調節つまみ

DVD/CDドライブのトレイを出し入
れするときに使うボタンです（→
「ディスクの入れ方と出し方」
（p.32））。

ディスクトレイイジェクトボタン

DVD/CD-ROM などのディスクを
セットするところです（→「CD-ROM
やDVDの扱い方」（p.32））。

DVD/CDドライブ

パソコン各部の説明について→ 「サ

ポートナビゲーター」-「使いこなす」-

「パソコンの機能」-「各部の名称と役

割」

・工場出荷時の状態では、音量が最小

になっていますので、音量調節つま

みで音量を調整してください。

・外付けスピーカや液晶ディスプレ

イに内蔵されたスピーカから音が

出ない場合は音量調節つまみで調

整してみてください。

電源を入れると点灯し、スタンバイ状
態のときは点滅。休止状態、または電
源が切れているときは消灯します。

電源ランプ
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PART
このパソコンについて1

パソコンを使う準備をする

セカンドハードディスクを選択された場合

DVD/CDドライブのトレイを出し入
れするときに使うボタンです（→
「ディスクの入れ方と出し方」
（p.32））。

ディスクトレイイジェクトボタン

DVD/CD-ROM などのディスクを
セットするところです（→「CD-ROM
やDVDの扱い方」（p.32））。

DVD/CDドライブ

パソコンの本体の電源を入れるとき、
省電力状態から復帰するときに押しま
す。

電源スイッチ

DVD/CDドライブのトレイを出し入
れするときに使うボタンです（→
「ディスクの入れ方と出し方」（p.32））

ディスクトレイイジェクトボタン

DVD/CD-ROM などのディスクを
セットするところです（→「CD-ROM
やDVDの扱い方」（p.32））

DVD/CDドライブ

電源が入っているときは点灯します。
スタンバイ状態のときは点滅します。
電源が切れているときは消灯していま
す。

電源ランプ

・LaVie Gシリーズの場合

パソコン各部の説明について→ 「サ

ポートナビゲーター」-「使いこなす」-

「パソコンの機能」-「各部の名称と役

割」



30

○○○○○○○○○○○○○○○○ご登録の特典

●お客様登録（ログイン ID取得）の2つの特典
1「充実サポートで安心パソコンライフ」　～サポート情報の提供、Web修理受付、買い取りサービス～
セキュリティやマイクロソフトモジュール更新のお知らせ、Webからの修理受付、不要になったパソ
コンの買い取りサービスを無料でご利用いただけます。

2「NEC Directでオトクにお買い物」　～ポイントサービスを利用してお値引価格で～
NEC Directでの商品購入、アンケートの回答、イベント参加などで獲得したポイントをためて、お
値引き価格でお買い物できます。
※ポイントサービスの利用については「NEC Direct ポイントサービスご利用規約」に同意していただく必要があります。

●さらに、NEC商品を登録して2つの特典
1 あなたのパソコンにピッタリのサポート情報をお届け！
Q&A、商品仕様、商品マニュアルなど、お手持ちのNEC商品に関する情報を121wareの「マイペー
ジ」で的確・簡単にお届け！

2 オススメ情報、優待特典もグレードアップ！
お手持ちのNEC商品をご登録いただくことによりマイページがご提供するオススメ情報、優待特典が
一層グレードアップします。

■お客様登録による特典一覧

最新情報・詳細につきましては、インターネットでご確認ください。

お客様登録のお願い
121wareでは「お客様登録」することで、様々なメリットを提供しています。あなたのデジタルライフを
グッとオトクに、そしてさらに便利でもっと身近に感じる121wareのサービスを是非ご利用ください。
※法人のお客様としてご使用の場合も、ご登録をおすすめします。
登録料・会費無料

お得な情報&�
お役立ち情報を�
GETできる！�

保有商品登録すると…�
�

メール登録すると…�

優
待
特
典
が
受
け
ら
れ
る
！�

サービス�

サポート�

◎保有商品に関するQ&A情報をすばやくGET！�
◎保有商品に合うモジュールをすばやくGET！�
◎パソコンを最新の状態に！「自動アップデート」�
◎保有商品の情報をすばやくGET！�

◎セキュリティ情報、MSモジュール更新など充実し�
　たサポート情報をGETできる！�
◎お得な限定キャンペーンのお知らせをGETできる！�
◎活用提案情報をGETできる！�
○お客様とNECとのコンタクト情報がわかる！�
○NEC Directでの購入履歴が確認できる！�

◎NEC Directのおすすめ、お買い得情報をGET！�
◎NEC Directでポイントサービスを利用できる！�
○買い取りサービスのお申込みができる！�
○121wareオリジナル壁紙がダウンロードできる！�
○121wareオリジナルメールマガジンをお届け！�

◎121wareからオススメ商品情報をGETできる！�
○NEC Directから優待販売情報をGETできる！�

◎修理の申し込みができる！�
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PART
このパソコンについて1

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○お客様登録の方法

お客様登録（お持ちのNEC製品も登録してください）をして、電話の問い

合わせのときに必要な「121wareお客様登録番号」と、インターネットサ

ポート・サービスをご利用になる際に必要な「ログインID」を取得してくだ

さい。

ご登録いただくことでお客様に合ったサポート・サービスをご提供させて

いただきます。

インターネット登録（推奨）

インターネットに接続して、N E C パーソナル商品総合情報サイト

「121ware.com」のマイページ（http://121ware.com/my/）から登録

します。詳しくは、『121wareガイドブック』をご覧ください。

FAX登録

お手持ちのFAXから「0120-977-121」（フリーコール）に電話します。

ご希望の窓口案内のアナウンスが流れますので、FAX情報サービス窓口番

号である9番を押します。

FAX情報サービスにつながりますので、アナウンスにしたがい、BOX番号

3002と＃を押し、お客様登録用紙を取り出してください。必要事項をご

記入の上、FAXでお送りください。

インターネットによる登録をおすすめします。
「121wareお客様登録番号」と「ログインID」を同時に取得でき、す

ぐにインターネットサポートが受けられます。

まだインターネットをお使いになれないお客様にはFAX登録をご用意

しております。ただし、FAX登録からでは「121wareお客様登録番

号」のみの取得となり、インターネットでのさまざまなサービスがご利

用いただけません。

インターネットが使えるようになり次第、「ログインID」の取得をお

すすめします。

登録の前に、インターネット接続の設

定が必要です。

FAX用紙はNECパソコン情報FAX

サービスから取り出してください。

電話番号はよくお確かめになり、お間

違えのないようにおかけください。

お客様登録のお願い
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CD-ROMやDVDの
扱い方
このパソコンのDVD/CDドライブで使えるディスクの

種類や取り扱い上の注意、ディスクのセットのしかたを

説明します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ディスクの取り扱い上の注意

・使用後は、収納ケースに入れるようにしてください。

・ラベルやテープが貼られているなど、重心バランスの悪いディスクを使用す

ると、使用時の振動や故障の原因になります。

・このパソコンにインストールされているOS以外のOSに対応したCDや

DVDは、使えないものがあるため、ご購入前に確認してください。

このパソコンで使えるディスクについ

て→ 「サポートナビゲーター」-「使

いこなす」-「パソコンの機能」-「DVD/

CDドライブ」

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ディスクの入れ方と出し方

●ディスクを入れる方法

1 ディスクトレイイジェクトボタンを押す

・ValueOne Gシリーズの場合（ハードディスクを2台搭載したモデ
ルを除く）

ディスクトレイが出てきます。

2 ディスクのラベル面（文字などが印刷されている面）を左にしてディ

スクトレイにセットする

3 ディスクトレイを軽く押す

ディスクトレイが収納されます。

ディスクトレイの出し入れは、本体の

電源が入っているときのみおこなえ

ます。

DVD/CDドライブ

ディスクトレイ
イジェクトボタン

※モデルにより形状は異なり
ます。

セカンドハードディスクを選択され

た場合は、DVD/CDドライブの形状

とディスクトレイイジェクトボタン

の位置が異なります。次のページをご

覧ください。
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PART
このパソコンについて1

・ValueOne Gシリーズの場合（ハードディスクを2台搭載したモデル）

●ディスクを入れる方法

1 ディスクトレイイジェクトボタンを押す

ディスクトレイが少し飛び出したら、手で静かに引き出します。

2 ディスクのラベル面（文字などが印刷されている面）を左にして、

ディスクトレイにセットする

3 ディスクトレイの前面を押して、ディスクトレイをもとの位置に戻す

●ディスクを取り出す方法

1 ディスクトレイイジェクトボタンを押し、ディスクトレイを出す

2 ディスクトレイからディスクを取り出す

3 ディスクトレイを押して、ディスクトレイを収納する

●ディスクを取り出す方法

1 ディスクトレイイジェクトボタンを押す

2 ディスクトレイからディスクを取り出す

3 ディスクトレイを軽く押す

ディスクトレイが収納されます。

CD-ROMやDVDの扱い方

・ディスクをセットする際は、ディス

クが落ちないよう、ディスクトレイ

のツメに引っかけてください。

ディスクトレイから取り出すときに、

ディスクを落としたり、傷を付けたり

しないように注意してください。

ツメ

ディスクトレイイジェクトボタン

DVD/CDドライブ

・ディスクトレイは、パソコンの電源

が入っているときのみ出すことが

できます。

・レンズ保護シートがあらかじめ取

り付けられている場合は、使用する

前に必ずレンズ保護シートを取り

外してください。
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・LaVie Gシリーズの場合

●ディスクを入れる方法

1 ディスクトレイイジェクトボタンを押す

ディスクトレイが少し飛び出したら、手で静かに引き出します。

2 ディスクのラベル面（文字などが印刷されている面）を上にして、

ディスクトレイにセットする

3 ディスクトレイの前面を押して、ディスクトレイをもとの位置に戻す

●ディスクを取り出す方法

1 ディスクトレイイジェクトボタンを押し、ディスクトレイを出す

2 ディスクトレイからディスクを取り出す

3 ディスクトレイを押して、ディスクトレイを収納する

ディスクトレイイジェクトボタン

DVD/CDドライブ

・ディスクトレイは、パソコンの電源

が入っているときのみ出すことが

できます。

・レンズ保護シートがあらかじめ取

り付けられている場合は、使用する

前に必ずレンズ保護シートを取り

外してください。
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PART
このパソコンについて1

スリープボタンに
ついて
（ValueOne Gシリーズの場合）

キーボードの【スリープ】ボタンを押すことで、パソコ

ンを省電力状態にすることができます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○「電源オプションのプロパティ」について

【スリープ】ボタンを押したときの動作を変更することができます。

1 「スタート」-「コントロールパネル」-「パフォーマンスとメンテナン

ス」-「電源オプション」をクリック

2 「詳細設定」タブをクリックし、「コンピュータのスリープボタンを押

したとき」から項目を選択し、「OK」をクリック

・キーボードについて→ 「サポート

ナビゲーター」-「使いこなす」-「パ

ソコンの機能」-「キーボード」

・省電力機能について→ 「サポート

ナビゲーター」-「使いこなす」-「パ

ソコンの機能」-「省電力機能」

初回セットアップ、または再セット

アップ直後は、手順2で表示される画

面に「コンピュータのスリープボタン

を押したとき」が表示されません。表

示する場合は、一度【スリープ】ボタ

ンを押してください。その後、省電力

状態を解除し、再び手順2で表示され

る画面を表示すると項目が表示され

ます。

CD-ROMやDVDの扱い方/スリープボタンについて
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インターネットに接続
する
このパソコンで、インターネットに接続する方法につい

て説明します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○機器の接続について

ADSLやFTTHなどのブロードバンド回線を使って、インターネットに接

続するには、このパソコンのLANコネクタを使用します。

・ValueOne Gシリーズの場合 ・LaVie Gシリーズの場合

ツメが右側になるようにして
差し込む

LANコネクタについて→ 「サポー
トナビゲーター」-「使いこなす」-「パ
ソコンの機能」-「LAN」

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○インターネットの設定について

機器の接続が終わったら、インターネットの設定をおこないます。

契約している各プロバイダの資料または、「スタート」-「ヘルプとサポート」で

「インターネットに接続する」と入力して検索してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○パソコンを安全に使うための設定について

ウイルスによる被害を防いだり、お子様を有害なホームページから守るた

めの設定などについては、「サポートナビゲーター」-「安心安全に使う」-

「安全に使うためのポイント」をご覧ください。

ツメが上になるようにして
差し込む



パソコンを起動できなくなったときなどの「最後

の手段」が再セットアップです。再セットアップ

をおこなうと、パソコンに保存されている大切な

データや設定の内容などが失われてしまうこと

があります。作業を始める前に、このPARTの説

明をよくお読みください。

2
再セットアップ

P A R T
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再セットアップを
始める前に
再セットアップの意味を理解して、いくつかのトラブル

解決手段を試してみましょう。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○パソコンをご購入時の状態に戻す、再セットアップ

再セットアップとは、パソコンを買ってきた直後におこなうセットアップ
（準備作業）をもう一度おこなって、パソコンの中をご購入時の状態に戻す
ことです。エラーメッセージが何度も表示されたり、フリーズ（画面の表示
が動かなくなること）が多くなったりしたときは、意識しないうちにパソ
コンのシステムが壊れたり、設定が変更されてしまった可能性があります。
再セットアップすると、パソコンをご購入時の状態に戻すことができます。
しかし、再セットアップをおこなうと、自分で作って保存しておいた文書
や電子メールの内容、アドレス帳などがすべて消えてしまいます。どうし
てもトラブルを解決できないときの最後の手段として再セットアップをお
こなってください。大切なデータは、再セットアップの前にデータのバッ
クアップ（データの控えを残しておくこと）を取ってください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○再セットアップの前に試すこと

再セットアップを始める前に、次のことを試してみてください。問題が解
決することがあります。

●ウイルスチェックをおこなう

ウイルスとは、パソコンに誤動作やデータの破壊などのトラブルを引き起
こす不正プログラムです。インターネットやメールを経由してパソコンに
入り込んだり、ウイルスに感染したディスクからパソコンに感染してしま
うこともあります。
知らないうちに保存したデータが消えていたり、意味不明な文字や絵が突
然画面に表示されたりしたときは、次のようにしてウイルスをチェックし
てください。
ウイルスが駆除されればパソコンが正常に使えるようになることがありま
す。

1 デスクトップ画面右下の通知領域にある を右クリックし、「検索開

始」をクリック

アイコンが表示されていないときは、「スタート」-「すべてのプログラ

ム」-「ウイルスバスター2007」の「ウイルスバスターを起動」をクリッ

クしてください。「ウイルスバスター」のメイン画面が表示されたら

「検索開始」をクリックしてください。

ウイルスのチェックが完了するまでにしばらく時間がかかります。

ウイルスが見つかったときは、画面に表示される指示にしたがって

操作してください。

ウイルスチェックは、常に最新のウ
イルス情報をもとにおこなう必要が
あります。「ウイルスバスター」は、は
じめてアップデート機能を利用した
日から90 日間、無料で最新のウイ
ルススキャンやウイルスパターン
ファイルにアップデートをおこなう
ことができます。詳しくは、 「サ
ポートナビゲーター」-「使いこな
す」-「ソフト一覧」-「ウイルスバス
ター」をご覧ください。



PART
再セットアップ2

39

●セーフモードでパソコンを起動してみる

電源を入れてもパソコンが正常に起動しないときなどは、次のようにして
パソコンをセーフモードで起動してください。

1 パソコン本体の電源を切る

通常の操作で電源を切ることができないときは、電源スイッチを4秒

以上押したままにして電源を切ってください。

2 パソコン本体の電源を入れる

3 「NEC」のロゴマークが表示されたら、【F8】を何度か押す

4 「Windows 拡張オプション メニュー」が表示されたら、【↑】、【↓】を

使って「セーフモード」を選び、【Enter】を押す

「オペレーティングシステムの選択」が表示されたときは、

「Microsoft Windows XP Home Edition」または「Microsoft

Windows XP Professional」を選んで、【Enter】を押してくださ

い。Windowsが起動します。

5 ユーザー選択の画面が表示されたら、自分のユーザーアカウントを選

んでログオンする

これで、パソコンはセーフモードで起動しました。

この方法でトラブルが解決しなかった場合は、次の「データのバッ
クアップを取る」（p.40）で大切なデータをバックアップした後
で、「システムの復元を試みる」（p.40）へ進んでください。

・ セーフモードでは、Windowsの最
小限の機能しか使えません。

・ 手順3で「NEC」のロゴが表示さ
れず【F8】を押せなかったときは、本
体の電源を入れた直後、キーボー
ドのNum Lockランプが点灯す
るタイミングで、【F8】を何度か押
してください。

・ 手順4で「Windows 拡張オプ
ション メニュー」が表示されず、
パソコンが通常のように起動して
しまったときは、いったん電源を
切り、手順2からやりなおしてく
ださい。

・ セーフモードで起動した後、「ス
タート」- 「終了オプション」 -「再
起動」をクリックし、再起動して
問題がなければ、正常な状態に戻
ります。

セーフモードは、Windowsの機能を
限定して、必要最小限のシステム環
境でパソコンを起動する、Windows
の起動モードのひとつです。通常の
操作ではパソコンが起動しない場合
でも、セーフモードならば起動でき
ることがあります。
セーフモードについて、詳しくは「ス
タート」-「ヘルプとサポート」-「問題
を解決する」-「問題のトラブルシュー
ティング」-「Windowsをセーフモー
ドで起動する」をご覧ください。

再セットアップを始める前に
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●データのバックアップを取る

パソコンでトラブルが起きたとき、Windowsそのものやこのパソコンに
添付のソフトは、システムの修復や再セットアップで復元する（正常な状
態に戻す）ことができますが、自分で作成した文書や、住所録、電子メー
ル、インターネットの設定などはもとには戻せません。大切なデータを失
わないためには、これらの方法をおこなう前にDドライブ、DVD-RAM、
DVD-R/RW、およびCD-R/RWディスクなどに、必ずデータのバック
アップを取ってください。

Dドライブは、ハードディスクの中に
ありますが、システムの修復やCド
ライブのみ再セットアップをおこな
うときには影響を受けないので、一
時的なバックアップ先には適してい
ます。

・C ドライブの領域を変更して再
セットアップする場合は、再セッ
トアップ後にDドライブのデータ
も消えてしまいます。別途CD-R/
RWディスクなどへデータのバッ
クアップを取っておいてください。

・CD-ROMドライブを選択の場合、
Dドライブ以外にバックアップを
取れません。マルチプレードライ
ブを選択の場合、DVD-Rにバック
アップを取ることはできません。

●システムの復元を試みる

システムの復元によって、トラブルが発生する前の「復元ポイント」を指定
して、Windowsを構成する基本的なファイルや設定だけをもとに戻すこ
とができます。この方法を使うと、「ドキュメント」などに保存しておいた
データの多くをそのまま残しておくことができます。

1 「スタート」-「すべてのプログラム」-「アクセサリ」-「システムツール」-

「システムの復元」の順にクリック

2 「システムの復元」の画面が表示されたら、「コンピュータを以前の状

態に復元する」が になっていることを確認し、「次へ」をクリック

3 カレンダーから復元したい日付をクリック

太字で表示された日付から、トラブルが起きるようになる前の日付

を選んでください。

4 選択した日付の「復元ポイント」が複数表示されているときは、どれか

をクリックして選択し、「次へ」をクリック

5 「復元ポイントの選択の確認」が表示されたら、内容を確認して「次へ」

をクリック

選択した「復元ポイント」の時点にさかのぼって、パソコンのシステ

ムが復元されます。しばらくすると、自動的にパソコンが再起動し

ます。

6 「復元は完了しました」と表示されたら、「OK」をクリック

これで、システムの復元は完了です。

・システムの修復をおこなう前に
データのバックアップを取ってく
ださい。システムを修復すること
で大切なデータが失われることが
あります。

・システムの修復をおこなうときは、
前もって起動中のソフトを終了さ
せてください。

・Windowsが正常に起動しない場
合は、「セーフモードでパソコンを
起動してみる」（p.39）でセーフ
モードで起動した後、システムの
復元をおこなってみてください。

セーフモードで起動したときは、復
元ポイントの作成はできません。
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・「前回正常起動時の構成」でシステムを起動する
セーフモードでもパソコンを起動できず、「システムの復元」も実行でき
ないときでも、次の操作で起動できることがあります。

1 パソコン本体の電源を入れる

2 「NEC」のロゴマークが表示されたら、【F8】を何度か押す

3 「Windows拡張オプションメニュー」が表示されたら、【↑】、【↓】を

使って「前回正常起動時の構成」を選び、【Enter】を押す

「Windows拡張オプションメニュー」が表示されず、パソコンが通常

のように起動してしまったときは、いったん電源を切り、手順1から

やりなおしてください。

4 「オペレーティングシステムの選択」と表示されたら、そのまま

【Enter】を押す

これで、前回正常起動時の構成を使用してパソコンが起動します。

手順2で「NEC」のロゴが表示されず
【F8】を押せなかったときは、本体の
電源を入れた直後、キーボードの
Num Lockランプが点灯するタイミ
ングで、【F8】を何度か押してくださ
い。
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再セットアップする
（Cドライブのみ）
このパソコンのハードディスクにあるCドライブの内

容をご購入時の状態に戻します。

ハードディスクに格納されている再セットアップ領域のデータを、Cドラ
イブに書き込んで再セットアップします。ハードディスクの領域の変更は
しません。

●こんなことができます

・Cドライブのデータを手軽にご購入時の状態に戻せます
Dドライブのデータは保護されます

●こんなかたにおすすめ

・再セットアップしたいほとんどのかたにおすすめ
・まだパソコンに慣れていないかた、ハードディスクのフォーマットなど
の経験がないかたは、必ずこの方法で再セットアップしてください

●再セットアップの流れ

再セットアップは次の13項目の作業を連続しておこないます。項目に
よっては（　）内におよその作業時間を示していますが、実際にかかる時間
はモデルやパソコンの使用状況で異なります。

1. 必要なものを準備する

2. バックアップを取ったデータを確認する

3. インターネットやLANの設定を控える

4. ユーザー名を控える

5. BIOS（バイオス）の設定を初期値に戻す：初期値を変更している場合

のみ

6. 別売の周辺機器（メモリ、プリンタ、スキャナなど）を取り外す

7. システムを再セットアップする（約1時間）

8. Windowsの設定をする（約30分）

再セットアップは中断しないでくだ
さい。

Cドライブ�

ハードディスクの領域�

Dドライブ� NEC Recovery System

ご購入時と同じ内容� 再セットアップ用データ�

ハードディスクにある再セットアップ用データを使って再セットアップ�

※システム回復のために、ハードディスクの3GBを使用しています。�

この方法で再セットアップをすると、
Cドライブに保存されているデータは
すべて削除されますので、必要なデー
タは再セットアップの前にバックアッ
プを取っておく必要があります。
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バックアップについて→「データの
バックアップを取る」（p.40）

9. Office Personal 2007またはOffice Personal 2007 with

PowerPoint 2007を再セットアップする（約10分）

　　：Office 2007モデルのみ

10.別売の周辺機器（メモリ、プリンタ、スキャナなど）を取り付けて設定

しなおす

11.インターネット接続の設定などをやりなおす

12.別売のソフトをインストールしなおす

13.バックアップを取ったデータを復元する

再セットアップする前に、大切なデータは必ずバックアップを
取ってください。再セットアップすると、Cドライブに保存してあ
るデータはすべて失われます。

1. 必要なものを準備する

再セットアップの作業を始める前に、このパソコンに添付されている

『ユーザーズマニュアル』（このマニュアル）を準備してください。

また、このパソコンのご購入後にお客様ご自身でインストールしたソフト

を使うときは、そのソフトのインストールが必要です。使用するソフトに

添付のマニュアルをご覧になり、インストールに必要なものを準備してく

ださい。

2. バックアップを取ったデータを確認する

「データのバックアップを取る」（p.40）でバックアップを取ったデータの

内容を、もう一度確認してください。万一、バックアップに失敗しているも

のがあったり、バックアップを取り忘れていたデータが見つかったときは、

バックアップを取りなおしてください。

3. インターネットやLANの設定を控える

再セットアップをおこなっても、インターネット接続の設定は自動的には

復元されません。インターネットを利用している場合、プロバイダの会員

証を用意してください。会員証がない場合は、次の項目をメモしてくださ

い。

　・ユーザー ID ・プライマリDNS
　・パスワード ・セカンダリDNS
　・電子メールアドレス ・メールサーバ
　・メールパスワード ・ニュースサーバ
　

受信したメールや「お気に入り」に登
録したURLは、再セットアップをお
こなうと消えてしまいます。必要な場
合は、メールやURLファイルのバッ
クアップを取っておいてください。

再セットアップしても、サインアッ
プで得たインターネットのIDなどは
無効にはなりません。必ず書き留め
て、後で設定しなおしてください。
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4. ユーザー名を控える

このパソコンをご購入後、はじめて電源を入れておこなったセットアップ

作業で設定したユーザー名を確認し、次の「ユーザー１」の欄に控えておき

ます。

　　　　　　ユーザー名

ユーザー1（1人目）

ユーザー2（2人目）

ユーザー3（3人目）

ユーザー4（4人目）

5. BIOSの設定を初期値に戻す：初期値を変更し
ている場合のみ

BIOSの設定を変更している場合は、BIOSセットアップユーティリティ

を起動して、BIOSの設定を初期値（デフォルト値）に戻してください。な

お、初期値に戻す前に、現在の設定内容をメモに取るなどして控えておく

ことをおすすめします。

6. 別売の周辺機器（メモリ、プリンタ、スキャナ
など）を取り外す

別売の周辺機器は、すべて取り外してください。また、インターネットの通

信回線との接続に使っているモジュラケーブルやLANケーブルも取り外

してください。ワイヤレスLANを使っているときは、ワイヤレススイッチ

をオフにしてください。

7. システムを再セットアップする

LaVie Gシリーズの場合、次の手順を始める前に必ずACアダプタを接続
しておいてください。バッテリだけでは再セットアップできません。

1 パソコン本体の電源を切る

通常の操作で電源を切ることができないときは、電源スイッチを4秒

以上押したままにして電源を切ってください。

2 パソコン本体の電源を入れる

3 「NEC」のロゴマークが表示されたら、【F11】を何度か押す

「再セットアップツール」の画面が表示されます。

ユーザー名を控えるときには、次の
点に注意してください。
・大文字と小文字の区別に注意
・全角と半角の区別に注意
・入力ミスに注意（数字の「1」とア
ルファベットの「l」（エル）など）

・手順3で「NEC」のロゴが表示され
ず【F11】を押せなかったときは、
本体の電源を入れた直後、キー
ボードのNum Lockランプが点灯
するタイミングで、【F11】を何度
か押してください。

・手順3で画面が表示されず、パソ
コンが通常のように起動してし
まったときは、いったん電源を切
り、手順2からやりなおしてくだ
さい。

BIOS の設定を初期値に戻すには、
PART3の「パソコンの使用環境を
変更したら、Windows が起動しな
い」（p.74）をご覧になり、手順2か
らおこなってください。

外付けのハードディスクドライブな
どを接続したまま再セットアップを
おこなうと、ハードディスク内の
データが削除される場合があります。

家族など、このパソコンを複数の
ユーザーで共有している場合は、そ
れらのユーザー名も一緒に控えてお
くことをおすすめします。
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4 「開始｣をクリック

5 「再セットアップとは」の画面が表示されたら、「次へ｣をクリック

6 「準備するもの」の画面が表示されたら、必要なものがそろっているか

確認し、「次へ」をクリック

7 「再セットアップを始める前に」の画面が表示されたら、「次へ」をク

リック

8 「再セットアップの種類を選択する」の画面が表示されたら、「Cドライ

ブのみ再セットアップ」を選び、「次へ」をクリック

9 「Cドライブのみ再セットアップ」の画面が表示されたら、「実行」をク

リック

再セットアップが始まります。再セットアップが始まったら、画面

に指示が表示されるまで、電源スイッチなどに触れないでくださ

い。

10「パソコンを再起動します」の画面が表示されたら、「再起動｣をクリック
「再起動」をクリックしてパソコンが再起動されたら、次の

「8.Windowsの設定をする」に進んでください。

8. Windowsの設定をする

次の手順で操作してください。

1 「Microsoft Windowsへようこそ」の画面が表示されていることを

確認する

2 「次へ」をクリック

3 「使用許諾契約」が表示されたら、「同意します」をクリックして を

にして、「次へ」をクリック

4 「コンピュータを保護してください」が表示されたら、「自動更新を有

効にし、コンピュータの保護に役立てます」をクリックして を に

して、「次へ」をクリック

5 「コンピュータに名前を付けてください」が表示されたら、そのまま、

「次へ」をクリック

「ValueOne」や「LaVie」など好みの名前を入力してもかまいません。

また、再セットアップする前に付けていた名前と異なるものを入力

してもかまいません。

「Cドライブの領域を自由に作成して
再セットアップ」の画面が表示され
たときは「戻る」をクリックし、手順
8からやりなおしてください。

手順10 で「パソコンを再起動しま
す」の画面が表示されなかったとき
は、再セットアップが正常におこな
われていません。前ページの手順1
からやりなおしてください。
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6 「管理者パスワードを設定してください」が表示された場合は、管理者

パスワードを自由に入力する

7 「パスワードの確認入力」の欄に、手順6で入力したパスワードと同じ

ものを入力して、「次へ」をクリック

8 「このコンピュータをドメインに参加させますか？」と表示された場

合は、「いいえ」をクリックして を にして、「次へ」をクリック

9 「インターネットに接続する方法を指定してください」または「イン

ターネット接続が選択されませんでした」と表示されたら、そのまま

「省略」をクリック

10「Microsoftにユーザー登録する準備はできましたか？」と表示され
たら、「いいえ、今回は登録しません」をクリックして を にして、

「次へ」をクリック

11「今すぐインターネットアクセスのセットアップを行いますか？」と
表示された場合は、「いいえ」をクリックして を にして、「次へ」を

クリック

12「このコンピュータを使うユーザーを指定してください」と表示され
たら、あらかじめ控えておいたユーザー名を正確に入力して、「次へ」

をクリック

13「設定が完了しました」と表示されたら、「完了」をクリック
しばらくすると、「パソコンの診断が終了しました。」と表示されま

す。

14 をクリック

15「121ポップリンクの設定」が表示されたら、「利用する」が になっ

ていることを確認し、 をクリック

16「設定が完了しました」と表示されたら、 をクリック

パソコンが再起動します。再起動後、「システムの復元ポイントの設

定」の画面が表示されます。しばらくすると、もう一度再起動しま

す。

17「ウイルスバスター2007」が表示されたら、内容をよく読んで「使用
許諾に同意します」をクリックして にし、「次へ」をクリック

18「オンラインデータベースサービスの利用について」と表示されたら
「完了」をクリック

19「ウイルスバスター2007の使用を開始する前にコンピュータを再起
動する必要があります。今すぐ再起動しますか？」と表示されたら「は

い」をクリック

パソコンが再起動します。

これでWindowsの設定は終了です。

ここで、「アップデートを行います。」
という画面が表示された場合は、画
面の表示にしたがい「再セットアッ
プ用DVD/CD-ROM(2 枚目)」を
セットし、「次へ」をクリックしてく
ださい。

121ポップリンクは、お使いの機種
に適した最新情報をNEC からイン
ターネット経由でお届けするサービ
スです。

「インターネットに接続する方法を指
定してください」または「インター
ネット接続が選択されませんでした」
と表示されたときは、手順6～8を
省略して、手順9へ進んでください。

「このコンピュータをドメインに参加
させますか？」と表示されずに、「イ
ンターネットに接続する方法を指定
してください」または「インターネッ
ト接続が選択されませんでした」と
表示されたときは、この手順を省略
して手順9へ進んでください。

・使用許諾に同意しない場合は、ウ
イルスバスター2007はアンイン
ストールされます。後で確認した
い場合は「後で確認する」を選んで
ください。
パソコンを安全に使うために、同
意することをおすすめします。

・ウイルスバスター2007の使用許
諾で「後で確認する」を選んだ場合
に、もう一度使用許諾の画面を表
示させたいときは、「スタート」-
「すべてのプログラム」-「ウイルス
バスター2007」-「ウイルスバス
ターを起動」をクリックしてくだ
さい。
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・Office Personal 2007 with
PowerPoint 2007モデルの場合
は、続いてPowerPoint 2007の
インストールをおこなってくださ
い。

・PowerPoint 2007のインストー
ルをおこなわない場合は、続いて
Office IME 2007修正プログラ
ムのインストールをおこなってく
ださい。

手順1で「プロダクトキーの入力」が
表示されない場合は、「スタート」-
「マイ コンピュータ」をクリックし、
DVD/CDドライブのアイコンをダ
ブルクリックして、手順2に進んで
ください。

Office 2007モデルの場合は、次の「9.Office Personal 2007ま

たはOffice Personal 2007 with PowerPoint 2007を再セッ

トアップする（Office 2007モデルのみ）」に進んでください。

その他のモデルの場合は、「10.別売の周辺機器（メモリ、プリンタ、

スキャナなど）を取り付けて設定しなおす」（p.48）に進んでください。

9. Office Personal 2007またはOffice
Personal 2007 with PowerPoint
2007を再セットアップする（Office 2007
モデルのみ）

●Office Personal 2007のインストール

1 Office Personal 2007のインストールCD-ROMをセットする

「プロダクトキーの入力」が表示されます。

2 プロダクトキーを入力して、「次へ」をクリック

「プロダクトキー」は、CD-ROMケースの裏面に貼ってあるシールに

記載されています。

3 「マイクロソフト ソフトウェア ライセンス条項をお読みください」

が表示されたら「マイクロソフト ソフトウェア ライセンス条項に同

意します」の を にして「次へ」をクリック

4 「今すぐインストール」をクリック

インストールが始まります。

5 正常にインストールされた旨のメッセージが表示されたら「閉じる」

をクリック

インストールCD-ROMをDVD/CDドライブから取り出してください。

これでOffice Personal 2007 のインストールは終了です。

●PowerPoint 2007のインストール（Office Personal
2007 With PowerPoint 2007モデルの場合）

Office Personal 2007のインストールが完了したら、PowerPoint

2007のインストールCD-ROMをDVD/CDドライブにセットし、

「Office Personal 2007のインストール」の手順2～5をおこなってく

ださい。

これでPowerPoint 2007のインストールは完了です。

再セットアップする（Cドライブのみ）
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●Office IME 2007修正プログラムのインストール

Office Personal 2007のインストール、PowerPoint 2007のイン

ストール（Office Personal 2007 With PowerPoint 2007モデルの

場合）が完了したら、次の手順でOffice IME 2007修正プログラムを

インストールします。

1 「スタート」－「ファイル名を指定して実行」をクリック

「ファイル名を指定して実行」が表示されます。

2 「名前」欄に次のように入力して、「OK」をクリック

C:¥APSETUP¥O12HF2¥office-kb938574-fullfile-x86

-ja-jp.exe

「Office (KB938574）の修正プログラム」が表示されます。

3 「マイクロソフト ソフトウェア ライセンス条項に同意するにはここ

をクリックしてください」の をクリックして にして、「次へ」をク

リック

4 「このパッケージのインストールを完了するため今すぐ再起動します

か？」と表示されたら「はい」をクリックしてパソコンを再起動する

これでOffice IME 2007修正プログラムのインストールは完了で

す。

●再セットアップ後、Office Personal 2007やPowerPoint
2007を最初に使用するとき

Outlook 2007やWord 2007、PowerPoint 2007などのソフトを
最初に使用するときは、ライセンス認証に関する画面が表示されます。こ
の場合は、条項の内容に同意のうえ「同意する」をクリックし、画面の指示
にしたがって操作を進めてください。

10. 別売の周辺機器（メモリ、プリンタ、スキャ
ナなど）を取り付けて設定しなおす

1 パソコンの電源を切る

2 取り外した周辺機器を取り付け、それぞれのセットアップや設定をお

こなう

11. インターネット接続の設定などをやりなおす

再セットアップをおこなうと、インターネット接続の設定もやりなおす必

要があります。プロバイダに接続するためのユーザー名やパスワードなど

は、入会時に決まったものがそのまま使用できます。サインアップ（入会申

し込み）をやりなおす必要はありません。

セットアップや設定の手順、パソコ
ンの電源を入れるタイミングなどに
ついては、ご利用の周辺機器に添付
のマニュアルにしたがってください。
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12.別売のソフトをインストールしなおす

パソコンに別売のソフトをインストールしていた場合は、それぞれのソフ

トに添付のマニュアルにしたがってインストールをおこなってください。

13. バックアップを取ったデータを復元する

「データのバックアップを取る」（p.40）でバックアップしたデータを復元

してください。

これで再セットアップの作業は完了です。

再セットアップする（Cドライブのみ）
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Cドライブの領域を
変更して再セット
アップする
このパソコンのハードディスクにあるCドライブとD

ドライブの領域を変更してから、Cドライブをご購入時

の状態に戻します。

Cドライブの領域サイズを30Gバイトから1Gバイト単位で変更できま

す。Cドライブの領域サイズは、最大でもハードディスク全体のサイズか

ら再セットアップ用データを除いたサイズとなります。

Dドライブなどを含め、ハードディスクに保存されていたデータはすべて

失われます。なお、2台のハードディスクが搭載されたモデルの場合、Eド

ライブの内容は変わりません。

初心者のかたや、ハードディスクの知識があまりないかたは、
「再セットアップする（Cドライブのみ）」（p.42）をご覧になり
再セットアップをおこなうことを強くおすすめします。

この方法で再セットアップをおこな
うと、Cドライブだけでなく、Dドラ
イブにあるデータも失われます。操
作を始める前に、CD-R/RWディス
クなどに大切なデータのバックアッ
プを取ってください。

Cドライブ�

ハードディスクの領域�

Dドライブ�

再セットアップ用データ�

NEC Recovery System

Cドライブ�

ハードディスクの領域�

Dドライブ�

再セットアップ用データ�

NEC Recovery System

Cドライブのサイズを変更できる�

※システム回復のために、ハードディスクの3GBを使用しています。�

※システム回復のために、ハードディスクの3GBを使用しています。�

Cドライブのサイズを変更できます。
＜ご購入時の状態＞

＜再セットアップ後の状態＞
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再セットアップ手順

1 このPARTの「再セットアップする（Cドライブのみ）」（p.42）をご覧

になり、「1.必要なものを準備する」～「7.システムを再セットアップ

する」の手順1～7までの作業をおこなう

2 「Cドライブの領域を自由に作成して再セットアップ」をクリック

3 「Cドライブの領域を指定します」の画面が表示されたら、Cドライブ

の領域の大きさを指定して「実行」をクリック

以降の操作は、画面の表示内容をよく読みながら進めてください。

再セットアップ終了後の、Windowsの設定、周辺機器の再設定、イ

ンターネットの再設定などについては、「8.Windowsの設定をする」

（p.45）以降の説明を参考にしてください。

・再セットアップにかかる時間はモ
デルによって異なります。

・再セットアップを始めたら、途中
でやめたりせず、手順どおり最後
までおこなってください。

●こんなことができます

・Cドライブのサイズを変更する

●こんなかたにおすすめ

・パソコンやハードディスクの知識を十分にお持ちのかた
・ハードディスクの領域を変更したいかた

Cドライブの領域を最大に設定して
再セットアップをおこなうと、Dド
ライブのない構成になります。
また、2 台のハードディスクが搭載
されたモデルの場合は、E ドライブ
だったハードディスクはDドライブ
になります。

Cドライブの領域を変更して再セットアップする



52

再セットアップディスク
を作成する
このパソコンには｢再セットアップディスク｣は添付さ

れていません。次ページの「再セットアップディスクの

作成」をご覧になり、ご自分で作成していただく必要が

あります。

CD-ROM モデルの場合、再セット
アップ用ディスクは作成できません。
再セットアップが必要なときは、この
次の「再セットアップディスクの作
成」の「準備」をご覧になり、作成済み
の再セットアップ用CD-ROMをお
求めください。

ここでは、このパソコンで作成することができる「再セットアップ
ディスク」の概要とその作り方について説明しています。

このパソコンは、次のように、ハードディスク内の｢再セットアップ領域｣

（NEC Recovery System）に保存されている再セットアップ用データ

を使って、再セットアップをおこなうしくみになっています。

Cドライブ�

ハードディスクの領域�

Dドライブ� NEC Recovery System

ご購入時と同じ内容� 再セットアップ用データ�

ハードディスクにある再セットアップ用データを使って再セットアップ�

※システム回復のために、ハードディスクの3GBを使用しています。�

通常は、｢再セットアップする（Cドライブのみ）｣（p.42）をご覧になり、上

記の方法で再セットアップしてください。

そのほかに、ここで作成する｢再セットアップディスク｣を使った再セット

アップ方法が利用できます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○再セットアップディスクとは
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○再セットアップディスクの作成

このパソコンに入っている「再セットアップディスク作成ツール」を使っ

て再セットアップディスクを作成します。

準備
DVD-R/+R ディスクまたはCD-R ディスクへのデータ書き込みには
｢Roxio Easy Media Creator® 9」というソフトが必要です。このパソコ
ンにあらかじめインストールされていますが、削除してしまっているとき
は、追加しておいてください。
再セットアップディスクを作成するために必要なディスクの枚数は、お使
いのモデルによって異なります。「再セットアップディスクの作成手順」の
手順3（p.55）で表示される画面の枚数をご確認になり、必要な枚数の未
使用のDVD-R/+R ディスクまたはCD-R ディスクを用意してください。
・必ず次の容量のディスクを用意してください。
CD-R ディスクの場合：700M バイトまたは650M バイトのもの
DVD-R/+R ディスクの場合：4.7G バイトのもの
DVD-R/+R（2 層）ディスクの場合：8.5G バイトのもの
・DVD-R/+R ディスク、またはDVD-R/+R（2 層）ディスクを使用する
場合、1枚目以外は同じ種類のディスクを用意してください。
・次のディスクは使用できません。
CD-RW、DVD-RW、DVD+RW、DVD-RAM
・作成済みの再セットアップディスクの販売もしています。お買い求めの
際は、PC98-NXシリーズメディアオーダーセンターのホームページを
ご覧ください。
URL：http://nx-media.ssnet.co.jp/
また、作成にはCD1枚につき最大約30分、DVD1枚につき最大約100
分かかります。

「Roxio Easy Media Creator® 9」を
追加する→ 「サポートナビゲー
ター」-｢使いこなす｣-｢ソフトの追加と
削除｣

CD-ROMモデルの場合、パソコンに
「再セットアップディスク作成ツー
ル」は入っていません。

＜再セットアップ後の状態＞

＜ご購入時の状態＞

Cドライブ�

ハードディスクの領域�

Cドライブ�

ハードディスクの領域�

Dドライブ� NEC Recovery System

再セットアップ用データ�

ご購入時と同じ内容�

（1つの領域で再セットアップする場合の例）�

ディスクに保存されている再セットアップ用
データを使って再セットアップ�

再セットアップ用デ
ータをディスクに
移す�

※システム回復のために、ハードディスクの3GBを使用しています。�

※システム回復のために、ハードディスクの3GBを�
　使用しています。�

再セットアップディスクを作成する
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作成時の注意
再セットアップディスクの作成中にほかのソフトが起動していると、
ディスクへの書き込み中にエラーが発生することがあります。作成を開
始する前に、次の操作をおこなってください。

・スクリーンセーバーが起動しないようにする

・起動中のソフトをすべて終了する

・常駐プログラム（ウイルス対策ソフトなど）をすべて終了する

･ 再セットアップディスクは、ご購入
時の製品構成以外では、作成できな
いことがあります。

・「再セットアップ領域」（NEC Re-
covery System）に保存されてい
る再セットアップ用データが削除
されている場合は、「スタート」-「す
べてのプログラム」-「アプリケー
ション」-「再セットアップディスク
作成ツール」をクリックすると、
メッセージが表示され、再セット
アップディスクを作成できません。
再セットアップ用データは次のよ
うな場合に削除されます。
－再セットアップディスクを使用
して「Cドライブの領域を自由に
作成して再セットアップ」をおこ
なった場合

－手動で再セットアップ領域を削
除、または再セットアップ用デー
タを削除した場合
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再セットアップディスクの作成手順

1 「スタート」-「すべてのプログラム」-「アプリケーション」-「再セット

アップディスク作成ツール」をクリック

2 「再セットアップディスク作成ツール」の画面が表示されたら、「次へ」

をクリック

3 ディスクの種類を選び、必要なディスクの枚数を確認して、「次へ」を

クリック

必要な枚数は、お使いのモデルによって異なります。

4 次の画面が表示されたら、「次へ」をクリック

5 用意したディスクをセットする

CD/ハードディスクアクセスランプが消えるまで待ってください。

6 「作成開始」をクリック

1枚目のディスクへの書き込みが始まります。書き込みにはしばらく

時間がかかります。そのままお待ちください。

書き込みが完了すると、自動的にディスクが排出され、1枚目のディ

スクが作成されたことを知らせるメッセージが表示されます。

7 「OK」をクリック

8 ディスクを取り出し、ディスクの種類と何枚目のディスクかわかるよ

うにラベル面に記入する

続けて、次のディスクをセットしてください。最後のディスクへの

書き込みが終わるまで、同じ操作を繰り返します。

・DVD-R/+Rディスクを選んだ場
合でも、1枚目はCD-Rディスクで
作成できます。

・DVD-R/+R（2層）ディスクを選
んだ場合でも、1枚目はCD-Rディ
スクまたはDVD-R/+Rディスク
で作成できます。

・マルチプレードライブモデルの場
合は画面の表示が異なり、CD-R
ディスクのみとなります。

一部のディスクの書き込みに失敗した
場合などは、手順4の画面で「作成開
始ディスク」を選ぶと、途中から作成
するように指定することもできます。

・「書き込み速度」は、通常は「最速」
を選んでください。DVD/CDドラ
イブと用意したディスクの組み合
わせで使用可能な最高速度で書き
込みます。

・書き込みに失敗した場合は、「書き
込み速度」を「中速」または「低速」
にして、再度作成してください。

作成した再セットアップディスクは、
紛失・破損しないように大切に保管
してください。

再セットアップディスクを作成する
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再セットアップディスクで可能なこと
｢再セットアップディスク｣を使った再セットアップでは、目的に応じて、
次の再セットアップなどをおこなうことができます。

◆Cドライブのみ再セットアップ
ハードディスクのCドライブの領域のみを再セットアップします。D
ドライブなど、Cドライブ以外の領域に保存されていたデータは、再
セットアップ前の状態のまま残すことができます。

◆Cドライブの領域を自由に作成して再セットアップ
Cドライブの領域サイズを30Gバイトから1Gバイト単位で設定で
きます。Dドライブなどを含め、ハードディスクに保存されていた
データはすべて失われます。
なお、2台のハードディスクが搭載されたモデルの場合、Eドライブ
の内容は変わりません。

この方法で再セットアップすると、ご購入時にNEC Recovery
Systemに入っていた再セットアップ用データが失われます。

作成した再セットアップディスクを紛失・破損しないように、大切に
保管してください。

◆ハードディスクをご購入時の状態に戻して再セットアップ
Cドライブをご購入時の状態に復元して再セットアップをおこないま
す。再セットアップディスクの内容をハードディスクにコピーして、
ハードディスクから再セットアップできるようにします。そのため、
この方法での再セットアップには約3時間かかります。Cドライブの
領域を自由に作成して再セットアップした後で、ハードディスクの領
域をご購入時の状態に戻したいときに利用します。
ただし、2台のハードディスクが搭載されたモデルの場合、Eドライ
ブの内容は、この方法で再セットアップしても変わりません。

この方法で再セットアップすると、それまでのハードディスクの内容
はCドライブ、Dドライブともにすべて失われます。

・ハードディスクの状態をご購入時
から変更(ダイナミックディスクな
ど) した場合、「再セットアップ
ディスク」を使って、Cドライブの
み再セットアップすることはでき
ません。

・再セットアップすると、大切な
データや設定内容の多くが失われ
てしまいます。再セットアップを
始める前に、大切なデータはバッ
クアップを取っておいてください。

・再セットアップディスクがDVD
±R、またはDVD±R（2層）の場
合は、そのディスクを読み込み可
能なドライブにセットしてくださ
い。

・Cドライブの領域を最大に設定し
て再セットアップをおこなうと、
Dドライブのない構成になります。
また、2台のハードディスクが搭
載されたモデルの場合は、E ドラ
イブだったハードディスクはDド
ライブになります。

再セットアップディスクを
使って再セットアップする
再セットアップディスクを使ってできることを説明し

ます。
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◆ハードディスクのデータ消去
このパソコンのハードディスクのデータ消去をおこないます。ハード
ディスクに一度記録されたデータは、「ごみ箱」から削除したり、
フォーマットしても復元できる場合があります。このメニューを選択
すると、Windows XP標準のハードディスクのフォーマット機能で
は消去できないハードディスク上のデータを消去し、復元ツールで復
元されにくくします。このパソコンを譲渡や廃棄するときにご利用く
ださい。
消去にかかる時間は、ご利用のモデルによって異なります。
また、ハードディスクのデータ消去方式は次の2つの方式があります。

・かんたんモード（1回消去）
ハードディスク全体を「00」のデータで1 回上書きします。復元ソ
フトによるデータの復元ができなくなります。

・しっかりモード（3回消去）
米国国防総省NSA準拠方式により、ハードディスクのデータ消去
をおこないます。ランダムデータ1、ランダムデータ2、「00」の
データの順に3回書き込みをおこないます。3回消去をおこなうこ
とにより、より完全に消去できます。
ただし、3回書き込みをおこなうため、かんたんモードの3倍の時
間がかかります。

この方法でのハードディスクのデータ消去は、データの復元が完全に
できなくなることを保証するものではありません。データの復元が完
全にできないことの証明が必要な場合は、NECフィールディング株
式会社に有償のデータ消去を依頼してください。

NECフィールディングホームページ
URL: http://www.fielding.co.jp/

再セットアップディスクを使った再セットアップ手順
再セットアップディスクから再セットアップをおこなうときは、次の手順
で操作してください。

1 作成した再セットアップディスクを用意する

2 ｢再セットアップする（Cドライブのみ）｣（p.42）をご覧になり、｢1. 必

要なものを準備する｣～｢6. 別売の周辺機器（メモリ、プリンタ、スキャ

ナなど）を取り外す｣の作業をおこなう

3 パソコン本体の電源スイッチを押して電源を入れる

4 電源ランプが点灯したら、すぐに再セットアップディスク（1枚目）を

セットする

5 「再セットアップツール」の画面が表示されたら、「開始」をクリック

ディスクを交換するように指示が表示されたら、指示にしたがって

再セットアップディスクを順番にセットしてください。

6 「再セットアップとは」の画面が表示されたら「次へ」をクリック

再セットアップを始めたら、途中で
やめたりせず、手順どおり最後まで
操作してください。やむをえず中断
したときは、最初から操作をやりな
おしてください。

手順5で「再セットアップツール」の
画面が表示されずに、通常のWin-
dowsデスクトップが表示されてし
まったときは、再セットアップディ
スクをセットしたまま、パソコンを
再起動してください。

再セットアップディスクを使って再セットアップする
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再セットアップにかかる時間はモデ
ルによって異なります。

7 「準備するもの」の画面が表示されたら、必要なものがそろっているか

確認し、「次へ」をクリック

8 「再セットアップを始める前に」の画面が表示されたら「次へ」をク

リック

9 「再セットアップの種類を確認する」の画面が表示されたら、再セット

アップの種類を選び「次へ」をクリック

10 以降は、画面の指示にしたがって操作する

ディスクを交換するように指示が表示されたら、指示にしたがって

再セットアップディスクを順番にセットしてください。

11 再セットアップが終了したら、再セットアップディスクを取り出し

て、「再起動」をクリック

パソコンが再起動します。

12 パソコンが再起動して｢Windowsへようこそ｣の画面が表示された

ら、｢8. Windowsの設定をする｣（p.45）以降の操作をおこなってく
ださい

｢13. バックアップを取ったデータを復元する｣（p.49）の操作まで終

われば、再セットアップの作業は完了です。

「ハードディスクをご購入時の状態に戻して再セットアップ」をす

る場合

手順11で「再起動」をクリックすると、再起動後に再び「再セット

アップツール」の画面が表示されます。「開始」をクリックし、後は

画面にしたがって作業を進めてください。再び、「パソコンを再起動

します」の画面が表示されたら、再セットアップディスクを取り出

し、「再起動」をクリックしてください。パソコンが再起動し、

「Windowsのセットアップ」の画面が表示されますので、手順12

へ進んでください。

処理が終了したことを示す画面が表
示されなかったときは、再セット
アップが正常におこなわれていませ
ん。手順3から操作をやりなおして
ください。

・ハードディスクのフォーマットま
たは再セットアップがおこなわれ
ている間は、画面に指示が表示さ
れないかぎり、ディスクを取り出
したり、電源スイッチに触れたり
しないでください。

・再セットアップが始まったら、画
面に指示が表示されるまで、キー
ボードやパソコン本体の電源ス
イッチに触れないでください。再
セットアップの進行中に数回
「ピー」と音がすることがあります
が、これは再セットアップ処理が
正しく進んでいることを示すもの
で、故障ではありません。



パソコンを使っていてトラブルが起きたときは、

このPARTで説明しているQ&A事例の中から

あてはまる項目を探してみてください。

パソコンが使える場合は、電子マニュアル「サ

ポートナビゲーター」の「解決する」もあわせて

ご覧ください。

3
トラブル解決 Q&A

P A R T
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トラブル解決への道
トラブル解決の秘訣は、冷静になることです。何が起こったのか、原因は何か、落ち着いて考えて

みましょう。

パソコンから煙が出たり、異臭や異常な音がしたり、手で触れないほど熱かったり、その他パソ

コンやディスプレイ、ケーブル類に目に見える異常が生じた場合は、すぐに電源を切り、電源コー

ドやACアダプタをコンセントから抜いて、NECにご相談ください。

1 まずは、状況を把握する
◇しばらく様子を見る
あわてて電源を切ろうとしたり、マウスを動かしたり、キーボードのキーを押したりせず、しばらくそのま
ま待ってみましょう。パソコンの処理に時間がかかっているだけかもしれないからです。
パソコンのディスプレイに何かメッセージが表示されているときは、そのメッセージを紙に書き留めておき
ましょう。原因を調べるときや、ほかの人やサポート窓口などへの質問の際に役立つ場合があります。

◇原因を考えてみる
トラブルが発生する直前にどのような操作をしたか、操作を間違えたりしなかったか、考えてみましょう。
電源を入れ忘れていた、ケーブルが抜けていた、必要な設定をし忘れていたなど、意外に単純な原因である
場合も多いのです。

◇操作をキャンセルしてみる
たとえばソフトを使っていて障害が起きたとき、「元に戻す」「取り消し」「キャンセル」などの機能があ
ったら、それを使ってみてください。

◇Windowsをいったん終了してみる
いったんWindowsを終了して、もう一度電源を入れなおしただけで問題が解決する場合があります。

2 当てはまるトラブル事例がないか、マニュアルで探してみる
◇このPART「トラブル解決 Q&A」
◇このパソコンに入っている電子マニュアル「サポートナビゲーター」の「解決する」
◇使用中のソフトや周辺機器のマニュアル
◇Windowsの「ヘルプとサポート」

3 インターネットでトラブル事例を探してみる
◇NECのパーソナル商品総合情報サイト「121ware.com」
http://121ware.com/support/をご覧ください。

◇マイクロソフトサポート技術情報
Windowsに関するトラブル情報が検索できます。
http://support.microsoft.com/default.aspx?LN=JAをご覧ください。

◇ソフトや周辺機器の開発元のホームページ
お使いのソフトや周辺機器のメーカーのホームページでも、Q&A情報が提供されている場合があります。

それでも駄目なら、サポート窓口に電話する
どうしても解決できないときは、サポート窓口に問い合わせてみましょう。トラブルの原因がソフトや周辺機器
にあるようならば、それぞれの開発元に問い合わせます。NECのサポート窓口「121コンタクトセンター」に
ついては、添付の『121wareガイドブック』をご覧ください。
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トラブル解決 Q&A3PART

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○「サポートナビゲーター」の使い方

●起動方法

●使い方

画面左の「困ったときには」を選択し、起きているトラブルをクリック。
画面を見ながら解決方法を確認していきます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○このパソコンの機能や機器の増設情報も

「サポートナビゲーター」は、トラブル解決だけでなく、このパソコンの
ソフトや機能についての情報も数多く掲載しています。
特に「使いこなす」-「パソコン各部の説明」では、省電力機能/表示機
能/サウンド機能などの機能や、本体カバーの開け方/メモリの増設/各種
コネクタ類の説明など機器増設の際に必要な情報を紹介しています。

「サポートナビゲーター」でトラブル解決
パソコンのトラブルを解決するのに役立つのは、このマニュアルだけではありません。このパソ

コンに入っている電子マニュアル「サポートナビゲーター」を活用してください。

画面左にある「サポートナ
ビゲーター（電子マニュア
ル）」アイコンをダブルク
リック

次に「サポートナビゲーター」の「解決す
る」をクリック

トラブル解決への道/「サポートナビゲーター」でトラブル解決
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パソコンの様子がおかしい。煙や異臭、異常な音が
したり、手で触れないほど熱い。パソコンやケーブ
ル類に目に見える異常が生じた

すぐに電源を切って、電源コードをコンセントから抜き、

NEC 121コンタクトセンターにお問い合わせください。

電源が切れないときは、パソコン本体の電源スイッチを4秒

以上押し続けてください。

パソコンを使っているとカリカリと変な音がする

パソコンの電源を入れた状態で、なにも作業をしていないと

きに、ハードディスクが勝手に動作することがあります。こ

れはパソコンが自動的にデータの保存などの作業をしている

ためで、問題はありません。

ただし、ハードディスクの空き容量が少ないときや、ハード

ディスク上のデータの断片化が激しいときは、ハードディス

クの動作に負担がかかり、ハードディスクのアクセス音がし

ばらく続くことがあります。このようなときはディスクデフ

ラグやディスククリーンアップを実行してください。

それでも、あまりにも異常な音がするときや、このような状

態が頻繁に続くときは、NEC 121コンタクトセンターにお

問い合わせください。

ファンの音が大きい

パソコンの内部には、パソコンの温度が上がりすぎないよう

にするファン（換気装置）があります。

ファンは内部温度を検知して回り、パソコン内部の温度を下

げます。パソコンの起動時や多くの処理を同時におこなって

いるときには、内部温度が上がるためファンの音が大きくな

ることがありますが、故障ではありません。

あまりにも異常な音がするときは、NEC 121コンタクトセ

ンターにお問い合わせください。

NEC 121コンタクトセンターのお問
い合わせ先→『121wareガイドブッ
ク』

データの断片化とは、データがハー
ドディスクの空いているところに、
バラバラに保存される状態をいい
ます。

・ディスクデフラグ、ディスクク
リーンアップについて→ 「サ
ポートナビゲーター」-「使いこな
す」-「ソフト一覧」-「ディスク デ
フラグ」、「ディスク クリーンアッ
プ」

・NEC 121コンタクトセンターの
お問い合わせ先→『121wareガイ
ドブック』

パソコンの様子がおかしい
パソコンが異常に熱を持ったとき、変なにおいがしたときなど、様子がおかしいと思ったらここ

をご覧ください。いきなり電源コードを抜いたりせず、落ち着いて対処しましょう。
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トラブル解決 Q&A3PART

音が出ない

ValueOne Gシリーズの音量は本体前面の音量調節つまみ

で調整できます。工場出荷時の状態では音量が最小になって

いますので、音量調節つまみで音量を調整してください。

急に動かなくなった、フリーズした

ソフトや周辺機器に異常が発生すると、どんな操作をしても

パソコンやソフトが反応しなくなることがあります（この状

態をフリーズ、またはストール、ハングアップといいま

す）。このような場合は、次の操作をおこなってください。

異常が起きているソフトを終了させる
ソフトで編集していた文書、画像などのデータは保存できま

せん。

1【Ctrl】と【Alt】を押しながら【Delete】（LaVie Gシリーズは

【Del】）を押す

「Windows タスクマネージャ」の画面が表示される

2「アプリケーションの「タブ」をクリック

3 右側に「応答なし」と表示されているソフト（アプリケーショ

ン）をクリックして、「タスクの終了」をクリック

この方法でソフトが終了できなかったり、終了できても、正

しい電源の切り方で電源が切れないときは、次の操作をおこ

なってください。

動作が止まっているように見えても、
実はパソコンが処理するのに時間が
かかっているだけということがあり
ます。あわてる前に、画面の表示状態
やCD/ハードディスクアクセスラン
プが点灯していないかなどをよく確
認しましょう。

画面が突然真っ暗になったときには、
パソコンが省電力状態になったこと
が考えられます。省電力状態から復帰
するには、電源スイッチを押します。
詳しくは「ディスプレイに何も表示
されない」（p.69）をご覧ください。

・「Windows タスクマネージャ」の
画面が表示されるまで時間がかか
る場合があります。表示されない
場合は、しばらくお待ちください。

・ソフトで編集していた文書、画像
などのデータは保存できません。

パソコンの様子がおかしい
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強制的に電源を切る

1 パソコン本体の電源スイッチを、電源が切れて電源ランプが

消えるまで押し続ける

通常、4秒以上押し続けるとパソコンの電源が切れます。

2 5秒以上待ってから、電源スイッチを押す

パソコンの電源が入り、場合によっては、「ディスクのチェッ

ク」が自動的に始まり、ハードディスクがチェックされます。

「ディスクのチェック」で異常が発見されなかったときや、

「ディスクのチェック」が実行されなかったときは、そのまま

Windowsが起動します。

3「スタート」をクリックし、「終了オプション」をクリック

「コンピュータの電源を切る」画面が表示されます。

4「電源を切る」をクリック

パソコンの電源が切れます。

この方法で電源が切れないときは、もう1度電源スイッチを

押し続けてください。ValueOne Gシリーズの場合、パソ

コンの電源ランプが点滅しているときは、いったんパソコン

の電源コードをコンセントから抜いて、30秒程度間をあけ

てから、コンセントに入れなおしてみてください。

それでもトラブルが解決しないときは、「PART2 再セット

アップ」（p.37）をご覧になり、システムの修復または再セッ

トアップをおこなってください。

・頻繁に強制終了をおこなうとハード
ディスクが故障することがあります。

・強制終了をおこなうと直後の再起
動時に「ディスクのチェック」が自
動的に起動することがあります。

・「ディスクのチェック」の結果、何
かメッセージが表示された場合は、
メッセージにしたがってください。
うまく起動できなかった場合は、
｢PART2 再セットアップ｣（p.37）
をご覧になり、システムの修復ま
たは再セットアップをおこなって
ください。
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トラブル解決 Q&A3PART

動作が止まったように見えても、実
はパソコンが処理するのに時間がか
かっているだけということがありま
す。画面表示やCD/ハードディスク
アクセスランプが点灯していないか
をよく確認して、動作中は電源を
切ったりしないでください。

マウスを動かしても、キーボードのキーを押して
も、NXパッドに触れても反応しない、反応が悪い

マウスポインタが の形に変わっていませんか?

マウスポインタが の形になっているときは、パソコンが処

理をしているので、マウスやキーボード、NXパッドの操作

が受け付けられない場合があります。処理が終わるまで待っ

ていてください。

しばらく待っても、マウスやキーボードの操作ができないとき

ソフトや周辺機器に異常が発生して動かなくなった（フリー

ズした）ものと考えられます。「急に動かなくなった、フリー

ズした」（p.63）をご覧になり、異常が起きているソフトを強

制終了してください。このとき、保存していなかったデータ

は失われます。

・ValueOne Gシリーズの場合　

マウスは正しく取り付けられていますか？

マウスがパソコン本体背面のマウスコネクタにしっかり接続

されていないと、マウスが正しく動作しません。

『セットアップマニュアル』をご覧になり、正しく接続されて

いるか、またプラグがきちんと差し込まれているかを確認し

てください。正しく接続されていない場合は、接続しなおし

てください。

キーボードは正しく取り付けられていますか？

キーボードとパソコン本体がしっかり接続されていない

と、キーボードが正しく動作しません。

『セットアップマニュアル』をご覧になり、正しく接続されている

か、またプラグがきちんと差し込まれているかを確認してくださ

い。正しく接続されていない場合は、接続しなおしてください。

マウスやキーボード、NXパッドが正しく動作しなかったり、反応しないときはここをご覧ください。

パソコンの様子がおかしい/マウス、キーボード、NXパッド

マウス、キーボード、NXパッド
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マウスが正しく動作しない

・ValueOne Gシリーズの場合　

このパソコンのマウスの中にはボールが入っていて、ボール

の動きに応じてマウスポインタが動きます。マウスの内部が

汚れているとボールが正常に動きにくくなり、その結果マウ

スが正しく動作しなくなることがあります。

マウスの動きが引っかかるような場合は、付録の「パソコン

のお手入れ」（p.91）をご覧になり、マウスの掃除をしてくだ

さい。

NXパッドが反応しない、または反応が鈍い

・LaVie Gシリーズの場合　

指先やNXパッドが汚れていませんか？

指先やNXパッドに水分や油分がついていると、正常に動作

しません。汚れをふき取ってから操作してください。

NXパッドの二か所以上に同時に触れていませんか？

NXパッドのニか所以上に同時に触れていると、正常に動作

しません。一か所だけに触れるようにしてください。

キー入力をしながらNXパッドを操作しようとしていません

か？

ご購入時の設定では、誤動作防止のため、キー入力時のNX

パッド操作ができないようになっています。キー入力が終わ

ってからNXパッドを操作するか、次の手順で設定を変更し

てください。

1「スタート」-「コントロールパネル」-「プリンタとその他のハー

ドウェア」-「マウス」をクリック

「マウスのプロパティ」が表示されます。

2「タッピング」タブの「タイピング」の「キー入力時タップ・ポ

インタ移動しない」のチェックを外す

3「OK」をクリック

これで、キー入力時にNXパッドを操作できるようになりま

す。

ジュースなどをこぼしたときは、き
れいにふき取っても内部に糖分など
が残り、マウス、キーボードが故障す
ることがあります。また、パソコンの
そばで、飲食、喫煙をすると、飲食物
やタバコの灰がパソコン内部に入り、
故障の原因になります。

・マウス、キーボードのお手入れ→
付録の「パソコンのお手入れ」
（p.91）

・NEC 121コンタクトセンターの
お問い合わせ先→『121ware ガ
イドブック』
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トラブル解決 Q&A3PART

NXパッドを無効にする設定になっていませんか？

USBマウスを接続して次の手順で設定を変更してくださ

い。

1「スタート」-「コントロールパネル」-「プリンタとその他のハー

ドウェア」-「マウス」をクリック

「マウスのプロパティ」が表示されます。

2「USBマウス接続時の動作」タブをクリック

3「USBマウスと同時に使用する」を選ぶ

4「OK」をクリック

これで、NXパッドが有効になります。

光センサーマウスが正しく動作しない

・LaVie Gシリーズの場合　

光センサーマウスは、マウス底面にある赤い光をセンサーで

検知することで、マウスの動きを判断しています。

次のような表面では正しく動作しない（操作どおりにマウス

ポインタが動かない）場合があります。

・反射しやすいもの（鏡、ガラスなど）

・白いもの・光沢があるもの（透明、半透明な素材を含む）

・網点の印刷物など、同じパターンが連続しているもの

　(雑誌や新聞の写真など)

・濃淡のはっきりした縞模様や柄のもの

操作どおりにマウスポインタが動かないときは、光沢のない

印刷用紙や光学式マウスに対応したマウスパッドなどの上で

操作してください。

マウス、キーボードに飲み物をこぼしてしまった

やわらかい布などでふき取ってください。キーボードのキー

とキーの間に入ってしまったときは、水分が乾くのを待って

からお使いください。乾いた後で、キーを押しても文字が入

力されないなどの不具合があるときは、NEC 121コンタク

トセンターにお問い合わせください。

マウス、キーボード、NXパッド
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放電を確実におこなうため、電源
コードはしばらくコンセントから抜
いたままにしておいてください。

NEC 121コンタクトセンターのお
問い合わせ先→『121ware ガイド
ブック』

電源のトラブル
電源を入れたとき、電源を切ろうとしたときにトラブルが発生したときは、こちらをご覧ください。

電源スイッチを押しても電源が入らない

まれに、パソコン本体に電荷が帯電し、電源スイッチを押し

ても電源が入らない状態になることがあります。次の操作を

おこない、放電してみてください。

・ValueOne Gシリーズの場合　

1 電源コードをコンセントから抜く

2 パソコン本体の電源スイッチを2、3回押す

電源コードをコンセントから抜いた状態で電源スイッチを

2、3回押すことで、本体に帯電した電荷が放電されます。

3 そのまましばらく放置した後（30秒程度）、電源コードを正

しく接続しなおす

4 パソコン本体の電源スイッチを押して、電源を入れる

・LaVie Gシリーズの場合　

1 電源コードをコンセントから抜き、バッテリを外す

バッテリの外し方については、『セットアップマニュアル』を

ご覧ください。

2 そのまましばらく放置した後、バッテリを取り付け、電源コ

ードを正しく接続しなおす

3 パソコン本体の電源スイッチを押して、電源を入れる

この操作をおこなってもパソコンの電源が入らない場合は、

パソコン本体の故障が考えられます。NEC 121コンタクト

センターにお問い合わせください。
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トラブル解決 Q&A3PART

電源コードをまちがって抜いた、停電で急に電源
が切れた

・ValueOne Gシリーズの場合　

おちついて電源コードを差し込んで、パソコンの電源を入れ

なおしてください。

普段どおりパソコンが起動して、Windowsの画面が表示さ

れれば大丈夫です。

おかしな画面が表示されたときは、この後の項目からその現

象を探してください。

電源が切れない。強制的に電源を切りたい

DVD/CD-ROMやフロッピーディスクなどがDVD/CDドラ

イブやフロッピーディスクドライブにセットされている場合

は、すべて取り出してから電源を切ってください。

正しい電源の切り方

1 デスクトップの「スタート」をクリックし、「終了オプション」

をクリック

2「電源を切る」をクリック

しばらくすると、自動的に電源が切れます。

この方法で電源が切れないときは、ソフトに異常が起きてい

ると考えられます。「急に動かなくなった、フリーズした」

（p.63）をご覧になり、異常が起きているソフトを終了して

ください。それでも電源が切れないときは、「強制的に電源

を切る」（p.64）の操作をおこなってください。

ディスプレイに何も表示されない

パソコンの電源を入れたときにディスプレイに何も表示され

ないときや、パソコンを使っていて画面が真っ暗になったと

きは、パソコン本体の電源ランプ、ディスプレイの電源ラン

プの状態を確認してください。

電源のトラブル
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NEC 121コンタクトセンターのお
問い合わせ先→『121ware ガイド
ブック』

パソコン本体の電源ランプが消えている、または点滅しているとき

パソコン本体の電源スイッチを押してください。

画面が表示されるときは、電源が切れていたか、パソコン本

体の省電力機能が働いて省電力状態になっていたものと考え

られます。

このパソコンは、ご購入時には20分間（LaVie Gシリーズで

バッテリのみの場合は5分間）何も操作しないと自動的に省

電力状態になるように設定されています。

パソコン本体の電源コードなどは正しく接続されています

か？

一度、電源コードをコンセントから抜き、『セットアップマ

ニュアル』をご覧になり、もう一度パソコンの各ケーブルを

接続しなおしてください。

電源コードなどすべてのケーブルを正しく接続しなおし

て、電源を入れても本体の電源ランプが点灯しないときは、

パソコン本体の故障が考えられます。NEC 121コンタクト

センターにお問い合わせください。

・LaVie Gシリーズの場合　

バッテリパックは正しく取り付けられていますか？

『セットアップマニュアル』をご覧になり、もう一度バッテリ

パックの取り付け状態を確認してください。

バッテリは十分充電されていますか？

電源コードを接続していない状態でバッテリ容量が不足して

いると、パソコンの電源は入りません。電源コードを接続し

て使うか、バッテリを充電してから使ってください。電源コ

ードを接続してから電源を入れても電源ランプが点灯しない

ときは、パソコンの故障が考えられます。NEC 121コンタ

クトセンターへお問い合わせください。

パソコン本体の電源ランプが点灯しているとき

キーボードのキー（【Shift】など）を押すか、マウスを軽く動かし

てみてください。

画面が表示されるときは、ディスプレイの省電力機能が働い

ていたものと考えられます。

フロッピーディスクやCD-ROMなどのディスクがセットさ

れていませんか？

フロッピーディスクやCD-ROMなどがセットされているとき

は、いったん取り出します。パソコン本体の電源スイッチを

押して電源を切り、もう一度電源を入れなおしてください。

フロッピーディスクやCD-ROMか
ら起動したいときは、システムファ
イルが入ったものと入れ替えてから、
電源を入れなおしてください。

電源が入っているとき（省電力状態
のときも含む）に、4 秒以上電源ス
イッチを押し続けると強制的に電源
が切れてしまうので注意してくださ
い。強制的に電源を切るともとの状
態に復帰できなくなります。
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トラブル解決 Q&A3PART

NEC 121コンタクトセンターのお
問い合わせ先→『121ware ガイド
ブック』

パソコンの電源が入っているときは、
添付のディスプレイとパソコン本体
を接続するケーブルの抜き差しはお
こなわないでください。電源が切れ
ないときは、パソコン本体の電源ス
イッチを4秒以上押し続けてくださ
い。

休止状態の間に、コンピュータの設定を変更したり周辺機器

などの接続を変更しませんでしたか？

休止状態のときに周辺機器を接続したり、接続されていた周

辺機器を取り外したりすると、Windowsが起動しなくなる

ことがあります。その場合は、周辺機器の接続をもとの状態

に戻して電源スイッチを押してください。

パソコン本体やディスプレイのケーブルなどは正しく接続さ

れていますか？

『セットアップマニュアル』をご覧になり、もう一度パソコン

の各ケーブルを接続しなおしてください。

すべて正しく接続されているのにディスプレイに何も表示さ

れないときは、ディスプレイまたはパソコン本体の故障が考

えられます。NEC 121コンタクトセンターにお問い合わせ

ください。

・ValueOne Gシリーズの場合　

ディスプレイの電源ランプが消えていませんか？

ディスプレイの電源ランプが点灯していないときは、いった

んパソコン本体の電源を切ります。ディスプレイに添付のマ

ニュアルをご覧になり、ディスプレイの電源を入れてから、

パソコン本体の電源を入れなおしてください。

ディスプレイの輝度（明るさ）が小さくなっていませんか？

ディスプレイに添付のマニュアルをご覧になり、画面の輝度

（明るさ）を調節してください。

パソコン起動後にディスプレイの接続をおこなっていません

か？

パソコン起動後にディスプレイを接続してもディスプレイに

は何も表示されないことがあります。このような場合は、パ

ソコン本体の電源スイッチを4秒以上押し続けていったん強

制的に電源を切り、5秒以上待ってからもう一度電源を入れ

なおしてください。

・LaVie Gシリーズの場合　

ディスプレイの輝度（明るさ）が小さくなっていませんか？

「サポートナビゲーター」-「使いこなす」-「パソコンの機

能」-「表示機能」をご覧になり、画面の輝度を調節してくださ

い。

電源のトラブル
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外部ディスプレイを接続していませんか？

外部ディスプレイを接続し、画面の出力先を外部ディスプレ

イに設定しているときは、パソコンの液晶ディスプレイには

画面が表示されません。

画面を表示させるには、キーボードの【Fn】＋【F3】を押す

か、画面のプロパティの設定で画面の出力先を変更してくだ

さい。画面のプロパティの設定手順については、 「サポー

トナビゲーター」「使いこなす」-「パソコンの機能」-「表示機能」

をご覧ください。（出力先を画面のプロパティで変更する

と、変更後の画面に設定の確認メッセージが表示されます。

そのまま何も操作しないと画面の出力先は変更前の状態に戻

ります。いったんパソコンの電源を切り、接続している外部

ディスプレイを外してから起動すると、画面の出力先は自動

的にパソコンの液晶ディスプレイに変更されます）

また、接続している外部ディスプレイとの接続や電源が入っ

ていることも、あわせて確認してください。

「Windows 拡張 オプション メニュー」が表示さ
れた

「セーフ モード」を選んで、【Enter】を押し、Windowsをセー

フモードで起動します。

セーフモードで起動すると画面のデザイン、配色や解像度な

どが通常とは異なりますが、必要最低限の機能は使えるよう

になります。

「スタート」メニューの「終了オプション」から「再起動」をクリ

ックし、再起動して問題がなければ、もとの状態に戻りま

す。

セーフモードで起動できなかった場合や、再起動しても問

題が解決しなかった場合は、システムに障害が発生している

可能性があります。PART2「再セットアップ」をご覧にな

り、システムの復元または再セットアップをおこなってくだ

さい。

「再セットアップツール」が表示された

「終了」をクリックしてください。Windowsが起動します。

パソコンの電源を入れると、NECロゴが表示され
た後、画面がまっくらになる

電源を入れると、「NEC」ロゴが表示された後、画面がまっ

くらになるときは、「セーフモードでパソコンを起動してみ

る」（p.39）をご覧になり、パソコンを「セーフモード」で起動

してみてください。
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トラブル解決 Q&A3PART

「オペレーティングシステムの選択」が表示された

「Microsoft Windows XP Home Edition」または

「Microsoft Windows XP Professional」を選んで、

【Enter】を押してください。Windowsが起動します。

画面に英語のエラーメッセージが表示される

「Checking file system on」と表示された場合
パソコンの電源を切る際に、Windowsは作業中のファイル

をディスクに保存しなおすなどのいくつかの処理をおこない

ます。その処理が正しくおこなわれなかった場合に、このメ

ッセージが表示されます。

このメッセージが表示された後しばらくすると、自動的に、ハ

ードディスクに異常が発生していないかどうかチェックする処

理が始まります。ハードディスクに異常がなければそのまま

Windowsが起動します。以降は問題なくお使いいただけます。

Windowsが正常に起動しなかった場合は、画面にメッセージが

表示されますので、その内容をよく読んで対処してください。

「Invalid system disk」、「Operating System not found」
などのメッセージが表示された場合

フロッピーディスクやCD-ROMなどのディスクがセットさ

れていませんか？

フロッピーディスクやCD-ROMなどを取り出してから、何

かキー（【Enter】など）を押してください。ハードディスクか

らWindowsが起動します。

フロッピーディスクやCD-ROMなどがセットされていない

のにこれらのメッセージが表示される場合は、ハードディス

クがフォーマットされたか、システムが壊れていて起動でき

ない状態になっています。PART2「再セットアップ」をご覧

になり、システムの復元または再セットアップをおこなって

ください。

カーソルが表示されたきり、何も表示されない

フロッピーディスクやCD-ROMなどのディスクがセットさ

れていませんか？

フロッピーディスクやCD-ROMなどを取り出してから、再

起動してください。

ハードディスク内のWindowsが起動します。

電源のトラブル
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「B I O S セットアップユーティリ
ティ」で設定したパスワードは、左の
操作をおこなっても初期値には戻り
ません。

BIOSセットアップユーティリティ
について→ 「サポートナビゲー
ター」-「使いこなす」-「パソコンの機
能」-「BIOSセットアップユーティリ
ティ」

・手順2で【F2】を押してもBIOS
セットアップユーティリティの画
面が表示されないときは、いった
ん電源を切り、再度電源を入れて、
何度か【F2】を押してください。

・ディスプレイの特性により手順2
で「NEC」のロゴ画面が表示され
ず【F2】を押せなかったときは、本
体の電源を入れた直後、キーボー
ドのNum Lockランプが点灯する
タイミングで、【F2】を何度か押し
てください。

・手順3、手順5で表示されるメッ
セージは、機種によって異なりま
す。

パソコンの使用環境を変更したら、Windowsが
起動しない

BIOSセットアップユーティリティで、パソコンの使用環境

を変更した後に、Windowsが起動しなくなったときは、シ

ステムの設定が正しくない可能性があります。次の手順でシ

ステムの設定をご購入時の状態に戻してから、再起動してく

ださい。

1 別売の周辺機器や拡張ボードを取り付けているときは、取り

外して、ご購入時の状態に戻します。

2 パソコン本体の電源を入れ、「NEC」のロゴマークが表示さ

れたら【F2】を押します。

BIOSセットアップユーティリティの画面が表示されます。

3 キーボードの【F9】を押します。

セットアップ確認の画面が表示されます。

4 表示された画面で「はい」または「Ok」を選んで【Enter】を押し

ます。

システムの設定が初期値に戻ります。

5【F10】を押します。

セットアップ確認の画面が表示されます。

6 表示された画面で「はい」または「Ok」」を選んで【Enter】を押し

ます。

システムの設定が保存されて、自動的に再起動します。
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トラブル解決 Q&A3PART

省電力状態になる前の状態の画面が表示されない
省電力状態からもとの状態に戻すときは、パソコン本体の電
源スイッチを押します。パソコン本体の電源スイッチを押し

てももとに戻らない場合は、次の点を確認してください。

ソフトや周辺機器は省電力機能（休止状態/スタンバイ）に対

応していますか？

対応していないソフトや周辺機器で省電力状態にすると、正

常に動作しなくなることがあります。このようなソフトや周

辺機器を使うときは、省電力状態にしないでください。

コマンドプロンプトがアクティブのときにスタンバイ状態か

ら復帰させたが画面が表示されない

【Alt】＋【Tab】を押してタスクを切り換えると、正常に動作

するようになります。

スタンバイ状態のときやディスプレイの省電力機能によって

画面が暗くなっているときに、電源スイッチを4秒以上押し

続けませんでしたか？

スタンバイ状態のときやディスプレイの省電力機能によって

画面が暗くなっているときに、電源スイッチを4秒以上押し
続けると、強制的に電源が切れ、保持（記録）した内容は消え

てしまう場合があります。

フロッピーディスクやCD-ROMなどのディスクがセットさ

れていませんか？

フロッピーディスクやCD-ROMなどのディスクがセットさ
れている状態で省電力状態から復帰すると、正しく復帰でき
ずにフロッピーディスクやCD-ROMから起動してしまうこ

とがあります。

省電力状態にする場合には、フロッピーディスクやCD-
ROMを取り出してから省電力状態にするようにしてくださ
い。なお、フロッピーディスクを取り出す前に、必要なファ
イルは保存してください。

省電力機能について→ 「サポート
ナビゲーター」-「使いこなす」-「パソ
コンの機能」-「省電力機能」

省電力状態（休止状態/スタンバイ）からもとの状態に戻れなくなったときや、省電力機能が使え

ないときは、ここをご覧ください。

省電力機能

電源のトラブル/省電力機能
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省電力状態からの復帰（再開）に失敗
したときは、Windowsが起動しても
省電力状態にする前の作業内容が復
元されない場合があります。その場
合、保存していないデータは失われ
てしまいますので、省電力状態にす
る前に必要なデータは必ず保存する
ようにしてください。

・ValueOne Gシリーズの場合　

電源コードは正しく接続されていますか（スタンバイ状態の

とき）？

電源コードを正しくコンセントに接続します。電源コードが

正しく接続されていなかった場合、作業内容は保持（記録）さ

れない場合があります。

スタンバイ状態のときに停電したり、電源コードが抜けたり

しませんでしたか?

スタンバイ状態のときに停電したり、電源コードが抜けたり

すると、保持（記録）された内容は消えてしまう場合がありま

す。

・LaVie Gシリーズの場合　

パソコンがWindowsの終了処理をおこなっている途中で、

次の操作をしませんでしたか？

・液晶ディスプレイを閉じた

・省電力状態にした

・電源を切った

このような操作をすると、正常に復帰できなくなることがあ

ります。電源スイッチで電源を入れた後に何かメッセージが

表示された場合は、そのメッセージにしたがって操作してく

ださい。

バッテリの残量が少なくなっていませんか？

ACアダプタを接続してから、液晶ディスプレイを開いた状

態でパソコンの電源を入れると、復帰します。

省電力状態にする前の内容の復元が保証されない場合
次のような場合は、省電力状態にする前の内容は保証されま

せん。

・省電力状態にする前の内容の記録中、または復元中にCD-
ROMなどを入れ替えたとき

・省電力状態にする前の内容の記録中、または復元中にこの
パソコンの環境を変更したとき

・省電力状態のときにこのパソコンの周辺機器の接続などを

変更したとき

また、次のような状態で省電力状態にしても、復帰後の内容
は保証されません。
・プリンタで印刷しているとき
・モデムなどを使って通信中のとき
・サウンド機能により音声を再生しているとき
・ハードディスクを読み書き中のとき
・CD-ROMなどを読み取り中のとき
・省電力状態に対応していない周辺機器を取り付けたとき
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トラブル解決 Q&A3PART

パスワードを入力すると「パスワードをお確かめ
ください。」と表示される

（キャップスロックキーランプ）や （ニューメリックロッ

クキーランプ）の設定が違っていませんか？

キャップスロックキーランプやニューメリックロックキーラ

ンプの状態がパスワード設定時と異なっていると、パスワー

ドが正しく入力できない場合があります。ランプの状態を確

認して、パスワードを設定したときと同じ状態にしてからパ

スワードを入力しなおしてください。

パスワード
Windowsを起動したときにパスワードを入力してもログオンできない場合や、パスワードを忘

れてしまった場合は、ここをご覧ください。

省電力機能/パスワード
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パスワードを忘れてしまった

Windowsのパスワードを忘れてしまったとき
「ようこそ」画面のパスワード入力欄の右の をクリックし

てください。もし、そのユーザーのパスワードを設定したと

きに「ヒント」を設定していれば、その「ヒント」が表示されま

す。これを手がかりにパスワードを思い出してください。

どうしてもパスワードを思い出せない場合は、パスワードを

設定しなおす必要があります。「マルチユーザー機能」でこの

パソコンにほかのユーザー名を登録してあれば、そのユーザ

ー名でログオンして、「コントロールパネル」の「ユーザー ア

カウント」で、パスワードを忘れてしまったユーザーのパス

ワードを設定しなおしてください。

くわしくは、「スタート」-「ヘルプとサポート」をご覧くださ

い。

ユーザパスワード、スーパバイザパスワードを忘れてしまったとき
BIOSセットアップメニューで設定したこれらのパスワード

を忘れてしまった場合は、BIOSセットアップメニューを起

動できません。NEC 121コンタクトセンターにご相談くだ

さい。

ハードディスクのパスワードを忘れてしまったとき
NEC 121コンタクトセンターでは、パスワードを解除でき

ません。もし、ハードディスクのパスワードを忘れてしまっ

た場合、お客様ご自身で作成されたデータは二度と使用でき

なくなり、またハードディスクを有償で交換することになり

ます。ハードディスクのパスワードは忘れないよう、十分注

意してください。

・ほかのユーザー名でログオンして
パスワードを設定しなおすと、そ
のユーザー向けに保存されていた
個人証明書や、Webサイトまたは
ネットワークリソース用のパス
ワードもすべて失われます。

・「制限ユーザー」として登録された
ユーザー名でログオンした場合、
左のパスワードの設定操作はでき
ません。

NEC 121コンタクトセンターのお
問い合わせ先→『121ware ガイド
ブック』
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トラブル解決 Q&A3PART

その他
ここまでで、あなたのパソコンのトラブルが見つからなかったときは、ここをご覧ください。こ

こでも見つからないときは、「サポートナビゲーター」やほかのマニュアル、ヘルプ、Readme

ファイルをご覧ください。

ウイルスに感染したらしい

コンピュータウイルスに感染した場合は、すぐにインターネ

ット接続のために使っているLANケーブルなどをパソコン

から取り外し、ウイルス対策ソフト「ウイルスバスター」を使

って、ウイルスを駆除し、被害を届け出ましょう。

DVD／CDドライブからディスクを取り出せなく
なった

DVDやCDの再生中または書き込み中ではありませんか？

DVDやCDの再生中または書き込み中のときは、DVD／CD

ドライブのイジェクトボタンを押してもディスクは出てきま

せん。停止させてからディスクを取り出してください。

パソコンの電源は入っていますか？

パソコンの電源が入っていないと、イジェクトボタンを押し

てもディスクは出てきません。

パソコンを再起動してからイジェクトボタンを押してください。

アクセスランプが消えていることを確認した後いったんパソ

コンの電源を切り、もう一度電源を入れてください。パソコ

ンが起動してから、イジェクトボタンを押してください。

DVD／CDドライブの故障などが原因でディスクを取り出せ

なくなったときは、非常時ディスク取り出し穴を使ってディ

スクを取り出します。詳しい手順については、「付録」をご覧

ください。

パソコンを落とした

外観上、特に問題なさそうなら、とりあえず電源を入れてみ

てください。正常に動作するようならば、ひと安心です。万

一、電源を入れたときに変な音がしたり、動かなかったりし

たら、すぐ電源コードをコンセントから抜いて、NEC 121

コンタクトセンターにご相談ください。

「サポートナビゲーター」-「安心安
全に使う」-「ウイルス感染の防止」

NEC 121コンタクトセンターのお
問い合わせ先→『121ware ガイド
ブック』

パスワード/その他





付　録
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バッテリリフレッシュは数時間かか
ります。時間に余裕のあるときにお
こなってください。

BIOSセットアップユーティリティ
が表示されないときは、電源を入れ
なおして、【F2】を押す間隔を変えて
ください。

バッテリリフレッシュについて
（LaVie Gシリーズの場合）

バッテリの機能を回復するバッテリリフレッシュについて説明します。

バッテリについて詳しくは、 「サポートナビゲーター」-「使いこなす」-

「パソコンの機能」-「バッテリ」をご覧ください。

バッテリは、使い続けていくうちに、フル充電してもバッテリの電源のみ

でパソコンを使用できる時間が以前よりも短くなっていきます。このよう

なときは、バッテリリフレッシュをおこなうことでバッテリの性能を回復

できます。

バッテリリフレッシュをおこなうのは、次のようなときです。

・バッテリの電源のみでパソコンを使用できる時間が、以前よりも短く

なったとき

・ご購入直後や長期間放置した後で、バッテリの性能が一時的に低下して

いるとき

・バッテリの残量表示に誤差が生じているとき。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○バッテリリフレッシュをおこなう

1 パソコンの電源を切る

2 バッテリリフレッシュをおこないたいバッテリパックをパソコンに

取り付ける

取り付けられているバッテリをバッテリリフレッシュする場合は、

そのまま手順3に進みます。バッテリの取り付け方については『セッ

トアップマニュアル』をご覧ください。

3 パソコンにACアダプタを接続し、電源コードをコンセントに差し込

む

バッテリ充電ランプ（ ）が点滅している場合は、一度ACアダプタ

を取り外し、バッテリパックを取り付けなおしてください。

4 バッテリをフル充電する

バッテリがフル充電されると、バッテリ充電ランプが消灯します。

5 パソコンの電源を入れ、「NEC」のロゴが表示されたら【F2】を数回押

す

BIOSセットアップユーティリティのメイン画面が表示されます。

6 電源コードのプラグをコンセントから抜き、ACアダプタをパソコン

から取り外す
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付　録

バッテリリフレッシュについて

バッテリリフレッシュ中は、液晶
ディスプレイを開いたままにしてく
ださい。また、バッテリリフレッシュ
中はACアダプタを接続しないでく
ださい。

バッテリリフレッシュ中に、【Esc】
を押したり、ACアダプタを接続した
りすると、バッテリリフレッシュの
中断を確認するメッセージが表示さ
れます。このとき、ACアダプタを接
続している場合はACアダプタを取
り外した後、【↑】または【↓】を押し
て「Continue Battery Refresh」を
選んで【Enter】を押してください。
バッテリリフレッシュが続行されま
す。

7 【→】を押して「終了」を選び、【↓】を押して「バッテリリフレッシュ」を

選んでから【Enter】を押す

バッテリリフレッシュが始まります。

バッテリリフレッシュが完了すると、自動的にパソコンの電源が切れます。

電源が切れたら、ACアダプタと電源コードを接続してバッテリをフル充

電してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○バッテリリフレッシュを中断する

●電源スイッチから中断する

バッテリリフレッシュ中に電源スイッチを押すと、バッテリリフレッ

シュが中止されて、パソコンの電源が切れます。
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・この方法でディスクを取り出す前
に、PART3の「その他」-「DVD/
CDドライブからディスクを取り
出せなくなった」をご覧になり、
ディスクが取り出せないか試して
ください。

・この方法でディスクを取り出すと
きは、ディスクにアクセスしてい
ない（CD/ハードディスクアクセ
スランプが点灯、点滅していない）
ことを確認してください。アクセ
ス中に取り出そうとすると、デー
タが失われたり、ディスクが使え
なくなる場合があります。

　
　
DVD/CDドライブからディスクが取り出せなくなったときの取り出し方

を説明します。

パソコンの電源が入っていないと、DVD/CDドライブのイジェクトボタ

ンを押してもディスクは出てきません。

パソコンの電源が入っているにもかかわらず、ディスクトレイが出てこな

くなった場合は、ソフトの異常な操作などでディスクが取り出せなくなっ

ていることが考えられます。次の操作でディスクを取り出してください。

1 太さが1.3mm程度、まっすぐな部分の長さが45mm程度（指でつま

む部分を除く）の針金を用意する

大きめのペーパークリップを伸ばして作ることができます。

2 非常時ディスク取り出し穴に、手順1で作った針金を差し込み、強く押

し込む

・LaVie Gシリーズの例

ディスクトレイが少し飛び出します。

3 ディスクトレイを手前に引き出し、ディスクを取り出す

DVD/CDドライブからディスクが
取り出せなくなったときは

注意�
ペーパークリップを使うときは、ペーパークリップ
のとがった部分で指を切ったりしないように、注意
して作業してください。

穴の位置はモデルにより
多少異なります。
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あらかじめ再セットアップディスク
を作成しておくことをおすすめしま
す。

Standby Rescue Multiに
ついて（添付モデルのみ）
Standby Rescue Multi 付きのハードディスクを選択された場合は、次

の内容をご覧のうえ、「Standby Rescue Multi」をお使いください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○Standby Rescue Multiの概要

「Standby Rescue Multi」は、システム障害対策ソフトです。ハードウェ

ア障害、またはソフトウェア障害が発生した場合、あらかじめ設定してお

けば、システムをすぐに復旧させることができます。

2 台のハードディスクのうち1 台を動作用（以降アクティブディスク）と

し、もう1 台をバックアップ専用（以降スタンバイディスク）とします。ア

クティブディスクの内容をスタンバイディスクに完全バックアップし、ア

クティブディスクに障害が起きたときでも、即座にスタンバイディスクか

らシステムを稼動させることができるしくみです。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○Standby Rescue Multiの追加

添付のCD-ROMから「Standby Rescue Multi」をインストールします。

1 パソコンの電源を入れる

2 ｢Standby Rescue Multi v3 CD-ROM｣をCD/DVDドライブに

セットする

｢Standby Rescue Multi - セットアップウィザード｣画面が表示

されない場合は、｢スタート｣- ｢ファイル名を指定して実行｣をクリッ

クし、｢名前｣に ｢＜CD/DVDドライブ名＞:¥SETUP.EXE｣と入力

し、｢OK｣をクリックしてください。

これ以降の操作は画面の指示に従ってください。

3 「セットアップウィザードを完了しました」と表示されたら、「プログ

ラムの起動」のチェックを外し、「完了」ボタンをクリック

4 Windowsを再起動する

これでStandby Rescue Multiの追加は終了です。

｢ユーザ情報｣と表示されたら、ユー
ザー名、所属、アクティベーション
キーを入力してください。
アクティベーションキーは添付され
ている「Standby Rescue Multi ア
クティベーションキー案内」に記載
されています。

ご購入時の状態では、インストール
作業に続いてバックアップ環境の構
築（スタンバイディスクの作成）がで
きません。スタンバイディスクの構
築方法は、次の「バックアップ環境の
構築」をご覧ください。

DVD/CDドライブからディスクが取り出せなくなったときは/Standby Rescue Multiについて
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○バックアップ環境の構築

1 管理者権限をもつアカウントでログオンする

2 「スタート」-「コントロールパネル」-「パフォーマンスとメンテナンス」-

「管理ツール」をクリックし、「コンピュータの管理」をダブルクリック

「コンピュータの管理」が表示されます。

3 「ディスクの管理」をクリック

4 「ディスクの管理」でボリューム（E:）を右クリックし、「論理ドライブの

削除」をクリック

5 パソコンを再起動する

6 管理者権限をもつアカウントでログオンする

7 「スタート」-「すべてのプログラム」-「Standby Rescue Multi」-

「Standby Rescue Multi マネージャ」をクリック

8 「スタンバイディスクが構成されていません。スタンバイディスクを

構成しますか？」と表示されたら、「はい」をクリック

9 「スタンバイディスクの構成」画面が表示されたら、「構成」をクリック

10「スタンバイディスクの設定」画面が表示されたら、「OK」をクリック
11「スタンバイディスクの構成」画面で「OK」をクリック
12「次のディスクをフォーマットします」と表示されたら、「はい」をク

リック

13「次のアイテムのバックアップが実行されていません」と表示された
ら、「はい」をクリック

バックアップを行うため、しばらく時間がかかります。

バックアップ終了後、自動的に「Task Viewer」が閉じます。

これでバックアップ環境の構築は完了です。
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・「Standby Rescue Multi スタン
バイディスクから起動しました」
と表示されない場合は、いったん
Windowsを終了してBIOSセッ
トアップユーティリティの｢Boot｣
の｢Hard Disk Drives｣を再度確認
してください。

・更新されていないファイルやフォ
ルダを復元するには、手順5から
行ってください。復元の必要がな
い場合は、以上で復旧作業は完了
です。再度復旧可能な状態にする
ためには「バックアップ環境の構
築」（p.86）をおこなう必要があり
ます。

最後にバックアップしたあとに作成
したファイルは、「アクティブのみ」
が「スタンバイのみ」と表示されま
す。
また、最後にバックアップしたあと
に更新したファイルは、「"XX"古い」
に「新しい」と表示されます。
詳細については、Standby Rescue
Multiのヘルプを参照してください。

復元するファイルやフォルダが複数
ある場合は、手順7～9を繰り返し、
ファイルの復元を行ってください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○復旧方法

動作中のハードディスクに障害が発生した場合は、次の手順でスタンバイ

ディスクから起動し、システムを復旧させてください。

1 電電源を入れた直後に表示される「NEC」ロゴの画面で【F2】を押し、

BIOSセットアップユーティリティを起動する

2 BIOSセットアップユーティリティで次のように設定する

「Boot」メニューで「Hard Disk Drives」の「1st Drive」を「SATA:

SM」、「2nd Drive」を「SATA:PM」に設定する

3 【F10】を押して設定を保存し、表示された画面で「Ok」を選んで

【Enter】を押し、設定を保存してBIOSセットアップユーティリティ

を終了し、（SATA:SM）から起動する

4 Windows起動時に 「Standby Rescue Multiスタンバイディスク

から起動しました」と表示されたら、｢OK｣をクリック

5 「スタート」-「すべてのプログラム」-「Standby Rescue Multi」-

「Standby Rescue Multi マネージャ」をクリック

6 「次のアイテムのバックアップが実行されていません」が表示された

ら「いいえ」をクリック

7 「Standby Rescue Multiマネージャ」で、復元するファイルやフォ

ルダが存在するボリュームをダブルクリック

8 復元するファイルやフォルダを右クリック

9 表示されるメニューから「復元」をクリック

「次のアイテムを復元しますか？」と表示されたら、「はい」をクリック

ファイルの復元が始まります。

これで復旧手順は完了です。

(SATA:PM)に接続されているハードディスクが物理的に故障していない

場合は、「バックアップ環境の再構築」（p.88）の手順をおこない、アク

ティブディスクとして再設定してください。

Standby Rescue Multi について
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○バックアップ環境の再構築

1 管理者権限をもつアカウントでログオンする

2 スタート」-「コントロールパネル」-「パフォーマンスとメンテナンス」-

「管理ツール」-「コンピュータの管理」をダブルクリック

「コンピュータの管理」が表示されます。

3 「ディスクの管理」をクリック

4 「ディスクの管理」で「ディスク0」のパーティションを全て削除する

5 パソコンを再起動する

6 管理者権限をもつアカウントでログオンする

7 「スタート」-「すべてのプログラム」-「Standby Rescue Multi」-

「Standby Rescue Multi マネージャ」をクリック

8 表示された画面で「OK」をクリック

9 「スタンバイディスクが構成されていません。スタンバイディスクを

構成しますか？」と表示されたら、「はい」をクリック

10「スタンバイディスクの構成」画面が表示されたら、「構成」をクリック
11「スタンバイディスクの設定」画面が表示されたら、「OK」をクリック
12「スタンバイディスクの構成」画面で「OK」をクリック
13「次のディスクをフォーマットします」と表示されたら、「はい」をク

リック

14「次のアイテムのバックアップが実行されていません」と表示された
ら、「はい」をクリック

バックアップを行うため、しばらく時間がかかります。

バックアップ終了後、自動的に「Task Viewer」が閉じます。

これでバックアップ環境の構築は完了です。

(SATA:PM)で運用する場合は、引き続き、以下の手順を行ってください。

1 電源を入れた直後に表示される「NEC」ロゴの画面で【F2】を押し、

BIOSセットアップユーティリティを起動する

2 「Boot」で「Hard Disk Drives」の「1st Drive」を「SATA:PM」、

「2nd Drive」を「SATA:SM」に設定する

3 【F10】を押して設定を保存し、BIOSセットアップユーティリティを

終了する

(SATA:PM)から起動します。

4 「スタート」-「コントロールパネル」-「パフォーマンスとメンテナンス」-

「管理ツール」-「コンピュータの管理」をダブルクリック

「コンピュータの管理」が表示されます。

手順8で「スタンバイボリュームが
見つかりません」または「バックアッ
プボリュームが見つかりません」の
ウィンドウが複数表示される場合は、
全て「OK」をクリックしてください。
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5 「ディスクの管理」をクリック

6 「ディスクの管理」で「ディスク1」のパーティションを全て削除する

7 パソコンを再起動する

8 管理者権限を持つアカウントでログオンする

9 Windows起動時に 「Standby Rescue Multi スタンバイディス

クから起動しました」と表示されたら、｢OK｣をクリック

10「スタート」-「すべてのプログラム」-「Standby Multi Rescue」-
「Standby Rescue Multi マネージャ」をクリックしてStandby

Rescue Multiマネージャを起動し、「スタンバイボリュームが見つ

かりません。」と表示されたら、「OK」をクリック

11「スタンバイディスクが構成されていません。スタンバイディスクを
構成しますか？」と表示されたら、「はい」をクリック

12「スタンバイディスクの構成」が表示されたら、「構成」をクリック
13「スタンバイディスクの設定」が表示されたら、「OK」をクリック
14「スタンバイディスクの構成」で「OK」をクリック
15「次のディスクをフォーマットします」と表示されたら、「はい」をク

リック

16「次のアイテムのバックアップが実行されていません」と表示された
ら、「はい」をクリック

バックアップを行うため、しばらく時間がかかります。

バックアップ終了後、自動的に「Task Viewer」画面が閉じます。

以上でバックアップ環境の構築は完了です。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○スタンバイディスクについて

スタンバイディスクにバックアップできない場合やスタンバイディスクの

状態を確認できない場合は、「ディスクの管理」でハードディスクの接続状

態を確認してください。スタンバイディスクとして設定できるハードディ

スクがある場合は、スタンバイディスクの再設定をおこない復旧可能な状

態に戻してください。

「ディスクの管理」でスタンバイディスクとして設定できるハードディスク

が見つからない場合や「スタンバイディスクの構成」でディスク1が存在

しない場合は、ハードディスクが物理的に壊れている可能性がありますの

でNEC フィールディング株式会社へ連絡してください。

「Standby Rescue Multi スタンバ
イディスクから起動しました」と表
示されない場合は、一度Windowsを
終了して BIOS セットアップユー
ティリティの｢Boot｣の｢Hard Disk
Drives｣を再度確認してください。

「スタンバイボリュームが見つかりま
せん。」画面が複数表示される場合
は、全て「OK」ボタンをクリックして
ください。

ハードディスクが物理的に壊れてい
る場合は、NEC フィールディング株
式会社へ連絡のうえ、ハードディス
クを交換してください。
その後、「バックアップ環境の構築」
（p.86）をおこなうことで、バック
アップ環境の構築が可能です。
NECフィールディングのホームページ
URL：http://www.fielding.co.jp/

スタンバイディスクの再設定をおこ
なう場合は、スタンバイディスクと
して設定するハードディスクの全て
のパーティションを削除したあとで
「スタンバイディスクの構成」を実行
してください。

「不明」と表示されたボリュームは削
除できませんが、問題ありません。

Standby Rescue Multi について
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ダイナミックディスクについて

「Standby Rescue Multi」はダイナミックディスクには対応していません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○Standby Rescue Multi の削除

「スタート」-「すべてのプログラム」-「Standby Rescue Multi」-「アン

インストール」をクリックして、「Standby Rescue Multi」をアンイン

ストールしてください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○お問い合わせ窓口

（株）ネットジャパン サポート＆サービス グループ

〒101-0035 東京都千代田区神田紺屋町8 番 アセンド神田紺屋町ビル

Tel ：03-5256-0860

Fax ：03-5256-0867

月～金曜日 午前10 時～ 12 時、午後1 時～ 5 時（休日、祝日を除く）

URL ：http://www.netjapan.co.jp

E-mail ：srm-support@netjapan.co.jp

事前にユーザー登録が必要

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○Standby Rescue Multiご使用時の注意

・スタンバイディスクに設定するハードディスクは、アクティブディスク

上のバックアップを取る全てのパーティション領域と同じか、それ以上

の容量が必要です。ご購入時よりパーティション構成を変更した場合は

「ディスクの管理」を使用し、アクティブディスクのパーティションをス

タンバイディスクの容量に合わせて作成してください。

・除外リストに設定したファイルやフォルダ、スタンバイディスクに構成

しなかったボリュームは、バックアップされていないため、障害が起きた

ときに復旧の対象となりませんのでご注意ください。

・Standby Rescue Multi をご使用になる場合、スタンバイディスクに

設定するハードディスクにパーティションがあるとご使用になれません。

「ディスクの管理」を使用し、パーティションを削除してからご使用くだ

さい。パーティション削除時「このパーティションにはアクティブなペー

ジファイルがあります。」と表示される場合があります。その場合は、

ページファイルを他のドライブに作成後、パーティションを削除してく

ださい。なお、工場出荷時の状態では増設ハードディスクドライブは未

フォーマットです。

・ヘルプに「モバイルラック」の記載がありますが、このパソコンではお使

いになれません。

・ハードディスクの接続方法は工場出荷時の状態でお使いください。オン

ラインマニュアル、Read Meに記述されている接続方法(カレントディ

スク:プライマリマスタ、スタンバイディスク:セカンダリマスタ)と異な

るモデルがありますが、運用上問題はありません。
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パソコンのお手入れ
パソコンは精密機械なので、日頃のお手入れが欠かせま

せん。マウスやキーボードも、こまめに清掃することで長

く快適に使用できます。

準備するもの

軽い汚れのとき

乾いたきれいな布を
用意します

汚れがひどいとき

水かぬるま湯を含ませて、
よくしぼった布を用意します

電源を切って、電源コードを外す

お手入れの前には、必ずパソコン本体や周辺機器の電源を切ってください。

電源コードはコンセントから抜いてください。

電源を切らずにお手入れを始めると、感電することがあります。

その他、こんなものもあると
便利です。
・OA用クリーニングキット
・掃除機、など

・水やぬるま湯は、絶対にパソコン
本体やキーボードに直接かけない
でください。故障の原因になりま
す。

・シンナーやベンジンなどの揮発性
の有機溶剤や揮発性の有機溶剤を
含む化学ぞうきんは、使わないで
ください。キーボードなどを傷め、
故障の原因になります。

Standby Rescue Multi について/パソコンのお手入れ
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キーボード
やわらかい布でふいてください。

汚れがひどいときは、水かぬるま湯を布に含ませ、
よくしぼってから、ふき取ってください。

キーのすきまからゴミなどが入ったときは、掃除機
などで吸い出します。

マウス
やわらかい布でふいてください。

汚れがひどいときは、水かぬるま湯を布に含ま
せ、よくしぼってから、ふき取ってください。

パソコン本体
やわらかい布でふいてください。

汚れがひどいときは、水かぬるま湯を布に含ませ、
よくしぼってから、ふき取ってください。

パソコンの内部
長期間使うと、ホコリがたまるので、定期的に清掃
してください。

ディスプレイ
やわらかい布でふ
いてください。

化学ぞうきんやぬ
らした布は使わな
いでください。

電源コード
電源コードのプラグを長
期間コンセントに接続し
たままにすると、プラグ
にホコリがたまることが
あります。定期的にやわ
らかい布でふいて、清掃
してください。

※イラストはイメージ図です。

マウスのローラーやボールの清掃に
ついては、この次の「マウスのロー
ラーやボールのクリーニング」をご
覧ください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○パソコン各部の清掃のしかた（ValueOne Gシリーズの場合）

清掃する
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マウスのローラーやボールのクリーニング

マウス内部のローラーやボールが汚れると、マウスの反応が悪くなります。

油分が付着すると故障の原因になる場合もあります。特にローラーは汚れ

がたまりやすいので、定期的にクリーニングしてください。

1 マウス裏側のボール止めを矢印の方向にまわして取り外し、ボールを

取り出す

2 ボールを中性洗剤で洗って汚れを落とす

洗った後は、必ず水で洗剤を洗い落とし、乾いた布で水分をよくふ

き取って乾燥させてください。

3 マウス内部のローラーの汚れを、水分を含ませた綿棒でこすり落とす

汚れが落ちにくいときは、やわらかい歯ブラシなどで汚れを取って

ください。このとき、歯ブラシに水や歯磨き粉などを付けないでく

ださい。

4 ボールをマウスに戻し、ボール止めを取り付けて手順1と反対の方向

にまわして固定する

ボール

ボール止め

ローラー

ローラーがボールと接触す
る部分に汚れが付きやすい

・取り外したボールやボール止めを、
小さなお子さんが誤って飲み込ん
だりしないようにご注意ください。

・クリーニング中にマウス内部にゴ
ミが入らないようにご注意くださ
い。

・ローラーの汚れを取るときには、
金属ブラシやカッター、ヤスリな
ど硬いものは絶対に使用しないで
ください。ローラーに傷が付き、故
障の原因になります。

パソコンのお手入れ
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パソコン本体�
やわらかい布でふいてください。汚れがひどい
ときは、水かぬるま湯を布に含ませ、よくしぼっ
てから、ふき取ってください。�

液晶ディスプレイ�
やわらかい素材の乾いたきれいな布でふいてくだ
さい。�
化学ぞうきんやぬらした布は使わないでください。�

キーボード�
やわらかい布でふいてください。�
汚れがひどいときは、水かぬるま湯を布に含ませ、よくし
ぼってから、ふき取ってください。�
キーのすきまからゴミなどが入ったときは、掃除機など
で吸い出します。�

NXパッド�
やわらかい布でふいてください。�
汚れがひどいときは、水かぬるま湯を布に含ませ、よくし
ぼってから、ふき取ってください。�

電源コード／ACアダプタ�
電源コードのプラグを長期間コンセントに接続したまま
にすると、プラグにホコリがたまることがあります。�
定期的にやわらかい布でふいて、清掃してください。�

マウス（添付モデルのみ）�
やわらかい布でふいてください。�
汚れがひどいときは、水かぬるま湯を布に含ませ、よくし
ぼってから、ふき取ってください。�

※イラストはイメージ図です。�

○○○○○○○○○○○○○○○○○パソコン各部の清掃のしかた（LaVie Gシリーズの場合）
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○保守サービスについて

保守サービスについては、NEC 121コンタクトセンターへお問い合わせ

ください。詳しくは、『121wareガイドブック』をご覧ください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○消耗品/有寿命部品について

このパソコンには、消耗品と有寿命部品が含まれています。安定してご使

用いただくためには、定期的な保守による部品交換が必要になります。特

に長期間連続して使用する場合には、安全などの観点から早期の部品交換

が必要です。

消耗品と有寿命部品は次のとおりです。

・記載部品は代表例です。機種により構成部品が異なります。詳しくは

「仕様一覧」をご覧ください。

・有寿命部品の交換時期の目安は、1日8時間のご使用で1年365日と

して約5年です。上記期間はあくまでも目安であり、上記期間中に故障

しないことや無償修理をお約束するものではありません。

また、長時間連続使用等のご使用状態や、温湿度条件等のご使用環境に

よっては早期に部品交換が必要となり、製品の保証期間内であっても有

償となることがあります。

 ・本製品の補修用性能部品の最低保有期間は、PC本体、オプション製品

については製造打切後6年です。

アフターケアについて

NEC 121コンタクトセンターなど
にこのパソコンの修理を依頼される
場合は、設定したパスワードは解除し
ておいてください。

類�種� 内容説明� 品�部�は�た�ま�品�当�該� ( 例�表�代� )

品�耗�消�

有寿命部品�

ディスプレイ、�
ハードディスクドライブ、�
DVD/CDドライブ、�
キーボード、�
マウス、�
ファン �
�

使用頻度や使用量により消耗の
進行が異なります。お客様ご自
身でご購入いただき、交換して
いただくものです。�
本体の保証期間内であっても有
償となります。�

使用頻度や経過時間、使用環境
によって摩耗、劣化の進行に大
きな差が生じ、修理による再生
ができなくなる部品です。�
本体の保証期間内であっても部
品代は有償となる場合がありま
す。詳しくは、NEC 121コン
タクトセンターの故障診断・修
理受付窓口にご相談ください。�

フロッピーディスク、�
CD-ROMディスク、�
DVD-ROMディスク、�
SDメモリーカード、�
メモリースティック、�
バッテリ、乾電池など�

パソコンのお手入れ/アフターケアについて
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○このパソコンを譲渡するには

●譲渡するお客様へ

このパソコンを第三者に譲渡（売却）する場合は、次の条件を満たす必要が

あります。

1. 本体に添付されているすべてのものを譲渡し、複製物を一切保持しな

いこと。

2. 各ソフトウェアに添付されている｢ソフトウェアのご使用条件｣の譲

渡、移転に関する条件を満たすこと。

3. 譲渡、移転が認められていないソフトウェアについては、削除した後、

譲渡すること（本体に添付されている｢ソフトウェア使用条件適用一

覧｣をご覧ください）。

※第三者に譲渡（売却）する製品をお客様登録している場合は、

121ware.comのマイページ（http://121ware.com/my/）の保

有商品情報で削除いただくか、または E メールアドレス

webmaster@121ware.com宛にご連絡ください。

パソコン内のハードディスクには個
人的に作成した情報が多く含まれて
います。第三者に情報が漏れないよ
うに、譲渡の際にはこれらの情報を
削除することをおすすめします。こ
のパソコンのハードディスクのデー
タを消去する方法については、
PART2の「再セットアップディス
クを使って再セットアップする」の
「ハードディスクのデータ消去」
（p.57）をご覧ください。

パソコンの譲渡、廃棄、
改造について
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●譲渡を受けたお客様へ

NECパーソナル商品総合情報サイト「121ware.com」での登録をお願い

します。

http://121ware.com/my/　にアクセス

●はじめて登録するかた

「新規取得」をクリックして登録

●以前ハガキ、オンライン、FAXなどで登録されたかた

「インターネット以外の方法でご登録済みの方はこちら」をクリック

して登録

●すでにログインIDをお持ちのかた

「ログイン」をクリックして、ログイン後、保有商品情報の「新規・追

加登録」で登録

インターネットに接続できないかたは、お客様登録に必要な次の事項を記

入し、郵送してください。

記載内容

1. 本体型番、型名のいずれかと保証書番号

（本体背面/側面または保証書に記載の型番/型名のいずれかと製造番号）

2. 氏名、住所、電話番号、Eメールアドレス、中古購入された場合はその

ご購入先、ご購入日

3．121wareお客様登録番号

（以前登録されてすでに「121wareお客様登録番号」をお持ちのかた

は、記入をお願いします。）

宛先

〒143-8691 東京都大森郵便局 私書箱5号

NEC121ware登録センター係

パソコンの譲渡、廃棄、改造について
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○このパソコンを廃棄するには

本製品は「資源有効利用促進法」に基づく回収再資源化
対応製品です。
PCリサイクルマークが銘板（パソコン本体の側面また
は背面に型番や製造番号が記載されているラベル）に表
示されている、または、PCリサイクルマークのシール
が貼り付けられている弊社製品は弊社が責任をもって
回収・再資源化いたします。希少資源の再利用のため、
不要になったパソコンのリサイクルにご協力ください。

当該製品をご家庭から排出する際、弊社規約に基づく回収・再資源化にご
協力頂ける場合は、別途回収再資源化料金をご負担いただく必要はありま
せん。

廃棄時の詳細については、NECパーソナル商品総合情報サイト
「121ware.com」（URL：http://121ware.com/support/
recyclesel/）をご覧ください。

なお、下記の窓口でも廃棄についてお問い合わせいただけます。

NEC 121コンタクトセンター

廃棄のお問い合わせ 　受付時間：9:00～17:00（年中無休）　

 0120-977-121

※電話番号をよくお確かめになり、おかけください。

携帯電話やＰＨＳ、もしくはIP電話など、フリーコールをご利用いただけ
ないお客様は下記電話番号へおかけください。
03-6670-6000（東京）（通話料はお客様負担となります）
※電話番号をよくお確かめになり、おかけください。

当該製品が事業者から排出される場合（産業廃棄物として廃棄される場合）
当社は資源有効利用促進法に基づき、当社の回収・リサイクルシステムに
したがって積極的に資源の有効利用につとめています。
廃棄時の詳細については、下記のホームページで紹介している窓口にお問
い合わせください。
（URL：ht t p : / /www . nec . c o . j p / eco / j a / p r oduc t s /3 r /
shigen_menu.html）

本文に記載された電話番号や受付時
間などは、将来予告なしに変更する
ことがあります。
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パソコンの再セットアップでデータ
が消去されるのは、このパソコンに
内蔵されたハードディスクのみです。

ハードディスク、メモリーカード上のデータ消去に関するご注意

本内容は「パソコンの廃棄・譲渡時のハードディスク上のデータ消去に関

するご注意」の趣旨に添った内容で記載しています。詳細は以下のホーム

ページをご覧ください。

http://it.jeita.or.jp/perinfo/release/020411.html

パソコンのハードディスクやメモリーカードには、お客様が作成、使用し
た重要なデータが記録されています。このパソコンを譲渡または廃棄する
ときに、これらの重要なデータ内容を消去することが必要となります。
「データやファイルの消去」、「ハードディスクの初期化（フォーマット）」、
「メモリーカードの初期化（フォーマット）」、「パソコンの再セットアップ」
などの操作をおこなうと、記録されたデータの管理情報が変更されるため
にWindowsでデータを探すことはできなくなりますが、ハードディスク
やメモリーカードに磁気的に記録された内容が完全に消えるわけではあり
ません。
このため、データ回復用の特殊なソフトウェアを利用すると、ハードディ
スクやメモリーカードから消去されたはずのデータを読み取ることが可能
な場合があり、悪意のある人によって予期しない用途に利用されるおそれ
があります。

パソコンの譲渡、廃棄、改造について

お客様が廃棄・譲渡などをおこなう際に、ハードディスクおよびメモリー

カード上の重要なデータの流出トラブルを回避するために、記録された全

データをお客様の責任において完全に消去することが非常に重要です。

データを消去するためには、専用ソフトウェアまたはサービス（ともに有

償）を利用するか、ハードディスク上のデータを金槌や強磁気により物理

的・磁気的に破壊（メモリーカードの場合は、金槌による物理的破壊のみ）

して、読めなくすることを推奨します。有償のデータ消去サービスは、

NECフィールディング株式会社にご依頼ください。

NECフィールディングホームページURL：

http://www.fielding.co.jp

また、ハードディスクやメモリーカード上のソフトウェア（OS、アプリ

ケーションソフトなど）を削除することなく譲渡すると、ソフトウェアラ

イセンス使用許諾契約に抵触する場合があります。十分な確認をおこなっ

てください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○パソコンの改造はおこなわない

添付されているマニュアルに記載されている以外の方法で、このパソコン

を改造・修理しないでください。

記載されている以外の方法で改造・修理された製品は、当社の保証や保守

サービスの対象外となることがあります。
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ValueOne GタイプST

仕様一覧

型番

インストールOS・サポートOS

CPU

キャッシュメモリ 1次

2次

バスクロック システムバス

メモリバス

チップセット

メインメモリ 標準容量／最大容量※3※4

スロット数

表示機能 ディスプレイ

グラフィックアクセラレータ

グラフィックスメモリ

表示色 デジタルディスプレイ

(解像度）※6 アナログディスプレイ

ドライブ ハードディスクドライブ

DVD/CDドライブ

フロッピーディスクドライブ

サウンド機能 スピーカ

音源／サラウンド機能

サウンドチップ

通信機能 LAN

拡張スロット

ベイ

入力装置 キーボード

マウス

外部インター USB※8

フェイス IEEE1394

ディスプレイ

PS/2

LAN

パラレル

シリアル

サウンド関連 ライン入力

ライン出力

マイク入力

ヘッドフォン
出力

カードスロット メモリーカード

PC-GV30HCZ28 PC-GV24YCZ28 PC-GV18YCZ28 PC-GV181CZ28
PC-GV30HCZ58 PC-GV24YCZ58 PC-GV18YCZ58 PC-GV181CZ58

・フレーム型番（PC-GV□□□□□■□）の■が2の場合
　Microsoft® Windows® XP Professional operating system 日本語版 Service Pack 2※1
・フレーム型番（PC-GV□□□□□■□）の■が5の場合
　Microsoft® Windows® XP Home Edition operating system 日本語版 Service Pack 2※2

インテル® Celeron® D インテル® Core™ 2 インテル® Core™ 2 インテル® Core™ 2
プロセッサー 347 Duo プロセッサー Duo プロセッサー Duo プロセッサー
(3.06GHz) E6600(2.40GHz) E6320(1.86GHz) E4300(1.80GHz)

12Kμ命令実行トレース インストラクション用32KB×2/データ用32KB×2
/16KBデ－タ

512KB 4MB 2MB

533MHz 1066MHz 800MHz

533MHz 667MHz

インテル® Q963 Expressチップセット

セレクションメニューにて選択可能／最大2ＧＢ

DIMMスロット×2[空き：セレクションにより0～1]

セレクションメニューにて選択可能

セレクションメニューにて選択可能

標準AUTO可変(最大256MB)※5

最大約1,677万色 (1,600×1,200、1,280×1,024、1,024×768、800×600)

最大約1,677万色 (1,600×1,200、1,280×1,024、1,024×768、800×600)

セレクションメニューにて選択可能

セレクションメニューにて選択可能

セレクションメニューにて選択可能

セレクションメニューにて選択可能

インテル® High Definition Audio 準拠(最大192kHz/24ビット※7　ステレオPCM同時録音再生機能、
MIDI再生機能[OS標準])、3Dオーディオ（Direct Sound3D対応）、マイク機能(ノイズ抑制、音響エコー
キャンセル、ビームフォーミング)

RealTek社製 ALC262搭載

1000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T対応

PCIスロット（ハーフ）×2[空きスロット1～2（セレクションにより異なる）]

5型ベイ：1スロット（DVD/CDドライブまたはセカンドHDD&DVD/CDドライブ（薄型）で占有済） [空き
スロット0]、内蔵3.5型ベイ：1スロット（ハードディスクドライブで占有済）［空きスロット0］

PS/2 フルサイズキーボード(テンキー付き、ワンタッチスタートボタン付き)

PS/2ボールマウス（スクロール機能付き）

コネクタ4ピン×6(本体リア×4、本体フロント×2）[USB 2.0]

セレクションメニューにて選択可能

DVI-D(24ピン)※9※10、ミニD-sub15ピン※10 [インテル® Q963 Expressチップセットに内蔵+DVI-D
インターフェイスボード(デジタル接続)選択時]
ミニD-sub15ピン [グラフィックを選択しなかった場合（インテル® Q963 Expressチップセットに内蔵(ア
ナログ接続)選択時)]

ミニDIN6ピン×2 ※11

RJ45コネクタ×1

D-sub25ピン×1

D-sub9ピン×1

ステレオミニジャック×1（入力インピーダンス 64kΩ、入力レベル 1Vrms）

ステレオミニジャック×1※12（出力インピーダンス 64kΩ、出力レベル1Vrms）

ステレオミニジャック×1※13（マイク入力インピーダンス 64kΩ、入力レベル 100mVrms（マイクブース
ト有効時は 5mVrms）、バイアス電圧2.5V）

ステレオミニジャック×1（対応ヘッドフォンインピーダンス16Ω-100Ω「推奨32Ω」、出力電力 5ｍＷ/
32Ω）

セレクションメニューにて選択可能
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型番

電源

消費電力 標準／最大／スリープ状態時

エネルギー消費効率 2007年度
（省エネ基準達成率）※14 基準

電波障害対策

外形寸法 本体(突起部除く)

キーボード

質量 本体

キーボード／マウス

温湿度条件

ソフトウェアパック

主な添付品

PC-GV30HCZ28 PC-GV24YCZ28 PC-GV18YCZ28 PC-GV181CZ28
PC-GV30HCZ58 PC-GV24YCZ58 PC-GV18YCZ58 PC-GV181CZ58

AC100V±10%、50/60Hz

約62W※15/約172W/約4W 約59W※15/約176W/約4W ・PC-GV18YCZ28 ・PC-GV181CZ28
約56W※15/約176W/約4W 約50W※15/約166W/約4W
・PC-GV18YCZ58 ・PC-GV181CZ58
約56W※15/約173W/約4W 約50W※15/約167W/約4W

j区分 0.0026(A) j区分 0.0008(AAA) j区分 0.0010(AA) j区分 0.0010(AAA)

VCCI ClassB

99(W)×380(D)×363(H)mm、
220(W)×380(D)×363(H)mm(スタビライザ設置時)

460(W)×175(D)×20(H)mm

約10kg※15

約650g/約100g

10～35℃、20～80%(ただし結露しないこと)

ミニマムソフトウェアパック

マニュアル、電源コード

上記の内容は本体のハードウェアの仕様であり、オペレーティングシステム、アプリケーションによっては、上記のハードウェアの機能
をサポートしていない場合があります。

仕様一覧
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メインメモリ 標準 いずれか選択可能

・512MB(ECC無しDDR2 SDRAM、PC2-5300対応(DDR2-667)、512MB×1)

・1GB(ECC無しDDR2 SDRAM、PC2-5300対応(DDR2-667)、512MB×2：デュアルチャネル対応)

・1GB(ECC無しDDR2 SDRAM、PC2-5300対応(DDR2-667)、1GB×1)

・2GB(ECC無しDDR2 SDRAM、PC2-5300対応(DDR2-667)、1GB×2：デュアルチャネル対応)

スロット数 2スロット(DIMMスロット)［空きスロット：セレクションにより0～1］

最大容量※3※4 2GB

表示機能 グラフィックアクセラレータ いずれか選択可能

・インテル® Q963 Expressチップセットに内蔵+DVI-Dインターフェイスボード(デジタル接続)

・インテル® Q963 Expressチップセットに内蔵(アナログ接続)

グラフィックスメモリ 標準AUTO可変(最大256MB)※5

インターフェイス DVI-D(24ピン)※9※10、ミニD-sub15ピン※10 [インテル® Q963 Expressチップセットに内蔵+DVI-D
インターフェイスボード(デジタル接続)選択時]
ミニD-sub15ピン [グラフィックを選択しなかった場合（インテル® Q963 Expressチップセットに内蔵
(アナログ接続)選択時)]

ドライブ ハードディスクドライブ いずれか選択可能
※16 ・約80GB(Serial ATA、高速7,200回転/分)※17

・約160GB(Serial ATA、高速7,200回転/分)※18
・約320GB(Serial ATA、高速7,200回転/分)※19
・約160GB（約80GB×2）(Serial ATA、高速7,200回転/分)※20※25
・約320GB（約160GB×2）(Serial ATA、高速7,200回転/分)※21※25
・約640GB（約320GB×2）(Serial ATA、高速7,200回転/分)※22※25
・約160GB（約80GB×2）(Serial ATA、高速7,200回転/分) StandbyRescue※20※25
・約320GB（約160GB×2）(Serial ATA、高速7,200回転/分) StandbyRescue※21※25
・約640GB（約320GB×2）(Serial ATA、高速7,200回転/分) StandbyRescue※22※25

DVD/CDドライブ いずれか選択可能
・DVDスーパーマルチドライブ(DVD-RAM/R/RW with DVD+R/RW)
　(バッファアンダーランエラー防止機能付き) [DVD-R/+R 2層書込み]※23
・マルチプレードライブ(CD-R/RW with DVD-ROM)内蔵(バッファアンダーランエラー防止機能付き)※23
・CD-ROMドライブ※24
・スリムタイプCD-ROMドライブ※25
・スリムタイプCD-R/RW with DVD-ROMドライブ※25
・スリムタイプDVDスーパーマルチドライブ(DVD-RAM/R/RW with DVD+R/RW）
　(バッファアンダーランエラー防止機能付き) [DVD-R/+R 2層書込み]

速度 ・DVDスーパーマルチドライブ(DVD-RAM/R/RW with DVD+R/RW) [DVD-R/+R 2層書込み]
   DVD-RAM読出し：最大12倍速※26※27、
   DVD-RAM書換え：最大12倍速※26※27※28、
   DVD+R(1層)書込み：最大16倍速 、
   DVD+R (2層)書込み: 最大8倍速※29、
   DVD+RW書換え：最大8倍速、
   DVD-R(1層)書込み：最大16倍速※30、
   DVD-R(2層)書込み：最大4倍速※31※32※33、
   DVD-RW書換え：最大6倍速※34、
   DVD読出し：最大16倍速、
   CD読出し：最大40倍速※35、
   CD-R書込み：最大40倍速、
   CD-RW書換え：最大10倍速※36

・マルチプレードライブ(CD-R/RW with DVD-ROM)
　DVD-RAM読出し：最大2倍速※26※37、
　DVD読出し：最大16倍速、
　CD読出し：最大40倍速※35、
　CD-R書込み：最大40倍速、
　CD-RW書換え：最大10倍速※36

・CD-ROMドライブ
　CD読出し：最大40倍速※35

PC-GV30HCZ28 PC-GV24YCZ28 PC-GV18YCZ28 PC-GV181CZ28
PC-GV30HCZ58 PC-GV24YCZ58 PC-GV18YCZ58 PC-GV181CZ58

■セレクションメニュー（以下の項目から1つ選択することで、仕様が異なります）
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型番

ドライブ DVD/CDドライブ（薄型） いずれか選択可能
※25 ・DVDスーパーマルチドライブ（薄型）(DVD-RAM/R/RW with DVD+R/RW)

   (バッファアンダーランエラー防止機能付き) [DVD-R/+R 2層書込み]※23
・マルチプレードライブ（薄型）(CD-R/RW with DVD-ROM)
   (バッファアンダーランエラー防止機能付き)※23
・CD-ROMドライブ（薄型）※24

速度 ・DVDスーパーマルチドライブ(DVD-RAM/R/RW with DVD+R/RW) [DVD-R/+R 2層書込み]
   DVD-RAM読出し：最大5倍速※26※27、
   DVD-RAM書換え：最大5倍速※26※27※28※38
   DVD+R(1層)書込み：最大8倍速 、
   DVD+R (2層)書込み: 最大4倍速※29、
   DVD+RW書換え：最大8倍速、
   DVD-R(1層)書込み：最大8倍速※30、
   DVD-R(2層)書込み：最大4倍速※31※32※33、
   DVD-RW書換え：最大6倍速※34、
   DVD読出し：最大8倍速、
   CD読出し：最大24倍速※35、
   CD-R書込み：最大24倍速、
   CD-RW書換え：最大10倍速※36

・マルチプレードライブ(CD-R/RW with DVD-ROM)
   DVD-RAM読出し：最大2倍速※26
   DVD読出し：最大8倍速、
   CD読出し：最大24倍速※35、
   CD-R書込み：最大24倍速、
   CD-RW書換え：最大10倍速※36

・CD-ROMドライブ
   CD読出し：最大24倍速※35

フロッピーディスクドライブ いずれか選択可能
・無し
・3.5型外付け(USB接続)※39

外部インター IEEE1394ボード(PCI) いずれか選択可能
フェイス ・無し

・IEEE1394ボード：６ピン×２

カードスロット いずれか選択可能
・無し
・7メディア対応カードスロット（SD/SDHCメモリーカード※40、メモリースティック※41、
   xD-ピクチャーカード※42、スマートメディア※43、コンパクトフラッシュ、
   マルチメディアカード※44、マイクロドライブ※45）

ディスプレイ いずれか選択可能
・無し
・１７型スーパーシャインビューEX液晶(スピーカ内蔵/アナログRGB接続)(F17R61-G)

スピーカ いずれか選択可能
・無し
・外付けステレオスピーカ(0.5W+0.5W)

主なソフトウェア いずれか選択可能
・無し
・Microsoft® Office Personal 2007
・Microsoft® Office Personal 2007 with Microsoft® Office PowerPoint® 2007

PC-GV30HCZ28 PC-GV24YCZ28 PC-GV18YCZ28 PC-GV181CZ28
PC-GV30HCZ58 PC-GV24YCZ58 PC-GV18YCZ58 PC-GV181CZ58

上記の内容は本体のハードウェアの仕様であり、オペレーティングシステム、アプリケーションによっては、上記のハードウェアの機能
をサポートしていない場合があります。

仕様一覧
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※ 1：添付のソフトウェアは、インストールされているOSでのみご利用できます。別売のOSをインストールおよび利用することはできません。
※ 2：添付のソフトウェアは、インストールされているOSでのみご利用できます。別売のOSをインストールおよび利用することはできません。ネット

ワークでドメインに参加する機能はありません。
※ 3：最大メモリ容量にする場合、本体に実装されているメモリを取り外して、増設メモリ(PC2-5300対応-DDR2-667MHzメモリ)[1GB]を2枚実装

する必要があります。増設メモリは、PC-AC-ME023C(512MB)、PC-AC-ME024C(1GB)を推奨します。
※ 4：他社製の増設メモリの装着は、動作を保証するものではありません。他社製品との接続は各メーカにご確認の上、お客様の責任において行ってくだ

さるようお願いいたします。
※ 5：グラフィックスメモリは、メインメモリを使用します。
※ 6：グラフィックアクセラレータのサポートする表示モードです。実際に表示できるモードは接続するディスプレイにより異なります
※ 7：使用可能な量子化ビットやサンプリングレートは、OSや使用するアプリケーションなどのソフトウェアによって異なります。
※ 8： USBポートの電源供給能力は、1ポートあたり動作時は最大500mA、スリープ時は数十mA程度です。これ以上の電流を消費するバスパワードの

USB機器は電源の寿命を低下させるおそれがありますので接続しないでください。
※ 9：本機のDVI端子は当社製ディスプレイのみ動作確認を行っております。
※ 10： DVI対応ディスプレイとの接続には、DVI-Dカードに搭載されているDVI-Dコネクタをご使用ください。アナログRGBのディスプレイを接続する

場合は、I/Oプレート部にあるアナログRGBコネクタに接続してください。（選択オプションにてインテル ® Q963 Expressチップセットに内蔵
+DVI-Dインターフェイスボード(デジタル接続)を選択した場合）

※ 11：本機のPS/2端子は添付のキーボード、マウスのみ動作確認を行っております。
※ 12：外付けスピーカを接続します（出力レベルは本体前面のボリュームと連動します）
※ 13：パソコン用マイクとして市販されているコンデンサマイクやヘッドセットを推奨します。
※ 14：エネルギー消費効率とは、省エネ法で定める測定方法により測定した消費電力を省エネ法で定める複合理論性能で除したものです。省エネ基準達成

率の表示語Aは達成率100％以上200％未満、AAは達成率200％以上500％未満、AAAは達成率500％以上を示します。
※ 15：メモリ512MB(512MBx1)、チップセット内蔵グラフィックス+DVI-Dインターフェイスボード(デジタル接続)、DVDスーパーマルチドライブ、

ハードディスク320GBの構成にて測定。
※ 16： 1GBを10億バイトで計算した場合の数値です。
※ 17： HDDの実利用可能領域に応じてWindows®のシステムからは以降のように認識されます。Cドライブ：約46.5GB(空き容量：約36.8GB)、Dド

ライブ：約24.2GB(空き容量：約24.1GB)、残り：再セットアップ用
※ 18： HDDの実利用可能領域に応じてWindows®のシステムからは以降のように認識されます。Cドライブ：約46.5GB(空き容量：約36.8GB)、Dド

ライブ：約98.7GB(空き容量：約98.6GB)、残り：再セットアップ用
※ 19： HDDの実利用可能領域に応じてWindows®のシステムからは以降のように認識されます。Cドライブ：約46.5GB(空き容量：約36.8GB)、Dド

ライブ：約247GB(空き容量：約247GB)、残り：再セットアップ用
※ 20： HDDの実利用可能領域に応じてWindows®のシステムからは以降のように認識されます。Cドライブ：約46.5GB(空き容量：約36.8GB)、Dド

ライブ：約24.2GB(空き容量：約24.1GB)、Eドライブ：約74.5GB、残り：再セットアップ用
※ 21： HDDの実利用可能領域に応じてWindows®のシステムからは以降のように認識されます。Cドライブ：約46.5GB(空き容量：約36.8GB)、Dド

ライブ：約98.7GB(空き容量：約98.6GB)、Eドライブ：約149GB、残り：再セットアップ用
※ 22： HDDの実利用可能領域に応じてWindows®のシステムからは以降のように認識されます。Cドライブ：約46.5GB(空き容量：約36.8GB)、Dド

ライブ：約247GB(空き容量：約247GB)、Eドライブ：約298GB、残り：再セットアップ用
※ 23：使用するディスクによっては、一部の書込み/読出し速度に対応していない場合があります。
※ 24：使用するディスクによっては、一部の読出し速度に対応していない場合があります。
※ 25： DVD/CDドライブ（薄型）とハードディスクドライブ２台構成は、セットでのみ選択できます
※ 26： DVD-RAM Ver.2.0/2.1/2.2 (片面4.7GB)に準拠したメディアに対応しています。また、カートリッジ式のメディアは使用できませんので、カー

トリッジなし、あるいはメディア取り出し可能なカートリッジ式でメディアを取り出してご利用ください。
※ 27： DVD-RAM Ver.1 (片面2.6GB)の読出し/書換えはサポートしておりません。
※ 28： DVD-RAM12倍速書き込みには、DVD-RAM12倍速書き込み対応したDVD-RAMメディアが必要です。
※ 29： DVD+R 2層書込みはDVD+R DL（2層）ディスクのみに対応しています。
※ 30： DVD-Rは、DVD-R for General Ver.2.0/2.1に準拠したメディアの書込みに対応しています。
※ 31： DVD-R 2層は、DVD-R for DL Ver.3.0に準拠したメディアの書き込みに対応しています。
※ 32：作成したDVD-R(2層）ディスクについては、当社製パソコンに搭載されているDVD-R(2層)対応ドライブでのみ読み出しが可能です。
※ 33： DVD-R 2層書込みに対応している添付ソフトは、「Roxio Easy Media Creator 9」になります。但し、追記には未対応です。
※ 34： DVD-RWは、DVD-RW Ver.1.1/1.2に準拠したメディアの書き換えに対応しています。
※ 35： SuperAudio CDは、ハイブリッドのCD Layerのみ読み出し可能。
※ 36： Ultra Speed CD-RWメディアはご使用になれません。
※ 37： DVD-RAM12倍速メディアの読み込みはサポートしておりません。
※ 38： DVD-RAM12倍速メディアの書き込みはサポートしていません。
※ 39： 2モード(720KB/1.44MB)に対応しています(ただし、720KBモードのフォーマットは不可です)。
※ 40： SD/SDHCメモリーカードの、著作権保護機能には対応しておりません。「miniSD/microSDカード」をご使用の場合には、必ずminiSD/microSD

カードアダプタをご利用ください。詳しくは「miniSD/microSDカード」の取扱説明書をご参照ください。
※ 41：メモリースティックの「マジックゲート」(著作権保護)機能には対応しておりません。「メモリースティック Duo」をご使用の場合は、必ずメモリー

スティック Duoアダプタをご利用ください。詳しくは「メモリースティック Duo」の取扱説明書をご参照ください。
※ 42： xD-ピクチャーカードの著作権保護機能には対応しておりません。
※ 43： 3.3Vタイプ（または3Vと表示されているタイプ）のみ使用できます。5Vタイプのカードはご使用できません。
※ 44： Keitaide-Music機能(UDAC-MBプロトコル）には対応していませんので、著作権保護機能のある音楽データは取り扱いできません。
※ 45：ほかのメディアと同時に使用することはできません。
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■LAN仕様一覧
項目 規格概要

準拠規格 ISO　8802-3、IEEE802.3、IEEE802.3u、IEEE802.3ab

ネットワーク形態 スター型ネットワーク

伝送速度 1000BASE-T使用時：1000Mbps
100BASE-TX使用時：100Mbps
10BASE-T使用時：10Mbps

伝送路 1000BASE-T使用時：UTPカテゴリ5e以上
100BASE-TX使用時：UTPカテゴリ5
10BASE-T使用時 ：UTPカテゴリ3または5

信号伝送方式 ベースバンド伝送方式

ステーション台数 最大1,024台/ネットワーク

ステーション間距離/ネットワーク経路長※ 1000BASE-T：最大約200m/ステーション間
100BASE-TX：最大約200m/ステーション間
10BASE-T：最大約500m/ステーション間
最大100m/セグメント

メディアアクセス制御方式 CSMA/CD方式

※リピータの台数など、条件によって異なります。

仕様一覧

■ディスプレイ仕様一覧
ディスプレイ型番 F17R61

画面サイズ 17型（スーパーシャインビューEX液晶）

表示寸法（アクティブ表示エリア） 337（W）×270（H）mm

画素ピッチ 0.264mm

表示解像度 1,280×1,024ドット 、1,024×768ドット※1、800×600ドット※1、640×480ドット※1

インターフェイス ミニD-Sub15ピン、ヘッドフォン出力×1、ステレオライン入力×1

消費電力 約36W

外形寸法 約392（W）×205（D）×386（H）mm

質量 約5.6kg

LCDドット抜け※2 0.00016%以下

備考 ステレオスピーカ（1W+1W）

※ 1： 擬似的に画素を拡大して表示しているため文字などの線がぼやけて表示される場合があります。

※ 2： ISO13406-2の基準に従って、副画素（サブピクセル）単位で計算しています。
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LaVie GタイプLベーシック
型番

インストールOS・サポートOS

CPU

キャッシュメモリ 1次

2次

クロック周波数

バスクロック システムバス

メモリバス

チップセット

メインメモリ 標準容量/最大容量※4
※3 スロット数

表示機能 内蔵ディスプレイ

グラフィックアクセラレータ

グラフィックスメモリ　

表示色 内蔵
(解像度) ディスプレイ
※7※8

別売の外付け
ディスプレイ
接続時※9

LCDドット抜け割合※11

ドライブ ハードディスクドライブ

DVD/CDドライブ

速度

フロッピーディスクドライブ

サウンド機能 スピーカ

音源／サラウンド機能

サウンドチップ

通信機能 LAN

ワイヤレスＬＡＮ

入力装置 キーボード

マウス

ポインティングデバイス

ボタン

外部インター USB

フェース ディスプレイ（アナログ）

LAN

サウンド関連 ライン出力

インターフェイス マイク入力

ヘッドフォン
出力

PCカード

バッテリ駆動時間 標準
※15※16

バッテリ充電時間 標準
（電源ON時／
OFF時）※15

PC-GL17MG158 PC-GL17MG128

Microsoft® Windows® XP Home Edition Microsoft® Windows® XP Professional
operating system 日本語版 Service Pack 2 operating system 日本語版 Service Pack 2
※1※2 ※1

インテル® Celeron® M プロセッサー 430 (1.73GHz)

インストラクション用32KB/データ用32KB

1,024KB

1.73GHz

533MHz

533MHz

ATI Radeon™ Xpress 200M / IXP 460

セレクションメニューにて選択可能※5／2GB※6

2スロット[空きスロット:セレクションにより異なる]

15.4型ワイド
高輝度・低反射TFTカラー液晶(スーパーシャインビュー液晶）
［WXGA(最大1,280×800ドット表示）］

ATI Radeon™ Xpress 200Mに内蔵

標準128MB(BIOS Setup Menuにて256MB選択可)※5（1G以上の場合）
標準64MB(BIOS Setup Menuにて128MB/256MB選択可)※5（768MBの場合）
標準64MB(BIOS Setup Menuにて128MB選択可)※5（512MBの場合）

最大1,677万色※10
(1,920×1,440ドット、1,600×1,200ドット、1,280×1,024ドット、1,280×800ドット、1,024×
768ドット、800×600ドット)

最大1,677万色
(1,920×1,440ドット、1,600×1,200ドット、1,280×1,024ドット、1,024×768ドット、800×
600ドット)

0.00027%以下

セレクションメニューにて選択可能

セレクションメニューにて選択可能

セレクションのドライブの種類で異なります。

セレクションメニューにて選択可能

内蔵ステレオスピーカ（1.0W + 1.0W）

インテル® High Definition Audio 準拠(最大192kHz/24ビット※12 ステレオPCM同時録音再生機能、
MIDI再生機能[OS標準])、3Dオーディオ(Direct Sound 3D対応)、
マイク機能（ノイズ抑制、音響エコーキャンセル、ビームフォーミング）

RealTek社製 ALC262搭載

100BASE-TX/10BASE-T対応

セレクションメニューにて選択可能

本体一体型（キーピッチ19mm※13、キーストローク3.0mm)、JIS標準配列（87キー）、
右コントロールキー付き

セレクションメニューにて選択可能

スクロールボタン付きNXパッド標準装備

ワンタッチスタートボタン搭載

コネクタ4ピン×3[USB2.0]

ミニD-sub15ピン×1

RJ45コネクタ×1

ヘッドフォン出力と共用（ライン出力レベル　1Vrms）

ステレオミニジャック×1※27（マイク入力インピーダンス 64kΩ、入力レベル 100mVrms
(マイクブースト有効時は 5mVrms)、バイアス電圧 2.5V）

ステレオミニジャック×１（ヘッドフォン出力インピーダンス　16Ω-100Ω「推奨32Ω」、
出力電力　5ｍＷ/32Ω）

Type Ⅱ×1、PC Card Standard準拠、CardBus対応

約0.8時間

約1.9時間／約1.9時間
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型番

電源※14 　

消費電力 標準／最大

エネルギー 2007年度基準
消費効率
（省エネ基準
達成率）※18

電波障害対策

温湿度条件 　

外形寸法 本体（突起部除く）

バッテリ

ACアダプタ

質量 本体(標準バッテリパック含む)

マウス

バッテリ

ACアダプタ※19

ソフトウェアパック

主な添付品 　

PC-GL17MG158 PC-GL17MG128

ニッケル水素バッテリ(DC7.2V、4,000mAh)またはACアダプタ(AC100～240V±10%、50/60Hz)※17

約32W／約60W

i区分 0.0023(A)

VCCI ClassB

5～35℃、20～80%(ただし結露しないこと)

362(W)×261(D)×30.5～40(H)mm

約213.6(W)×43.4(D)×22.1(H)mm

約114.5(W)×49.5(D)x28.5(H)mm

約2.8kg

約86g

約450g

約270g

ミニマムソフトウェアパック

ACアダプタ、マニュアル

上記の内容は本体のハードウェアの仕様であり、オペレーティングシステム、アプリケーションによっては、上記のハードウェアの機能
をサポートしていない場合があります。

仕様一覧
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■セレクションメニュー（以下の項目から1つ選択することで、仕様が異なります）

型番

メインメモリ 標準 いずれか選択可能
※3 ・512MB(512MB×1)[DDR2 SDRAM/SO-DIMM、PC2-4200対応、空きスロット×1]※5

・768MB(512MB＋256MB)[DDR2 SDRAM/SO-DIMM、PC2-4200対応、空きスロット×0]※5
・1GB(512MB×2)[DDR2 SDRAM/SO-DIMM、PC2-4200対応、空きスロット×0]※5
・1GB(1GB×1)[DDR2 SDRAM/SO-DIMM、PC2-4200対応、空きスロット×1]※5
・2GB(1GB×2)[DDR2 SDRAM/SO-DIMM、PC2-4200対応、空きスロット×0]※5

最大容量 2GB※6

ドライブ ハードディスクドライブ いずれか選択可能
※20 ・約80GB※21(Serial ATA)

・約100GB※22(Serial ATA)
・約120GB※23(Serial ATA)

DVD/CDドライブ いずれか選択可能
（詳細は別表をご覧ください） ・マルチプレードライブ(CD-R/RW with DVD-ROM)（バッファアンダーランエラー防止機能付き）

・DVDスーパーマルチドライブ(DVD-RAM/R/RW with DVD+R/RW)内蔵
 （バッファアンダーランエラー防止機能付き）[DVD-R/+R 2層書込み]

フロッピーディスクドライブ いずれか選択可能
・無し
・外付け3.5型FDD(USB接続、2モード対応)※24

通信機能 LAN いずれか選択可能
・有線LAN
・有線LAN　+　トリプルワイヤレス
　トリプルワイヤレスLAN（Super AGTM、Atheros XRTM ）本体内蔵※25※26（IEEE802.11a/b/g準拠）

マウス いずれか選択可能
・無し
・光センサーUSBマウス（リアルシルバー、スクロール機能付き）

主なソフトウェア いずれか選択可能
・無し
・Microsoft® Office Personal 2007
・Microsoft® Office Personal 2007 with Microsoft® Office PowerPoint® 2007

PC-GL17MG158 PC-GL17MG128

上記の内容は本体のハードウェアの仕様であり、オペレーティングシステム、アプリケーションによっては、上記のハードウェアの機能
をサポートしていない場合があります。



109

付　録

※ 1：添付のソフトウェアは、インストールされているOSでのみご利用できます。別売のOSをインストールおよび利用することはできません。
※ 2：ネットワークでドメインに参加する機能はありません。
※ 3：増設メモリは、PC-AC-ME021C(512MB、PC2-5300)、PC-AC-ME022C(1GB、PC2-5300)を推奨します。ただし本体の仕様上メモリバス

533MHz（PC2-4200）で動作します。
※ 4：他社製の増設メモリの装着は、動作を保証するものではありません。他社製品との接続は各メーカにご確認の上、お客様の責任において行ってくだ

さるようお願いいたします。
※ 5：グラフィックスメモリは、メインメモリを使用します。
※ 6：最大メモリ容量にする場合、増設メモリ(1GB)を2枚実装する必要があります。
※ 7：本体液晶ディスプレイより大きい解像度を選択した場合は、バーチャルスクリーン機能により実現します。
※ 8：本体液晶ディスプレイより小さい解像度を選択した場合、拡大表示機能により液晶画面全体に表示します。ただし、拡大表示によって文字や線など

の太さが不均一になることがあります。
※ 9：本機のもつ解像度および色数の能力であり、接続するディスプレイ対応解像度、リフレッシュレートによっては表示できない場合があります。本体

の液晶ディスプレイと外付けディスプレイの同時表示可能です。ただし、拡大表示機能を使用しない状態では、外付けディスプレイ全体には表示さ
れない場合があります。

※ 10： 1,677万色表示は、グラフィックアクセラレータのディザリング機能により実現します。
※ 11： ISO13406-2の基準にしたがって、副画素（サブピクセル）単位で計算しています。
※ 12：使用出来る量子化ビットやサンプリングレートは、OSや使用するアプリケーションなどのソフトウェアによって異なります。
※ 13：キーボードのキーの横方向の間隔。キーの中心から隣のキーの中心までの長さ(一部キーピッチが短くなっている部分があります)。
※ 14：パソコン本体のバッテリなどに使用する各種電池は消耗品です。
※ 15：バッテリ駆動時間や充電時間は、ご利用状況によって記載時間と異なる場合があります。
※ 16： JEITAバッテリ動作時間測定法（Ver.1.0）に基づいて測定したバッテリ駆動時間です。詳しい測定条件は、（インターネットhttp：//www.

necdirect.jp/ → ノートのラインアップ → 各タイプページ → ［仕様］）でご案内しています。
※ 17：標準添付されている電源コードはAC100V用(日本仕様)です。
※ 18：エネルギー消費効率とは、省エネ法で定める測定方法により測定した消費電力を省エネ法で定める複合理論性能で除したものです。省エネ基準達成

率の表示語Aは達成率100％以上200％未満、AAは達成率200％以上500％未満、AAAは達成率500％以上を示します。
※ 19：電源コードの質量を除く。
※ 20： 1GBを10億バイトで計算した場合の数値です。
※ 21：Windows®のシステムからは、容量がCドライブ：約46.5GB(空き容量：約36.9GB), Dドライブ：約24.2GB(空き容量約24.1GB), 残り：再

セットアップ用として認識されます。
※ 22：Windows®のシステムからは、容量がCドライブ：約46.5GB(空き容量：約36.9GB), Dドライブ：約42.8GB(空き容量約42.7GB), 残り：再

セットアップ用として認識されます。
※ 23：Windows®のシステムからは、容量がCドライブ：約46.5GB(空き容量：約36.9GB), Dドライブ：約61.4GB(空き容量約61.3GB), 残り：再

セットアップ用として認識されます。
※ 24： 2モード(720KB/1.44MB)に対応しています(ただし720KBのフォーマットは不可です)。
※ 25： IEEE802.11a/b/g準拠、WEP（64/128/152bit）対応、WPA-PSK（TKIP/AES）対応、WPA2-PSK（AES）対応。

Super AGTM 機能を使用するには、接続先のワイヤレスLAN機器もSuper AGTM に対応している必要があります。
接続対象機器、電波環境、周囲の障害物、設置環境、使用状況、ご使用のアプリケーションソフトウェア、OSなどによっても通信速度、通信距離に影
響する場合があります。IEEE802.11b/g（2.4GHz）とIEEE802.11a（5GHz）は互換性がありません。IEEE802.11a（5GHz）ワイヤレスLAN
の使用は、電波法令により屋内に限定されます。
Atheros XRTM 機能を使用するには、接続先のワイヤレスLAN機器もAtheros XRTM に対応している必要があります。

※ 26： 5GHz帯ワイヤレスLANは、IEEE802.11a準拠(J52/W52/W53)です。
J52/W52/W53は社団法人 電子情報技術産業協会による表記です。
詳細は　http：//121ware.com/navigate/support/info/ieee802.html　をご参照ください。

※ 27：パソコン用マイクとして市販されているコンデンサマイクやヘッドセットを推奨します。

仕様一覧
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■DVD/CDドライブ仕様一覧
ドライブ マルチプレードライブ DVDスーパーマルチドライブ

(CD-R/RW with DVD-ROM)※1 (DVD-RAM/R/RW with DVD+R/RW)
[DVD-R/+R 2層書込み]※1

DVD-RAM読出し※2 1倍速※3 最大5倍速

DVD-RAM書換え※2※4 － 最大5倍速

DVD+R (1層)書込み － 最大8倍速

DVD+R (2層)書込み※5 － 最大4倍速

DVD+RW書換え － 最大8倍速

DVD-R(1層)書込み※6 － 最大8倍速

DVD-R(2層)書込み※7 － 最大4倍速

DVD-RW書換え※8 － 最大6倍速

DVD読出し 最大8倍速 最大8倍速

CD読出し 最大24倍速 最大24倍速

CD-R書込み 最大24倍速 最大24倍速

CD-RW書換え※9 最大10倍速 最大10倍速

※1：使用するディスクによっては、一部の書込み／読み出し速度に対応していない場合があります。
※2：DVD-RAM Ver.2.0/2.1/2.2(片面4.7GB)に準拠したメディアに対応しています。また、カートリッジ式のメディアは使用できませんので、カートリッ

ジなし、あるいはメディア取り出し可能なカートリッジ式でメディアを取り出してご利用ください。
※3：DVD-RAM12倍速メディアの読み込みはサポートしておりません。
※4：DVD-RAM Ver.1 (片面2.6GB)およびDVD-RAM12倍速メディアの書き換えはサポートしておりません。
※5：DVD+R 2層書込みは、DVD+R （2層）ディスクのみに対応しています。
※6：DVD-Rは、DVD-R for General Ver.2.0/2.1に準拠したメディアの書込みに対応しています。
※7：DVD-R 2層書込みは、DVD-R for DL Ver.3.0に準拠したメディアの書込みに対応しています。作成したDVD-R(2層)ディスクについては、当社製

パソコンに搭載されているDVD-R(2層)対応ドライブでのみ読み出しが可能です。
※8：DVD-RWは、DVD-RW Ver.1.1/1.2に準拠したメディアの書き換えに対応しています。
※9：Ultra Speed CD-RWメディアはご使用になれません。

 伝送速度 100BASE-TX使用時：100Mbps�

  10BASE-T使用時：10Mbps�

 伝送路 100BASE-TX使用時：UTPカテゴリ5�

  10BASE-T使用時 ：UTPカテゴリ3または5�

 信号伝送方式 ベースバンド伝送方式�

 メディアアクセス制御方式 CSMA/CD方式�

 ステーション台数 最大1,024台/ネットワーク�

 ステーション間距離/ 100BASE-TX：最大約200m/ステーション間�

 ネットワーク経路長※ 10BASE-T：最大約500m/ステーション間�

  最大100m/セグメント�

 ネットワーク形態 スター型ネットワーク�

 準拠規格 ISO 8802-3、IEEE802.3、IEEE802.3u、IEEE802.3ab

 項目 規格�

※リピータの台数など、条件によって異なります。

■LAN仕様一覧
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●2.4GHzワイヤレスLAN

※1：各規格による理論的な通信速度をもとにした通信モード表記であり、実効速度とは異なります。接続対象機
器、電波環境、周囲の障害物、設置環境、使用状況、ご使用のOS、アプリケーション、ソフトウェアなどに
よっても、通信速度、通信距離に影響する場合があります。

※2：ユーザーが設定可能な鍵長は、それぞれ40bit、104bit、128bitです。
※3：ARIBについての表記の説明は 「サポートナビゲーター」-「使いこなす」-「パソコンの機能」-「ワイヤ

レスLAN（無線LAN）」の「使用上の注意」をご覧ください。

※1：各規格による理論的な通信速度をもとにした通信モード表記であり、実効速度とは異なります。接続対象機
器、電波環境、周囲の障害物、設置環境、使用状況、ご使用のOS、アプリケーション、ソフトウェアなどに
よっても、通信速度、通信距離に影響する場合があります。

※2：5GHzワイヤレスLANの使用は、電波法令により屋内に限定されます。
※3：ユーザーが設定可能な鍵長は、それぞれ40bit、104bit、128bitです。
※4：ARIBについての表記の説明は 「サポートナビゲーター」-「使いこなす」-「パソコンの機能」-「ワイヤ

レスLAN（無線LAN）」の「使用上の注意」をご覧ください。
※5：パッシブスキャンのチャンネルは接続に時間がかかる場合があります。

トリプルワイヤレスLAN（Super AG対応）
本機能はトリプルワイヤレスLAN（Super AG対応）モデルのみの機能です。

トリプルワイヤレスLANは、Atheros Communications 社が開発したワイヤレス通信の高速化技術

「Super AGTM」および長距離化技術「Atheros XRTM（eXtended Range）」に対応しています。※
※：Super AGTM機能を使用するには、接続先のワイヤレスLAN機器もSuper AGTMに対応している必要があります。また、Atheros XRTM機能を使用するに
は、接続先のワイヤレスLAN機器もAtheros XRTM機能に対応している必要があります。

●5GHzワイヤレスLAN

項　目�

準拠規格�

通信モード�

�

変調方式�

�

無線チャンネル�

周波数帯域�

セキュリティ�

規　格�

IEEE802.11g、IEEE802.11b　ARIB STD-T66※3�

IEEE802.11gモード：54/48/36/24/18/12/6（Mbpsモード）※1�

IEEE802.11bモード：11/5.5/2/1（Mbpsモード）※1�

OFDM方式（54/48/36/24/18/12/6Mbpsモード時）�

DS-SS方式（11/5.5/2/1Mbpsモード時）�

1～13ch（アクティブスキャン）�

2.4GHz帯域（2.4～2.4835GHz）�

WPA-PSK（TKIP/AES）、WPA2-PSK（AES）��

WEP（鍵長64bit/128bit/152bit※2）�

項　目�

準拠規格�

通信モード�

変調方式�

無線チャンネル�

�

周波数帯域�

セキュリティ�

規　格�

IEEE802.11a　ARIB STD-T71※4�

54/48/36/24/18/12/6（Mbpsモード）※1�

OFDM方式�

36ch、40ch、44ch、48ch（アクティブスキャン）�

34ch、38ch、42ch、46ch、52ch、56ch、60ch、64ch（パッシブスキャン）※5�

5GHz帯域（5.15～5.35GHz）※2�

WPA-PSK（TKIP/AES）、WPA2-PSK（AES）��

WEP（鍵長64bit/128bit/152bit※3）�

■ワイヤレスLAN仕様一覧

仕様一覧
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その他のご注意

［著作権に関するご注意］
・お客様が複製元のCD-ROMやDVD-ROMなどの音楽コンテンツやビデオコンテンツの複製や改変を行う場合、複製元の媒体などについて、著作権を保有
していなかったり、著作権者から複製や改変の許諾を得ていない場合、利用許諾条件または著作権法に違反する場合があります。

・複製の際は、複製元の媒体の利用許諾条件、複製などに関する注意事項にしたがってください。
・お客様が録音・録画したものは、個人として楽しむなどのほかには、著作権法上、著作権者に無断で使用することはできません。

［電波に関するご注意］
＜ワイヤレスLAN対応商品＞
・病院内や航空機内など電子機器、無線機器の使用が禁止されている区域では使用しないでください。機器の電子回路に影響を与え、誤作動や事故の原因とな
るおそれがあります。

・埋め込み型心臓ペースメーカを装備されている方は、本商品をペースメーカ装置部から30cm以上離して使用してください。

＜ワイヤレスLAN（2.4GHz）IEEE802.11g／ IEEE802.11b 対応商品＞
・本商品では、2.4GHz帯域の電波を使用しています。この周波数帯域では、電子レンジなどの産業・科学・医療機器のほか、他の同種無線局、工場の製造ライ
ンなどで使用される免許を要する移動体識別用構内無線局、免許を要しない特定小電力無線局、アマチュア無線局など（以下「他の無線局」と略す）が運用さ
れています。

・IEEE802.11b/802.11g規格ワイヤレスLANを使用する前に、近くで「他の無線局」が運用されていないことを確認してください。
・万一、本商品と「他の無線局」との間に電波干渉が発生した場合は、速やかに本商品の使用チャンネルを変更するか、使用場所を変えるか、または機器の運用
を停止（電波の発射を停止）してください。

＜ワイヤレスLAN（5GHz）IEEE802.11a対応商品＞
・ワイヤレスLAN（5GHz）の使用は電波法令により屋内に限定されます。
・5GHz帯ワイヤレスLANは、IEEE802.11a準拠（J52/W52/W53）です。J52/W52/W53は社団法人 電子情報技術産業協会による表記です。詳細は
http://121ware.com/navigate/support/info/ieee802.html をご参照ください。

［DVD/CDの読み込み／書き込みについて］
・コピーコントロールCDなど一部の音楽CDでは、再生やCD作成ができない場合があります。
・CPRM（Content Protection for Recordable Media）の著作権保護機能には対応しておりません。
・メディアの種類、フォーマット形式によって読み取り性能が出ない場合があります。また、記録状態が悪い場合など、読み取りできない場合があります。
・ValueOne Gシリーズでは、12cmDVD/CDのみ使用できます。その他の8cmDVD/CD、ハート形、カード形などの特殊形状をしたCDはサポート対象
外となります。

・LaVie Gシリーズでは、12cmDVD/CD、8cm音楽CDのみ再生できます。ハート形、カード形などの特殊形状をしたCDはサポート対象外となります。
・設定した書込み、書換え速度を実現するためには、書込み、書換え速度に応じたメディアが必要になります。
・映像ソフトの再生は、ソフトウェアによるMPEG2再生方式です。NTSCのみ対応しております。Regionコード「2」、「ALL」以外のDVDビデオの再生は
行えません。再生するDVDディスクおよびビデオCDの種類によってはコマ落ちする場合があります。リニアPCM（96kHz/24bit）で記録されている
20kHz以上の音声信号は再生できません。DVDレコーダで記録されたDVDで、書込み形式により再生できないものがあります。そのような場合はDVDレ
コーダの取扱説明書などをご覧ください。

・DVDレコーダや他のパソコンで作成されたDVDは、再生できないことがあります。
・ライティングソフトウェアが表示する書込み予想時間と異なる場合があります。
・作成したDVDは家庭用のDVDプレーヤやDVD-ROMドライブ搭載パソコンで再生できますが、一部のDVDプレーヤやDVD-ROMドライブでは再生で
きないことがあります。また、メディアやプレーヤの状態により再生できないことがあります。

・ソフトウェアによっては書込み速度設定において最大速度を表示しない場合があります。

［周辺機器接続について］
・接続する周辺機器および利用するソフトウェアが、各種インターフェイスに対応している必要があります。
・接続する周辺機器によっては対応していない場合があります。
・USB1.1 対応の周辺機器も利用できます。USB2.0 で動作するにはUSB2.0 対応の周辺機器が必要です。
・他社製増設機器、および増設機器に添付のソフトウェアにつきましては、動作を保証するものではありません。他社製品との接続は、各メーカにご確認の上、
お客様の責任において行ってくださるようお願いいたします。
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修理チェックシート

�

修理依頼日　20　　年　　月　　日�

（本体）�
製品型番/型名�

① 電源は入りますか？ □ はい □ いいえ □ 時々�
② 本体ランプは点灯しますか？ □ はい（　　　　　　　色） □ いいえ�
③ モニタランプは点灯しますか？ □ いいえ □ グリーン色 □ オレンジ色�
④ ファン（通風）は回転しますか？ □ はい □ いいえ □ 時々�
⑤ 「NEC」ロゴは表示されますか？ □ はい □ いいえ □ 時々�
⑥ Windowsは立ち上がりますか？ □ はい □ いいえ □ 時々�

（ディスプレイ）�
製品型番/型名�

製造番号�

製造番号�

 1 どのような症状ですか？（できるだけ詳しくご記入ください）�
�

 2 その症状はいつから発生していますか？        20　　年　　月　　日頃から�

 4 症状の発生頻度を教えてください� ��

 7 インターネットまたは電子メールに関する故障の場合は使用回線を教えてください� �

 □ アナログ電話回線　□ ISDN　□ ADSL　□ 光回線　□ CATV　□ 社内LAN�
 □ その他〔　　　　　　　　　　　　　　　〕�

 6 お客様が増設した周辺機器があれば、製品名をご記入ください�
 （対象：メモリ・ハードディスク・プリンタ・モデム等）�

 5 お客様が追加してインストールされたソフトウェアがあれば、メーカー名、製品名をご記入くだ�
 さい�

 3 その症状はどんな操作をしたときに起こりますか？�

PC-

 □ 常時 □ 一日に数回 □ 週に数回 □ 月に数回　�
 □ 年に数回 □ 不定期的に □ 過去に発生した�

 8 テレビに関する故障の場合はテレビ電波の種類を教えてください��
 □ 地上波アナログ　□ 地上波デジタル　□ BS　□ CS　□ CATV〔会社名：　　　　　　  　〕　��

症
状
に
つ
い
て�

フリガナ        

ご住所�
〒　　　－�

電話番号�

日中の連絡先�
（お勤め先・携帯電話等）�

�

ご自宅 （　　　　）　　　　　－�

ＦＡＸ （　　　　）　　　　　－�
お名前�
（貴社名）�

部署名/ご担当者名�
（法人の場合）�

修理チェックシート�

Ａ
欄
・
故
障
診
断
用�
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注意事項����
※1 修理のためにハードディスクの初期化が必要となる場合があります。初期化によりハードディスク内に記録されているお客様

すべてのデータおよびソフトウェアが消去されます。�
（パソコン内に登録されたソフトウェアや作成されたデータ、インターネット接続情報、メールアドレスやメール内容、お客
様が取り込んだ写真、ホームページお気に入り情報、その他お客様が登録された固有の設定情報など、ハードディスク内の
「すべてのドライブ」の「すべてのデータ」が消去されます。）�

 従いまして、常日頃からこまめにバックアップ（複製）するとともに、修理に出される前には必ずバックアップをお取りいただ
くようお願いいたします。�

 また、初期化にご同意いただけない場合、修理をすることができず診断料を請求しそのままお返しすることがあります。�

※2 修理に出される前に、必ずパスワードを解除するか「12345」（半角）に変更していただくようお願いいたします。指紋認
証システムをご利用のお客様は、あらかじめ認証機能を解除してください。�

 ご希望により当社でパスワードを解除(有料）する場合は、121コンタクトセンター（フリーコール　0120-977-121）
〈故障診断・修理受付〉までお問い合わせください。認証解除等においては再セットアップが必要になる場合があります。�

 □ ACアダプター □ メモリ □ 電源コード �

 □ キーボード □ マウス □ フロッピー媒体 �

 □ CD媒体 □ 保証書�

 □ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　） �

 1 お買い上げ日 20　　　年　　　月　　　日�

 2 保証書の添付について�

 3 修理料金見積りについて�

 4 お預りする添付品について�

 5 ［重要］ハードディスクの�
 初期化について�

□ 無�
�
□ 有〔保証書には販売店印または販売店の発行する領収書（購入日がわかるもの）が必要です〕�

□ 同意する�
�
□ 同意しない�

 6 ハードディスク内のデータのバッ�
 クアップについて�

□ バックアップした�
�
□ バックアップしない�

 7 セットアップメニュー（BIOSメニ�
 ュー）のスーパバイザパスワード�
 の設定について�

□ 設定していない ��
□ 設定しているが修理を出す前に解除した  ��
□ 設定しているが「12345」（半角）に変更した��
□ パスワードを教える。〔スーパバイザパスワード  　　　　　　　〕�

 8 
ユーザー名〔                                         〕  ��
パスワードの設定�

□ 設定していない（修理を出す前に解除した） ��
□ 設定しているが「12345」（半角）に変更した��
□ パスワードを教える。〔パスワード  〕�

□ 無�
�
□ 有�

□ 見積不要（修理連絡なしに修理してもよい） ��
□ 見積連絡不要　※見積連絡の必要がないので早く修理品を返却できます。�
 　〔　　万　　千円以下（税込）であれば連絡なしに修理してもよい〕��

□ 見積連絡必要 ���

※1

※1

※2

※2

Ｂ
欄
・
修
理
申
込
用�

（�

（�

）�

（� ）�

）�
ログインする際のユーザー名で
Administrator（コンピュータ
の管理者）権限を持つユーザー
名について（セットアップ時の
登録ユーザー名）�

故障原因がハードディスクまたはソフト障害の場合、ご同意
いただけないと修理を行うことができません。そのままお返
しすることをご了承ください。ハードディスク故障またはソ
フト障害のみ初期化。他の部品故障はハードディスクの初期
化は行いません。�
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121ware.com ................................... 31、60

121コンタクトセンター ............................. 60

BIOSの初期化...................................... 44、74

CD-ROMの扱い方......................................... 32

Cドライブ ....................................................... 42

DVD/CDドライブ .....................28、29、32

Dドライブ....................................................... 42

NXパッド........................................................ 65

PCリサイクルマーク .................................... 98

Standby Rescue Multi ............................. 85

アフターケア .................................................. 95

ウイルス ................................................ 38、79

ウイルスチェック .......................................... 38

ウイルスバスター .......................................... 38

お手入れ .......................................................... 91

改造.................................................................. 99

キーボード ...................................................... 65

強制終了 .......................................................... 64

再セットアップ .............................................. 37

再セットアップディスク .............................. 53

サポートナビゲーター .................................. 61

サポート窓口 .................................................. 60

システムの復元 .............................................. 40

修理チェックシート ................................... 113

省電力機能 ...................................................... 75

譲渡.................................................................. 96

消耗品.............................................................. 95

セーフモード .................................................. 39

タスクマネージャ .......................................... 63

断片化.............................................................. 62

ディスククリーンアップ .............................. 62

ディスクデフラグ .......................................... 62

ディスクトレイイジェクトボタン

　 ..................................................28、29、32

データ消去 ...................................................... 57

電源スイッチ ........................................ 28、29

電源の切り方 .................................................. 69

電源ランプ ............................................ 28、29

ハードディスクのデータ消去....................... 57

廃棄.................................................................. 98

パスワード ...................................................... 77

バックアップ ........................................ 22、38

バッテリ .......................................................... 68

バッテリリフレッシュ .................................. 82

フリーズ ................................................ 38、63

放電.................................................................. 68

保守サービス .................................................. 95

マイクロソフトサポート技術情報 ............... 60

マウス.............................................................. 65

マウスポインタ .............................................. 65

有寿命部品 ...................................................... 95

索引
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異常や故障の場合には
万一、本機に異常や故障が生じた場合には、次のように対処してください。

NEC 121コンタクトセンターにお問い合わせください。

すぐに電源を切って電源コードのプラグをコンセントから抜いてください。
バッテリパックを取り付けている場合は取り外してください。
※電源が切れないときには、そのまま電源コードのプラグをコンセントから抜いてください。

・本機から煙が出たり、異臭がしたりする
・本機が、手で触れないほど熱い
・本機から異常な音がする
・本機や接続されたケーブル類が破損した
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